
（
遺
稿
）
差
額
地
代
－
不
当
価
値
説

山
田
説
批
判

白
杉
庄
　
　
　
郎

一二三四五

序
河
上
説
批
判

リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
説
批
判

戦
前
の
山
田
説
批
判

戦
後
の
山
田
説
批
判

　
一
九
三
〇
年
代
の
我
国
に
お
け
る
地
代
論
争
に
お
い
て
赤
い
一
線
と
し
て
貫
い
て
い
た
と
こ
ろ
の
、
猪
俣
津
南
雄
に
は
じ
ま
り
、

櫛
田
民
蔵
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
視
角
か
ら
支
持
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
あ
っ
た
差
額
地
代
Ｈ
非
虚
偽
説
は
、
戦
前
、
山
田
勝
次
郎
氏
の
差

額
地
代
Ｈ
不
当
杜
会
的
仙
値
説
に
お
い
て
一
応
の
完
成
に
到
達
す
る
。
し
か
し
猪
俣
説
や
櫛
田
説
が
山
田
説
に
帰
着
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
河
上
肇
の
特
異
な
差
額
地
代
論
の
提
唱
、
お
よ
び
ソ
連
に
お
け
る
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
の
差
額
地
代
ｕ
相
対
的
剰
余
価
値
説
の
細

介
が
、
少
な
く
と
も
学
説
史
的
に
は
看
過
さ
れ
が
た
い
橋
渡
し
の
役
割
を
果
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
主
題
の
理
論
の
成

立
を
媒
介
し
た
も
の
と
し
て
、
こ
の
二
っ
の
学
説
を
若
干
く
わ
し
く
検
討
し
て
お
こ
う
と
思
う
。
ま
ず
河
上
説
か
ら
始
め
る
。

　
　
　
差
額
地
代
１
－
不
当
価
値
説
（
白
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
（
一
）



立
命
焔
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
一

・
二
合
併
号
）

二
　
　
　
（
二
）

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
河
上
肇
は
、
　
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
を
農
業
部
門
に
お
げ
る
差
額
地
代
の
一
部
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
部
門
に
お

げ
る
差
額
地
代
の
少
な
く
と
も
他
の
一
部
は
実
体
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
特
異
な
解
釈
の
弁
証
法
を
た
ど
る

と
、
っ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
ま
ず
彼
は
い
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
「
マ
ル
ク
ス
の
説
明
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
農
業
に
お
け
る
差
額
地
代
は
二
つ
の
異
な
れ
る
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
・
…
・
・
そ
の
第
一
の
も

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
の
は
、
剰
余
価
値
が
表
示
さ
れ
て
い
る
生
産
物
の
一
部
が
地
代
に
転
形
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
第
二
の
も
の
は
、
不
変
資
本
の
消
托
を
補
僚
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
生
産
物
の
一
部
が
、
生
産
物
の
価
格
騰
貴
の
た
め
に
不
用
に
帰
す
る
こ
と
に
工
り
、
剰
余
生
産
物
の
形
態
で
現
わ
れ
、

　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
資
本
に
転
形
す
る
代
り
に
地
代
に
転
形
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
「
簡
単
に
い
え
ば
、
農
業
に
お
け
る
葦
額
地
穴
の
或
る
部
分
は
、
貰
本
家
が
直
接
に
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
口

　
働
者
か
ら
搾
取
す
る
剰
余
価
偵
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
部
分
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
」

　
河
上
の
右
の
ご
と
き
マ
ル
ク
ス
地
代
論
解
釈
の
論
拠
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
　
ｐ
．
剰
余
伽
値
学
泌
史
』
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
次
ぎ

の
論
述
で
あ
る
。

　
　
１
…
優
等
山
、
仏
諸
土
地
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る
生
産
物
の
岬
別
的
価
値
と
市
場
価
倣
と
の
差
額
の
た
め
に
、
ン
、
れ
ら
の
諦
土
地
に
成
一
止
す
る
羨
額

　
地
代
は
、
生
産
物
地
代
・
超
過
生
産
物
（
剰
余
生
産
物
）
－
－
－
と
し
て
の
ン
、
れ
の
実
貫
的
な
姿
に
カ
い
て
は
、
二
つ
の
婆
素
か
ら
構
成
さ
れ
、
二
つ

　
の
転
形
に
魚
う
て
い
る
、
　
□
第
一
に
〕
労
働
者
の
剰
余
労
働
た
る
剰
余
価
値
が
ン
、
れ
で
ｎ
己
を
表
示
す
る
超
過
生
産
物
は
、
利
澗
の
形
態
か
ら
地
代

　
の
形
態
に
転
形
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
資
本
家
に
で
な
く
土
地
所
有
者
に
帰
寓
す
る
、
一
筋
二
に
、
優
等
な
耕
地
や
鉱
山
の
生
産
物
が
ン
、
れ
向
身
の
価
位



　
で
売
ら
れ
る
か
ぎ
り
不
変
資
本
の
価
値
を
補
僕
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
生
産
物
の
一
部
分
は
、
生
産
物
の
各
可
除
部
分
が
よ
り
高
き
市
場
価
値

　
を
も
つ
に
至
る
場
合
に
は
、
も
は
や
不
要
と
な
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
超
過
生
産
物
の
形
態
で
現
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
資
本
家
に
で
は
山
な
く
土
地
所
有

　
者
に
帰
属
す
る
、

　
　
超
過
生
産
物
の
利
潤
へ
で
は
な
く
地
代
へ
の
転
形
と
、
以
前
に
は
不
変
資
本
の
補
償
に
あ
て
ら
れ
た
生
産
物
の
可
除
部
分
の
剰
余
生
産
物
し
た
が

　
っ
て
地
代
へ
の
転
形
と
、
－
こ
の
二
つ
の
過
程
は
、
差
額
地
代
で
あ
る
か
ぎ
り
で
の
生
産
物
地
代
を
構
成
す
る
。
生
産
物
の
一
部
分
が
資
本
へ
で

　
は
な
く
地
代
へ
転
形
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
後
老
の
事
情
は
、
リ
ヵ
ー
ド
お
よ
ぴ
彼
の
す
べ
て
の
後
継
老
に
よ
っ
て
看
過
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
超
過

　
生
産
物
の
地
代
へ
の
転
形
の
み
を
見
て
、
生
産
物
の
う
ち
の
以
前
に
は
資
本
に
（
利
潤
に
で
は
な
く
）
帰
し
た
部
分
の
超
過
生
産
物
へ
の
転
形
を
見

　
な
い
。

　
　
か
く
し
て
形
成
さ
れ
る
超
過
生
産
物
ま
た
は
差
額
地
代
の
名
目
価
値
は
…
－
最
劣
等
の
土
地
ま
た
は
鉱
山
で
生
産
さ
れ
る
生
産
物
の
価
値
に
よ
っ

　
て
決
定
さ
れ
る
・
し
か
し
、
こ
の
市
場
価
債
は
、
こ
の
生
産
物
の
批
ハ
な
っ
た
分
妃
を
ひ
き
お
こ
す
だ
け
で
、
そ
れ
を
作
る
の
で
は
な
い
。

　
　
同
じ
よ
う
な
二
つ
の
要
素
は
、
す
べ
て
の
超
過
利
澗
の
場
合
に
存
在
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
新
機
械
な
ど
に
よ
っ
て
ヨ
リ
廉
価
に
生

　
産
さ
れ
た
生
産
物
が
・
そ
れ
白
身
の
仙
依
よ
り
も
高
い
市
場
価
倍
で
売
ら
れ
る
場
合
が
ス
、
れ
で
あ
る
、
労
働
老
の
剰
余
労
働
の
一
部
分
は
、
利
潤
と

　
し
て
で
な
く
・
超
逃
生
産
物
（
超
過
利
潤
）
と
し
て
現
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
も
し
製
品
が
そ
れ
自
身
の
価
値
で
売
ら
れ
る
な
ら
ば
、
資
本
家
に
た
い

　
し
て
彼
の
不
変
資
本
の
価
値
を
補
償
す
る
た
め
に
必
褒
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
総
生
産
物
の
一
部
分
は
、
い
士
、
や
不
要
と
な
り
、
補
傲
す
べ
き
何
物
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

　
も
も
た
ナ
、
拙
辿
牛
床
物
と
“
、
へ
り
、
し
た
が
っ
て
利
澗
を
脱
脹
さ
せ
る
。
」

　
マ
ル
ク
ス
の
こ
の
沽
述
は
、
差
額
地
代
に
転
形
す
る
超
過
利
潤
を
超
過
牛
産
物
に
お
き
か
え
て
脱
明
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
超
過

利
潤
そ
の
も
の
の
源
泉
を
泌
明
し
た
も
の
で
は
な
い
。
超
過
利
潤
そ
の
も
の
は
、
超
過
生
産
物
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
優
等
地
の
生

廠
物
の
個
別
的
…
他
（
な
い
し
生
睦
仙
格
）
と
市
場
伽
値
（
な
い
し
生
産
仙
格
）
と
の
差
額
と
し
て
、
超
過
生
産
物
と
は
別
個
に
す

で
に
成
立
し
て
い
一
、
そ
の
超
過
利
潤
を
趨
過
生
産
物
に
翻
訳
し
て
、
超
過
生
産
物
と
し
て
は
、
そ
れ
は
生
陵
物
仙
他
（
な
い
し
生

　
　
　
　
差
額
地
代
１
１
不
当
仙
倣
説
（
白
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
（
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
（
四
）

産
仙
格
）
を
構
成
す
る
諸
要
素
を
代
置
す
る
諸
部
分
に
た
い
し
て
如
何
な
る
関
係
を
も
っ
か
を
説
明
し
た
の
が
、
マ
ル
ク
ス
の
右
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

論
述
に
ぽ
か
な
ら
な
い
。

　
し
か
る
に
河
上
は
マ
ル
ク
ス
の
右
の
論
述
か
ら
し
て
「
農
業
に
お
げ
る
差
額
地
代
の
或
る
部
分
は
、
資
本
家
が
直
接
に
労
働
者
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
，
ひ

ら
搾
坂
す
る
剰
余
仙
値
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
部
分
は
そ
う
で
は
な
い
」
と
結
論
す
る
。
そ
し
て
前
者
は
価
値
的
に
実
体

的
で
あ
る
が
、
後
者
は
虚
偽
的
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
い
っ
て
い
る
。

　
「
生
産
物
が
そ
れ
白
身
の
価
値
以
上
で
売
ら
れ
る
た
め
に
『
資
本
家
が
そ
の
不
変
資
本
の
価
値
を
補
賞
す
る
た
め
に
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
と
こ

ろ
の
総
生
産
物
の
一
部
』
が
不
要
と
な
り
、
そ
れ
が
超
過
生
産
物
の
形
態
で
現
わ
れ
る
と
い
う
点
は
、
超
過
利
潤
の
場
合
も
（
従
っ
て
差
額
地
代

、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

一
般
の
場
合
も
）
ま
た
農
茱
に
お
け
る
差
額
地
代
の
場
合
も
、
み
な
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
農
業
地
穴
の
場
合
に
は
、
そ
れ
に
一
つ
の
特
殊
山
、
仏
事
情
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

加
わ
る
。
…
－
・
超
過
利
潤
一
般
の
場
合
に
は
、
生
産
物
が
そ
れ
白
身
の
舳
別
的
価
値
以
上
に
売
ら
れ
る
に
し
て
も
、
杜
会
的
価
値
以
上
に
（
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

ち
稲
々
な
る
個
別
的
価
値
の
平
均
以
上
に
）
売
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
一
方
の
超
辿
利
潤
は
、
他
方
の
不
足
利
潤
（
ま
た
は
掲
失
）
を
意
味

す
る
。
平
均
条
件
以
下
の
劣
等
“
、
仏
条
件
の
も
と
で
生
産
し
て
い
る
資
本
家
は
、
ン
、
の
生
産
物
の
一
単
位
に
平
均
以
上
の
労
働
量
を
荻
し
て
い
て
も
、

こ
れ
を
杜
会
的
価
帷
以
上
に
売
る
こ
と
は
出
来
凌
い
か
ら
、
優
等
な
条
件
を
具
え
て
い
る
も
の
が
平
均
以
上
の
利
潤
を
得
る
代
り
に
、
彼
れ
は
平
均

、
　
　
　
、
　
　
、

以
下
の
利
潤
を
得
る
に
止
ま
る
、
彼
れ
の
費
し
た
労
働
は
、
例
え
げ
十
の
分
〃
が
あ
っ
て
も
、
杜
会
的
に
は
五
の
分
批
と
し
て
の
効
果
を
も
つ
に
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ま
る
、
一
他
方
に
お
い
て
『
例
外
的
な
生
帷
力
を
有
す
る
労
働
は
、
高
次
の
労
働
と
し
て
咋
川
す
る
、
ナ
“
、
へ
わ
ち
同
じ
時
問
内
に
同
一
稲
類
の
杜
会
的

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

平
均
労
働
二
り
も
二
り
大
な
る
価
値
を
創
遣
す
る
。
』
　
（
『
庚
木
淋
』
第
一
巻
、
河
上
・
官
川
共
｛
木
八
三
三
頁
）
．
か
く
て
ブ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
と

が
椚
段
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
超
過
利
淵
は
農
茱
に
於
け
る
羨
棚
地
代
の
場
合
と
全
く
同
じ
よ
、
っ
に
二
つ
の
喫
素
か
ら
戌
る
に
し
て
も
、
阜
、

れ
ら
は
杵
壽
本
家
が
か
黙
小
忽
む
器
ぶ
ひ
む
与
忌
松
二
一
い
一
ぶ
裟
肌
宗
家
か
．
．
…
…
い
ず
な
一
篇
考
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

、
　
　
、
　
　
、

余
労
働
の
一
部
』
を
表
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
農
産
物
の
場
合
は
こ
れ
と
典
な
る
、
、
農
産
物
は
、
稲
さ
．
へ
る
岬
別
的
価
倣
の
平
均
に
相



当
す
る
価
値
で
売
ら
れ
る
の
麦
く
・
最
劣
等
地
隻
け
る
個
別
的
価
値
一
寒
か
個
別
的
価
値
一
で
一
冗
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
農
産
物
の
総
価

値
は
・
業
部
門
窪
書
て
讐
れ
た
労
働
の
分
量
以
上
の
も
の
を
表
示
す
る
こ
と
隻
つ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
一
資
本
論
一
第
三
巻
で
は
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
如
く
騎
さ
れ
て
い
る
；
差
額
地
代
の
場
倉
一
般
的
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
路
阻
は
い
享
も
生
産
物
全
量
の
総
生
産
価
賃
上
に

位
し
て
い
る
と
云
三
と
で
あ
る
二
－
・
－
資
本
家
碧
生
産
の
仕
方
の
基
礎
の
上
で
一
朋
争
姦
介
と
し
て
自
ら
蕎
徹
す
る
と
こ
ろ
の
市
場
価
値
に

よ
る
決
定
…
…
は
掌
瓢
む
会
際
怖
ぎ
ポ
共
。
一
一
一
ソ
ゲ
ル
ス
版
第
三
巻
の
二
、
二
・
・
頁
一
、
、
一
ル
ク
ス
が
何
故
こ
こ
で

一
客
小
杜
会
的
価
値
一
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
農
産
物
の
場
合
に
は
、
そ
の
市
場
価
値
が
個
別
的
価
値
の
平
均
舌
、
う
吉

大
で
嘗
・
し
か
る
か
ぎ
是
貧
て
、
そ
こ
に
は
土
地
の
橿
と
い
う
蓉
の
橿
と
同
呈
う
な
．
生
産
物
そ
れ
自
体
に
対
象
化
さ
れ
て
妄

濡
壕
含
差
て
い
る
・
か
か
る
仮
象
的
な
虚
偽
の
橿
部
分
は
、
資
本
家
が
生
産
過
程
に
苫
て
直
搭
労
働
者
か
ら
簑
し
た
剰
余
労
働
を

表
示
す
る
と
い
う
意
味
に
貧
て
は
・
黙
樽
侯
い
氏
。
そ
れ
は
、
農
業
資
本
家
が
彼
れ
の
労
働
者
か
ら
直
接
に
搾
坂
し
た
剰
余
労
働
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、

も
の
が
形
成
す
る
と
こ
ろ
の
剰
余
価
値
と
警
に
区
別
さ
れ
ね
ば
奮
ぬ
二
そ
れ
奮
、
そ
れ
は
如
何
な
る
価
値
の
薙
し
を
の
で
あ
る
か
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ル
ク
ス
は
そ
れ
に
答
え
て
い
う
・
一
歎
怠
い
心
緊
宗
宗
黍
土
地
生
産
物
に
対
し
て
過
分
に
支
払
う
と
こ
ろ
の
も
の
が
、
一
す
山
奪
ち
一

杜
会
が
そ
の
滋
時
問
を
土
地
生
産
物
で
竃
す
る
場
倉
ス
ニ
ｈ
一
客
－
宗
ぶ
が
、
除
忌
杜
会
の
一
部
－
土
地
所
有
老
－

に
対
し
て
ハ
ニ
転
実
ぎ
一
一
資
本
一
洲
一
第
三
巻
の
二
、
一
ソ
ゲ
ル
ス
版
二
・
一
頁
一
。
－
・
－
驚
物
竈
偽
の
価
値
を
含
ん
だ
市
場
価
償
で

是
る
こ
と
に
吉
禁
ぶ
ぶ
は
一
消
驚
と
し
て
繁
さ
れ
た
隻
一
で
あ
つ
て
、
つ
書
杜
会
全
体
養
産
物
に
対
し
稀
以
上
の
も
の

妄
払
う
こ
と
に
舌
・
走
述
べ
た
る
が
如
き
鰯
の
地
代
蓉
を
形
成
し
、
こ
れ
を
ぱ
土
地
所
有
老
一
杜
会
の
一
小
部
分
を
占
め
る
、
お
の
一
の

舛
篶
ギ
篶
篶
一
一
汐
紳
烈
鮎
篶
一
一
篶
讐
ボ
ダ

質
的
偉
客
靱
茎
答
よ
一
て
圭
る
。
杜
蒙
一
券
一
婁
昌
に
支
払
う
一
と
は
、
等
価
以
上
の
も
の
を
支
払
う
と
い
う
意
味
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
ぺ
か
ら
土
地
所
有
乏
と
一
て
プ
ラ
ス
と
き
む
も
の
は
、
そ
の
他
の
者
に
と
つ
て
一
イ
ナ
ス
差
る
。
そ
の
結
果
は
、
価
値
の
杜
会
的
分
襲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
（
五
）

　
　
　
差
額
地
代
１
１
不
当
価
値
説
（
白
杉
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
　
（
六
）

　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

　
変
化
さ
〔
せ
ら
〕
れ
る
だ
け
で
、
既
存
の
価
値
総
量
に
は
増
減
が
な
い
。
」

　
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
河
上
も
ま
た
、
超
過
利
潤
一
般
に
お
げ
る
一
方
の
プ
ラ
ス
と
他
方
の
マ
イ
ナ
ス
と
の
相
殺
を
ぎ
わ
め
て
安
場

に
考
え
、
そ
れ
と
の
対
比
に
お
い
て
農
業
超
過
利
潤
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
さ
い
彼
は
、
当
然
の
こ
と
．

な
が
ら
、
一
般
的
超
過
利
潤
の
原
因
と
、
農
業
超
過
利
潤
の
原
因
と
を
区
別
し
て
い
る
。
い
い
か
え
る
と
、
農
業
超
過
利
潤
の
特
殊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帽
旧

性
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
の
、
農
業
部
面
に
お
け
る
限
界
原
理
の
支
配
を
確
認
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
と
に
か
く
、
河
上
も
ま
た
、
農
産
物
の
総
市
場
価
値
の
総
個
別
的
価
値
か
ら
の
乖
離
分
を
も
っ
て
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」

と
な
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
は
通
常
の
解
釈
を
一
歩
も
出
て
は
い
な
い
。
彼
の
解
釈
が
通
常
の
解
釈
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ

う
し
た
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
を
農
業
部
面
に
お
げ
る
差
額
地
代
の
一
部
分
　
　
す
な
わ
ち
限
界
原
理
の
支
配
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る

不
変
資
本
補
償
部
分
の
相
対
的
減
少
に
も
と
っ
く
超
過
利
潤
部
分
　
　
に
限
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ

の
反
面
と
し
て
、
通
常
は
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
と
し
て
一
括
し
て
考
え
ら
れ
る
差
額
地
代
の
な
か
に
も
、
仮
象
的
Ｈ
非
実
体
的

な
も
の
と
し
て
し
ま
え
な
い
部
分
が
あ
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼
は
い
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
「
．
－
…
ひ
と
り
農
茉
部
門
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
生
産
部
門
を
迦
じ
て
、
平
均
以
上
の
優
良
な
条
件
を
共
し
て
い
る
資
本
家
の
手
に
は
、
一
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
超
過
利
潤
（
平
均
利
潤
以
上
の
利
潤
）
が
帰
属
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
閉
魑
と
な
れ
る
優
良
な
条
件
な
る
も
の
が
資
本
か
ら
独
立
し
た
も

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、

　
の
と
し
て
の
土
地
の
諸
事
情
に
茶
づ
い
て
い
る
な
ら
ば
…
…
そ
の
限
り
に
あ
い
て
そ
の
超
過
分
の
利
潤
は
転
形
し
て
地
代
と
な
り
、
土
地
が
個
人
の

　
私
有
に
属
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
か
か
る
土
地
所
有
者
の
所
得
に
帰
す
る
、
、
マ
ル
ク
ス
が
『
労
働
者
の
剰
余
労
働
が
、
剰
余
価
値
が
そ
れ
で
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
ら
を
表
示
ナ
る
と
こ
ろ
の
超
逃
生
産
物
は
、
利
潤
の
形
態
か
ら
地
代
の
形
態
に
砿
形
さ
れ
、
従
っ
て
資
本
家
に
で
な
く
土
地
所
有
者
に
帰
着
す
る
』

　
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
し
く
此
の
部
分
で
あ
る
。
尋
．
〕
い
拠
え
れ
ば
、
差
額
地
代
の
総
額
の
う
ち
、
農
産
物
の
価
格
が
各
等
級
の
土
地
に
お
け
る

生
産
価
格
の
恥
か
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
た
場
合
に
も
、
平
均
甘
上
の
優
等
地
に
は
な
お
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
部
分
は
、
称
余
怖
笛
（
朴
淋
）



　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
（
い

　
の
転
形
し
た
も
の
で
あ
り
、
資
本
家
に
よ
る
労
働
考
の
璃
余
労
働
の
搾
取
に
負
う
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
」

　
し
か
し
河
上
の
見
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ぱ
、
差
額
地
代
に
は
「
資
本
家
に
よ
る
労
働
者
の
剰
余
労
働
の
搾
取
に
負
う
」
部
分
の
ぽ
か

に
、
　
１
資
本
家
に
よ
る
労
働
老
の
労
働
の
搾
取
に
負
う
の
で
は
な
い
」
部
分
、
　
「
マ
ル
ク
ス
が
一
．
優
等
な
耕
地
や
鉱
山
や
の
生
産
物

が
わ
か
｝
外
小
阯
岱
も
売
ら
れ
る
か
ぎ
り
は
不
変
資
本
の
価
値
を
補
償
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
生
産
物
の
一
部
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

は
、
生
産
物
の
各
可
除
部
分
が
よ
り
高
ぎ
市
場
価
値
を
も
っ
に
至
る
場
合
に
は
も
は
や
不
要
と
な
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
超
過
生
産
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

の
形
態
で
現
わ
れ
、
従
っ
て
資
本
家
に
で
な
く
土
地
所
有
者
に
帰
属
す
る
』
と
い
っ
て
い
る
…
部
分
」
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
見
地
か
ら
し
て
彼
は
「
差
額
地
代
の
全
部
を
も
っ
て
、
産
業
資
本
家
が
生
産
過
程
に
お
い
て
直
接
の
生
産
者
た
る
労
働

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

者
の
労
働
を
搾
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
と
こ
ろ
の
剰
余
仙
値
の
転
形
物
だ
」
と
す
る
猪
俣
津
南
雄
や
櫛
田
民
蔵
に
反
対
し

て
い
る
。

　
し
か
し
河
上
は
、
そ
の
後
の
諭
文
（
『
地
代
論
に
閑
す
る
共
同
職
線
党
の
暴
賑
』
一
九
三
一
年
十
一
月
『
改
逃
』
）
に
お
い
て
、
差
額
地
代

の
主
た
る
部
分
を
も
っ
て
、
炎
業
資
本
家
が
そ
の
労
例
老
か
ら
直
接
に
搾
取
す
る
剰
余
仙
値
と
な
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
彼
は
そ
こ

で
も
一
方
で
は
、
差
額
地
代
を
も
っ
て
、
限
界
原
理
の
支
配
に
も
と
つ
く
文
字
と
お
り
の
「
虚
偽
の
祉
会
的
伽
値
」
　
　
購
買
者
が

わ
の
マ
イ
ナ
ス
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
「
虚
偽
の
杜
会
的
」
　
　
と
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
っ
ぎ
の
ご
と
く
解

釈
し
て
い
る
。

　
　
「
農
産
物
の
伽
格
は
恥
か
淋
か
条
件
を
具
え
て
い
る
十
地
に
お
け
る
生
産
仙
格
（
資
本
山
炊
に
乎
均
利
澗
を
加
え
た
も
の
）
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

　
ず
に
、
め
か
か
小
十
地
に
お
け
る
生
産
価
格
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
、
言
う
ま
で
も
な
く
最
劣
等
の
十
地
に
カ
い
て
は
、
同
一
冊
の
農
産
物
を
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
す
る
た
め
に
於
い
少
い
小
生
産
費
を
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
土
地
に
お
け
る
生
産
価
格
が
農
産
物
全
体
の
市
場
価
格
を
規
定
す
る
こ
と
に

　
　
　
差
額
地
代
１
１
不
当
価
値
説
（
白
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
（
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
（
八
）

な
れ
ば
、
最
劣
等
の
土
地
よ
り
も
よ
り
良
き
条
件
を
具
え
て
い
る
土
地
の
利
用
者
は
、
斥
の
生
産
物
を
そ
の
個
別
的
生
産
価
格
以
上
に
売
る
こ
と
に

な
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
平
均
率
以
上
の
利
潤
（
超
過
利
潤
）
を
得
る
。
し
か
し
こ
の
超
過
利
潤
は
土
地
所
有
者
に
よ
っ
て
抜
き
取
ら
れ
る
。
そ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

あ
衡
か
～
で
あ
る
。
－
…
〔
こ
の
よ
う
な
差
額
地
代
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
〕
農
産
物
の
市
場
価
値
の
総
額
は
、
そ
の
個
別
的
価
値
の
総
計
（
各
単
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

の
農
産
物
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
労
働
の
分
量
の
総
計
）
よ
り
も
大
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
は
『
或
る
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
』
（
叫
！
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
生
産
の
た
め
に
費
さ
れ
た
労
働
量
に
相
対
す
る
以
上
の
価
値
）
が
作
り
出
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
価
値
は
『
消
費
老
と

い
心
齢
察
か
か
わ
め
会
が
土
地
生
産
物
に
対
し
て
赴
か
い
あ
か
か
』
価
値
か
ら
成
り
立
つ
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
農
産
物
の
生
産
者
た
る
農
業
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

本
家
と
農
産
物
の
購
買
者
（
消
費
老
）
た
る
杜
会
と
の
問
に
於
け
る
非
等
価
物
の
交
換
に
よ
り
、
農
産
物
の
購
買
者
の
ポ
ヶ
ツ
ト
か
ら
農
業
資
本
家

の
ポ
ヶ
ツ
ト
に
移
る
。
し
か
ら
ば
農
産
物
の
購
買
老
は
如
何
な
る
人
々
か
ら
成
り
立
つ
か
。
土
地
所
有
考
を
問
題
外
に
置
け
ば
、
そ
れ
は
農
業
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

家
以
外
の
資
本
家
と
労
働
者
一
般
と
で
あ
る
。
…
…
し
か
し
労
働
老
の
方
は
、
こ
れ
〔
農
産
物
に
対
す
る
過
分
の
支
払
〕
を
資
本
家
に
転
嫁
す
る
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

係
に
置
か
れ
て
い
る
。
何
故
い
う
に
、
彼
れ
が
彼
れ
の
生
活
資
料
に
向
か
っ
て
支
払
う
価
値
は
、
彼
れ
の
た
め
に
労
働
力
の
価
倣
を
構
成
す
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

あ
り
、
そ
し
て
今
の
場
合
、
吾
々
は
、
資
本
家
は
労
働
者
か
ら
労
働
力
を
そ
の
価
依
通
り
賃
取
る
も
の
と
仮
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
、
か
く
て

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

緕
局
に
あ
い
て
農
産
物
に
対
し
過
分
の
価
償
を
支
払
う
も
の
は
費
本
家
階
級
よ
り
外
に
ユ
。
仏
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
，
一
…
す
な
わ
ち
農
業
以
外
の
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

産
諸
部
門
に
お
け
る
産
業
資
本
家
た
ち
は
、
迩
か
小
怖
榊
（
す
な
わ
ち
農
産
物
に
対
す
る
等
伽
以
上
の
も
の
）
を
農
業
汽
本
家
に
支
払
う
こ
と
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

っ
て
、
さ
も
な
く
ば
ｎ
己
の
領
布
と
な
し
う
べ
か
り
し
価
伐
の
一
部
を
失
う
、
ン
、
れ
に
つ
れ
て
利
澗
の
平
均
率
は
低
下
す
る
。
、
し
か
も
、
か
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
＾

る
平
均
利
澗
率
の
低
下
か
ら
は
、
伽
わ
資
本
塚
も
ま
み
」
影
響
さ
れ
ざ
る
を
え
山
、
へ
い
。
か
く
し
て
地
代
は
究
板
の
と
こ
ろ
、
平
均
利
潤
率
の
低
下
を
媒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

か
－
い
！
い
、
資
本
家
陪
級
↓
伽
の
玖
桐
に
帰
す
る
、
だ
か
ら
－
－
－
炎
業
淋
門
の
み
に
い
限
し
て
観
察
し
た
場
く
。
に
は
、
農
産
物
が
そ
の
生
産
の
た
め

必
要
と
さ
れ
る
労
働
世
以
上
の
市
場
価
仮
を
も
つ
こ
と
は
、
そ
こ
に
一
つ
の
『
虚
偽
な
杜
会
的
価
値
』
を
成
立
せ
し
め
る
も
の
の
如
く
に
見
え
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
今
や
こ
れ
を
め
会
合
伽
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
資
本
宗
階
級
に
帰
属
す
る
剰
余
仙
債
と
土
地
所
有
者
階
級
に
帰
属
す
る
地
代
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

を
含
計
し
た
も
の
が
正
に
社
会
の
剰
余
価
似
の
総
姓
に
一
致
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
局
郁
に
カ
い
て
慌
偽
の
杜
会
的
価
値
と
早
ん
て
い
た
も
の
も



杜
会
全
窪
と
一
て
客
寒
宇
竈
小
害
？
か
く
て
豚
沫
定
竺
と
出
家
陰
葦
ぶ
。
た
だ
そ
れ
が
自
己
蕎
徹
す
る

に
実
り
土
誌
占
の
障
壁
隻
つ
か
一
て
牟
小
ヌ
尖
六
∴
ス
一
柴
二
雲
一
宗
の
こ
と
で
雲
。
一
ル
ク
ス
の
謡
徒
論

　
が
そ
の
価
値
法
則
の
否
認
と
な
る
と
い
う
高
田
氏
ら
の
攻
撃
は
、
か
く
し
て
排
撃
さ
れ
る
。
」

　
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
こ
こ
で
は
、
差
額
地
代
は
　
　
こ
こ
で
の
論
調
か
ら
す
れ
ぼ
恐
ら
く
そ
の
一
部
で
は
な
く
て
全
部
が
　
　
「

虚
偽
の
杜
会
的
価
値
し
で
あ
る
が
、
し
か
し
も
プ
い
か
か
の
は
農
業
部
門
の
み
に
つ
い
て
見
る
場
合
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
杜
会
全

体
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
わ
プ
伽
い
か
か
い
と
い
う
論
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
マ
ル
ク
ス
が
差
額
地
代
を
「
虚
偽
の
杜
会
的

伽
値
一
と
規
定
し
た
の
は
、
農
業
部
門
の
み
に
着
目
し
て
の
こ
と
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
差
額
地
代
は
杜
会
全

体
に
つ
い
て
見
た
場
合
に
も
　
　
い
な
む
し
ろ
杜
会
全
体
に
つ
い
て
見
た
場
合
に
こ
そ
　
　
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
と
現
定
さ
れ

う
る
の
で
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
・
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
は
「
消
費
者
と
し
て
考
察
さ
れ
た
杜
会
が
土
地
生
産
物
に
た
い
し
て
余
り
に

多
く
支
払
う
も
の
」
一
「
土
地
生
産
物
で
の
杜
会
の
労
働
時
間
の
マ
イ
ナ
ヘ
」
と
い
わ
れ
る
の
で
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
も
他
方

マ
ル
ク
ス
が
地
代
を
も
っ
て
杜
会
の
総
剰
余
価
値
の
一
部
分
と
し
て
い
る
こ
と
も
、
ま
た
事
実
で
あ
る
。
杜
会
全
体
と
し
て
見
れ
ぽ

「
虚
偽
の
杜
会
的
仙
値
」
と
い
わ
る
べ
ぎ
部
分
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
差
額
地
代
は
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
と
い
わ
れ
な
げ

れ
ぼ
な
ら
ぬ
実
質
を
も
つ
。
こ
の
矛
盾
は
、
こ
の
規
定
を
農
業
部
門
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
資
本
主
義
祉
会
を
こ

え
た
立
場
か
ら
の
規
定
と
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
う
る
し
、
少
、
、
た
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
事
実
・
河
上
も
ま
た
差
額
地
～
は
そ
の
｝
か
小
榊
か
に
っ
い
て
見
る
か
ぎ
り
、
単
な
る
「
虚
偽
の
杜
会
的
仙
値
」
で
は
な
く
、
盤

業
部
門
に
お
い
て
生
潅
的
基
礎
を
も
つ
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
一
方
に
お
い
て
は
「
禰
々
な
る
土
地
に
お
い
て
生

産
さ
れ
た
農
産
物
全
体
が
最
劣
等
地
に
お
げ
る
生
産
伽
格
を
も
っ
て
（
従
っ
て
農
産
物
全
体
の
舳
値
以
上
に
の
ぼ
る
虚
偽
の
洗
会
的

　
　
　
差
領
地
代
１
１
不
当
価
値
説
（
白
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
．
（
九
）



　
　
　
　
立
命
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経
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学
（
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一
〇
　
　
（
一
〇
）

価
値
を
も
っ
て
）
販
売
さ
れ
る
結
果
、
農
業
資
本
家
の
手
に
は
地
代
に
転
形
さ
る
べ
ぎ
余
分
の
価
値
が
残
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

余
分
の
価
値
は
二
っ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
」
と
し
て
前
説
を
留
保
し
な
が
ら
、
し
か
も
他
方
に
お
い
て
は
「
最
優
等
地
を
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
て
い
る
農
業
資
本
家
は
、
一
般
の
産
業
資
本
家
に
比
す
れ
ぱ
、
逢
か
に
大
な
る
程
度
に
お
い
て
彼
れ
の
労
働
者
か
ら
剰
余
労
働
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

搾
取
し
う
る
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
彼
れ
の
手
に
よ
っ
て
地
代
に
転
形
さ
れ
る
剰
余
価
値
の
主
な
る
部
分
（
そ

　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
一

の
全
部
で
は
な
い
）
を
形
成
す
ヶ
］
と
し
て
、
力
点
を
農
業
部
門
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る
剰
余
伽
値
の
方
に
移
し
て
い
る
。
こ
の
解

釈
は
次
ぎ
の
説
明
に
お
い
て
一
層
明
快
で
あ
る
。

　
「
差
額
地
代
に
相
当
す
る
余
分
の
剰
余
価
値
が
農
業
部
門
に
生
じ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
農
芙
資
本
家
が
彼
れ
の
労
働
者
を
よ
り
多
く
搾
坂
す
る

こ
と
が
恥
酎
ピ
か
、
心
い
引
小
心
｛
か
い
、
そ
の
原
囚
は
、
農
産
物
が
『
あ
る
虚
偽
の
杜
会
的
仰
他
』
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
、
現
実
の
価
値
以
上
に

売
ら
れ
る
こ
と
に
存
す
る
二
だ
が
、
・
そ
れ
と
同
時
に
、
差
額
地
代
に
桐
当
す
る
だ
け
の
余
分
の
剰
余
価
仲
は
（
こ
れ
を
そ
の
主
な
る
部
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

見
れ
ば
）
、
農
業
資
本
宗
が
彼
れ
の
労
働
者
を
よ
り
多
く
搾
取
す
る
と
い
う
形
態
の
も
と
に
、
彼
の
手
に
収
得
さ
れ
る
Ｃ
　
剰
余
労
働
に
対
す
る
搾
取

の
か
か
る
珊
加
は
、
こ
の
場
合
、
労
働
時
問
の
延
長
ま
た
は
労
働
の
強
度
の
篶
遊
に
よ
っ
て
行
た
わ
れ
る
の
で
は
山
、
へ
い
ニ
ン
、
れ
は
た
だ
、
農
産
物
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

そ
の
理
ナ
の
価
値
以
上
に
売
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
生
じ
る
必
衷
労
働
時
門
の
航
縮
に
ト
九
っ
て
、
柵
対
的
剰
余
価
侑
が
蛸
大
す
る
た
め
に
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

じ
る
の
で
あ
る
一
農
咋
物
に
対
し
て
は
『
杜
会
が
過
分
に
支
払
う
』
が
た
め
に
、
ス
、
の
こ
と
が
原
Ｎ
に
Ｊ
、
仏
っ
て
、
二
刀
に
お
い
て
は
、
産
業
資
本
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

一
般
に
対
し
て
恥
か
朴
淋
恥
小
沁
小
と
い
う
こ
と
が
起
る
二
こ
の
こ
と
は
剰
余
仙
似
卒
の
低
下
を
、
芯
味
す
る
の
で
あ
り
、
労
働
未
に
対
す
る
搾
取
租

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

め
小
伽
下
（
労
働
力
の
価
仮
の
騰
仰
一
に
伴
う
剰
余
労
樽
崎
閉
の
〃
縮
）
を
忘
味
す
る
の
で
あ
る
二
と
こ
ろ
が
そ
れ
と
同
時
に
他
方
に
お
い
て
は
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

い
い
小
小
わ
小
い
、
農
業
資
本
宗
の
災
茱
労
働
考
に
対
す
ろ
枠
取
恥
吃
の
州
大
、
そ
の
剰
余
伽
仙
卒
の
川
大
と
い
う
こ
と
が
起
り
、
ン
、
れ
に
欠
っ
て

災
茉
資
木
宗
の
手
に
恥
か
小
ｈ
小
朴
仙
が
代
る
こ
と
に
Ｊ
、
仏
る
　
…
…
か
く
て
一
方
に
は
、
斧
祁
の
咋
茱
諦
淋
門
に
わ
た
っ
て
資
本
宗
の
労
働
者
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

す
る
搾
束
れ
皮
の
低
下
（
平
均
利
洲
率
の
低
落
）
を
以
介
と
し
て
の
マ
イ
ナ
ス
が
行
少
、
へ
わ
れ
、
他
方
イ
、
は
亥
た
…
か
か
る
マ
イ
ナ
ス
に
照
応
ふ
う
る



竃

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ

と
こ
ろ
の
プ
ラ
ス
が
農
業
部
門
に
生
じ
、
そ
れ
が
土
地
所
有
者
に
帰
属
す
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

「
私
の
見
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
向
坂
氏
は
、
農
産
物
が
そ
の
現
実
の
価
値
以
上
に
売
ら
れ
る
こ
と
に
の
み
、
そ
の
全
注
意
を
奪
わ
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
氏
は
、
差
額
地
代
を
も
っ
て
『
農
業
資
本
家
が
直
接
に
農
業
部
門
内
で
搾
坂
し
た
も
の
で
は
な
い
』
と
・
王
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
他
方
に
お
い

　
、
　
　
、
　
　
、

て
櫛
田
氏
は
、
地
代
が
農
業
部
門
に
お
け
る
剰
余
価
値
と
し
て
の
形
態
を
取
る
こ
と
に
力
点
を
輝
か
れ
、
か
か
る
剰
余
価
値
が
農
業
部
門
に
お
い
て

生
じ
う
る
の
は
、
農
産
物
が
そ
の
現
実
の
価
値
以
上
に
売
ら
れ
る
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
（
す
な
わ
ち
農
産
砺
が
虎
偽
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

杜
会
的
価
値
を
も
つ
た
め
だ
と
い
う
こ
と
を
）
明
確
に
承
認
し
よ
う
と
さ
れ
な
い
。
」

　
こ
こ
で
差
額
地
代
に
相
当
す
る
余
分
の
剰
余
伽
値
が
農
業
部
門
に
生
じ
る
こ
と
と
な
る
原
因
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
事
情

す
な
わ
ち
農
産
物
が
「
あ
る
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
を
も
っ
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
の
仙
値
以
上
に
売
ら
れ
る
と
い
う
事
情
　
　
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

詳
し
く
分
析
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
事
情
を
詳
し
く
分
析
し
て
み
れ
ぱ
、
資
本
主
義
杜
会
を
こ
え
た
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

か
ら
し
て
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
と
規
定
さ
れ
う
る
農
産
物
の
剰
余
価
値
部
分
が
、
資
本
主
義
杜
会
（
全
体
）
の
立
場
か
ら
は
け

、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

っ
し
て
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
な
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
え
た
で
あ
ろ
う
。
資
本
主
義
杜
会
の
正
常
な
再
生

産
過
程
を
前
提
す
る
か
ぎ
り
、
農
産
物
が
現
実
の
価
値
以
上
に
売
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
合
理
的
な
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
杜
会

を
こ
え
た
立
場
か
ら
見
れ
ぱ
、
そ
れ
は
不
合
理
な
こ
と
で
あ
り
、
虚
偽
を
は
ら
む
と
反
省
さ
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
が
ら
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
。
し
か
し
資
本
主
義
杜
会
は
こ
う
し
た
反
省
の
此
岸
に
た
っ
て
い
る
。
工
業
部
面
に
お
い
て
も
、
個
別
的
に
は
よ
り
小
さ
な
価
値

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

が
杜
会
的
に
は
よ
り
大
き
な
伽
値
と
評
仙
さ
れ
、
ま
た
反
対
に
個
別
的
に
は
よ
り
大
き
な
伽
値
が
杜
会
的
に
は
よ
り
小
さ
な
伽
値
と

詳
仙
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
お
こ
っ
て
く
る
ブ
ラ
ス
な
い
し
マ
イ
ナ
ス
は
、
工
業
部
面
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
マ
イ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ス
な
い
し
プ
ラ
ス
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
、
か
く
し
て
杜
会
的
に
は
平
均
的
な
伽
値
法
則
が
自
己
を
貫
徹
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
白
¢
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
（
一
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
（
二
一
）

か
し
、
そ
う
し
た
相
殺
は
偶
然
的
で
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
げ
だ
し
資
本
主
義
杜
会
で
は
、
工
業
部
面
に
お
い
て
も
厳
密
な
総
和
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

均
は
理
念
的
に
し
か
お
こ
な
わ
れ
ず
、
現
実
的
に
は
長
期
の
場
合
で
さ
え
厳
密
な
平
均
原
理
は
大
量
的
平
均
原
理
に
自
己
を
疎
外
す

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
密
な
平
均
原
理
の
自
己
疎
外
の
あ
る
か
ぎ
り
、
工
業
部
面
に
お
い
て
も
個
別
的
価
値
と
杜
会
的
価

値
と
の
乖
離
は
不
可
避
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
両
価
値
の
乖
離
に
も
と
づ
く
特
別
剰
余
価
値
は
、
資
本
主
義
杜
会
を
こ
え
た
立
場
か

ら
見
れ
ば
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
と
い
わ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
農
業
生
産
物
の
場
合
と
ち
が
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

資
本
主
義
杜
会
の
立
場
か
ら
見
れ
ぱ
、
価
値
が
杜
会
的
欲
望
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
事
実
に
も
と
づ
く
も
の
と
し
て
、
大
量

的
平
均
原
理
の
支
配
に
も
と
づ
く
特
別
剰
余
価
値
の
発
生
は
、
必
然
性
と
合
理
性
を
も
ち
、
特
別
剰
余
価
値
は
「
虚
偽
の
杜
会
的
価

値
」
と
い
わ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
同
じ
こ
と
は
農
業
部
面
の
特
別
剰
余
価
値
に
つ
い
て
も
い
え
る
の
で
な
げ
れ
ば
な

ら
ぬ
。
農
業
部
面
に
お
い
て
は
、
最
劣
等
地
の
生
産
量
が
大
最
的
地
位
を
占
め
る
こ
と
が
な
く
て
も
、
限
界
個
別
的
価
値
が
市
場
価

値
を
決
定
し
、
そ
れ
以
上
の
優
等
地
の
生
産
物
は
こ
の
市
場
価
値
と
そ
れ
自
身
の
個
別
的
価
値
と
の
差
額
と
し
て
特
別
剰
余
価
値
を

も
た
ら
す
ｃ
げ
だ
し
農
業
部
面
に
お
い
て
は
、
生
産
諸
条
件
が
自
然
力
を
基
礎
と
し
て
固
定
的
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
与
え
ら
れ
た

杜
会
的
欲
望
を
充
足
す
る
た
め
に
は
、
限
界
必
要
労
働
時
問
が
む
し
ろ
杜
会
的
平
均
的
に
必
要
な
労
働
時
問
と
見
な
さ
れ
る
　
　
す

な
わ
ち
平
均
原
理
が
限
界
原
理
に
疎
外
す
る
　
　
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
厳
密
な
平
均
原
規
が
工
業
部
面
に
お
げ
る
ご
と
く
大
量
的

平
均
原
理
に
で
は
な
く
、
限
界
原
規
に
疎
外
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
特
別
剰
余
仙
値
の
仙
値
性
格
が
区
別
さ
れ

な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
班
由
は
な
い
。
両
方
と
も
仙
値
実
体
性
を
も
っ
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
両
者
が
Ｋ
別
さ
れ
る
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ

は
た
だ
、
農
業
部
面
に
お
げ
る
特
別
剰
余
伽
値
が
　
　
そ
れ
を
視
定
す
る
向
然
的
生
産
諸
条
件
の
固
定
仕
に
も
と
っ
い
て
　
　
固
定

す
る
慨
向
を
も
っ
の
に
対
し
て
、
工
業
部
面
に
お
い
て
は
そ
れ
が
　
　
そ
れ
を
規
定
す
る
生
産
諸
条
件
の
可
動
仕
に
も
と
っ
い
て
－



１
一
時
的
で
あ
り
、
長
期
的
に
は
（
相
殺
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
）
消
減
し
て
し
ま
う
と
い
う
点
で
あ
る
。
　
（
た
だ
し
独
占
段
階
に

入
る
と
、
工
業
部
面
に
お
い
て
も
そ
う
で
な
く
な
る
）
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
工
業
部
面
に
お
い
て
も
、
農
業
部
面
に
お
い
て
も
、

「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
と
規
定
さ
れ
う
る
特
別
剰
余
価
値
（
超
過
利
潤
）
は
、
げ
っ
し
て
価
値
的
実
体
の
な
い
も
の
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

資
本
制
商
品
生
産
に
特
有
の
杜
会
的
価
値
評
価
の
機
構
を
前
提
し
て
、
優
秀
な
生
産
諸
条
件
の
も
と
に
働
く
労
働
が
現
実
に
生
産
す

か
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
へ
い
河
上
が
強
調
し
て
い
る
農
業
部
門
に
お
げ
る
差
額
地
代
的
特
別
剰
余
価
値
の
原
因

は
、
こ
こ
ま
で
掘
り
さ
げ
ら
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ぱ
、
差
額
地
代
を
め
ぐ
る
虚
偽
説
と
実
体
説
と
を
止
揚
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
河
上
が
両
説
を
止
揚
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
正
当
で
あ
る
。
し
か
し
間
題
の
原
因
を
分
析
す
る
こ
と
が

な
か
っ
た
た
め
に
、
所
説
は
結
局
両
説
の
い
わ
ぱ
折
衷
に
終
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
河
上
が
両
説
を
真
に
止
揚
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
か
っ
た
の
は
、
　
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
を
資
本
制
生
産
の
立
場
か
ら
の
規
定
と

解
す
る
通
説
的
燃
釈
を
脱
却
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
農
業
部
面
に
お
い
て
も
、
工
業
部
面
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

お
げ
る
と
同
じ
く
、
特
別
剰
余
価
値
（
超
過
利
潤
）
は
優
秀
な
生
産
諸
条
件
の
も
と
に
働
く
労
働
に
よ
っ
て
現
実
に
生
産
さ
れ
て
い

か
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
と
よ
ぱ
れ
る
の
は
、
資
本
制
生
産
を
こ
え
た
　
　
、
い
い
か
え
る
と
こ
れ
を

批
判
す
る
　
　
立
場
か
ら
見
て
の
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
反
省
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
到

し
て
の
差
額
地
代
は
た
し
か
に
「
土
地
生
産
物
を
支
配
す
る
市
場
伽
値
の
法
則
］
か
ら
発
生
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
が

そ
う
坪
は
れ
る
の
は
、
こ
の
法
則
自
体
　
　
し
た
が
っ
て
資
本
制
生
産
様
式
そ
の
も
の
　
　
か
ら
見
て
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
「
消

費
者
と
し
て
考
察
さ
れ
た
杜
会
」
が
土
地
生
産
物
に
た
い
し
て
「
余
り
に
多
く
支
払
一
、
」
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
　
「
余
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隼

に
多
く
支
払
う
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
土
地
生
産
物
が
「
現
実
的
生
産
価
格
」
も
し
く
は
「
現
実
的
平
均
価
格
」
で
売
ら
れ
る
場
合

　
　
　
差
額
地
代
１
１
不
当
価
値
説
（
白
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
（
二
二
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
．
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
（
一
四
）

に
く
ら
ぺ
て
の
こ
と
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
資
本
制
生
産
様
式
の
基
礎
上
で
は
、
生
産
物
が
「
現
実
的
生
産
価
格
」
も
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

く
は
「
現
実
的
平
均
価
格
」
で
売
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
げ
だ
し
「
個
々
人
間
の
商
品
交
換
に
立
脚
す
る
生

鮒

産
」
を
最
高
度
に
発
展
さ
せ
た
資
本
制
生
産
様
式
の
基
礎
上
で
は
、
　
「
現
実
的
生
産
価
格
」
や
「
現
実
的
平
均
価
格
」
が
か
か
わ
り

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

を
も
っ
厳
密
に
平
均
的
な
価
値
法
則
な
る
も
の
は
、
た
だ
理
念
的
に
し
か
存
在
し
え
な
い
か
ら
で
い
る
。
い
い
か
え
る
と
、
杜
会
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒

生
産
物
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
「
現
実
的
労
働
時
問
」
を
意
識
的
か
っ
計
画
的
に
平
均
し
て
、
そ
の
価
値
な
い
し
価
格
を
算
定
す
る
の

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
算
定
は
「
資
本
制
杜
会
形
態
が
止
揚
さ
れ
て
、
杜
会
が
意
識
的
か
っ
計
画
的
な
組
合
と
し
て
組

　
　
　
¢

織
さ
れ
る
」
に
い
た
っ
て
初
め
て
現
実
に
お
こ
な
わ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
い
い
か
え
る
と
、
厳
密
な
平
均
原
理
が
現
実
性
を
も
っ

の
は
、
私
的
な
資
本
制
生
産
が
止
揚
さ
れ
た
杜
会
に
お
い
て
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
杜
会
が
実
現
さ
れ
た
と
ぎ
に
初
め

て
「
消
費
者
と
し
て
考
察
さ
れ
た
杜
会
」
は
土
地
生
産
物
に
た
い
し
て
　
　
い
な
生
産
物
一
般
に
た
い
し
て
　
　
「
余
り
に
多
く
支

払
う
」
こ
と
を
止
め
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
意
味
あ
い
か
ら
し
て
「
虚
偽
の
杜
会
的
仙
値
」
と
い
う
の
は
、
土
地
生
産
物

を
め
ぐ
る
資
本
主
義
杜
会
の
価
値
規
定
を
、
資
本
主
義
杜
会
そ
の
も
の
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
て
、
資
本
主
義
杜
会
を
こ
え
た
立
場

か
ら
見
た
場
合
の
規
定
な
の
で
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
♂
こ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
杜
会
的
価
値
と
し
て
実
体

的
な
も
の
が
「
虚
偽
の
杜
会
的
仙
値
」
と
よ
ぼ
れ
る
沫
音
心
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
深
恵
に
徹
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
か
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
地
代
論
争
は
混
迷
に
終
始
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
河
上
も
ま
た
、
両
脱
を
止
傷
し
よ
う
と
し
て
、
実
は
折

衷
す
る
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
・
■

　
…
　
河
上
唯
『
地
代
人
舳
に
閑
す
ろ
諾
氏
の
繍
争
』
　
『
巾
人
公
淋
』
　
一
九
二
一
年
九
月
、
三
、
一
一
　
一
二
一
頁
一

　
側
　
同
三
二
頁
、



倒
　
竃
彗
〆
弓
箒
◎
ユ
９
一
墨
・
戸
弓
－
・
Ｈ
Ｈ
一
Ｃ
Ｏ
・
Ｈ
８
ー
べ
・
マ
ル
・
エ
ソ
・
全
集
第
十
巻
二
二
二
－
四
頁
。

↑
り
　
マ
ル
ク
ス
は
別
の
個
所
に
い
っ
て
い
る
。
　
「
地
代
は
土
地
生
産
物
の
価
格
か
ら
支
払
わ
れ
る
…
…
と
い
う
簡
単
な
知
覚
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な

　
よ
う
に
、
普
通
の
生
産
価
格
を
超
え
る
こ
の
価
格
の
超
過
分
－
つ
ま
り
農
耕
生
産
物
の
相
対
的
高
価
－
－
を
、
他
の
産
業
部
門
の
生
産
性
を
こ

　
え
る
農
業
の
自
然
発
生
的
生
産
性
の
超
過
分
か
ら
説
明
す
る
の
は
、
馬
鹿
馬
鹿
し
い
こ
と
で
あ
る
。
け
だ
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
労
働
が
よ
り
生

　
産
的
で
あ
れ
ぼ
あ
る
ほ
ど
、
同
一
量
の
労
働
っ
ま
り
同
一
価
値
を
表
示
す
る
使
用
価
値
の
分
量
が
ま
す
ま
す
大
き
い
が
ゆ
え
に
、
労
働
の
生
産
物

　
の
各
可
除
部
分
は
ま
す
ま
す
低
廉
な
わ
げ
だ
か
ら
で
あ
る
。
」
（
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
四
十
七
章
、
イ
ソ
ス
テ
ィ
テ
ユ
ー
ト
版
八
三
二
－
三
頁
。
）

　
　
「
…
－
剰
余
価
値
は
超
過
生
産
物
に
お
い
て
自
ら
を
表
示
す
る
と
は
い
え
、
そ
の
逆
に
、
生
産
物
の
分
量
の
単
な
る
増
加
と
い
う
意
味
で
の
超

　
過
生
産
物
が
剰
余
価
値
を
表
示
す
る
わ
げ
で
は
な
い
。
そ
れ
は
価
値
の
マ
イ
ナ
ス
を
表
示
し
う
る
。
…
…
地
代
は
一
連
の
凶
作
の
結
果
と
し
て
非

　
常
に
増
大
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
け
だ
し
穀
物
の
価
格
が
騰
貴
す
る
か
ら
で
あ
る
－
と
い
っ
て
も
、
こ
の
超
過
価
値
は

　
騰
貴
し
た
小
麦
の
絶
対
的
に
減
少
し
た
分
量
で
自
ら
を
表
示
す
る
の
で
は
あ
る
が
。
逆
に
、
一
連
の
豊
年
の
結
果
と
し
て
地
代
は
減
少
す
る
こ
と

　
が
あ
り
う
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
け
だ
し
価
格
が
下
落
す
る
か
ら
で
あ
る
－
と
い
っ
て
も
、
そ
の
減
少
し
た
地
代
は
安
く
な
っ
た
小
麦
の
よ

　
り
大
き
な
分
量
で
自
ら
を
表
示
す
る
の
で
は
あ
る
が
。
」
（
同
八
三
八
頁
。
）

働
　
向
坂
逸
郎
『
地
代
論
研
究
』
一
九
四
八
年
版
一
四
〇
ｉ
四
五
頁
参
照
。

ゆ
　
河
上
『
地
代
論
に
関
す
る
諾
氏
の
論
争
』
上
掲
三
二
頁
。

ｃ
つ
　
こ
の
解
釈
は
林
要
氏
（
『
論
壇
時
評
』
『
中
央
公
論
』
一
九
三
一
年
十
月
、
八
二
頁
）
の
批
判
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
た
こ
と
は
（
河
上
肇
『
地
代

　
論
に
関
す
る
共
同
戦
線
党
の
暴
露
』
『
改
造
』
一
九
三
一
年
十
一
月
、
五
一
－
二
頁
）
、
後
に
見
る
ご
と
く
で
あ
る
。

倒
　
河
上
『
地
代
諭
に
関
す
る
請
氏
の
諭
争
』
上
掲
三
五
－
七
頁
。

側
　
す
で
に
早
く
高
旧
保
馬
博
士
（
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
論
評
』
一
九
三
－
四
頁
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
河
上
は
『
経
済
学
大
綱
』

　
（
三
五
七
、
三
五
八
頁
）
、
お
よ
び
『
資
本
論
入
門
』
　
（
笏
三
分
冊
二
六
二
頁
）
に
お
い
て
は
、
平
均
説
に
立
っ
て
い
た
。

ゆ
　
〈
革
稿
で
は
、
っ
づ
け
て
「
そ
し
て
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
」
と
記
し
て
途
切
れ
た
ま
ま
、
余
白
を
残
し
て
次
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
移
っ
て
い
る
。

　
お
そ
ら
く
、
何
ら
か
の
讐
．
〕
葉
を
補
足
す
る
予
定
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
〉

¢
◎
　
河
上
は
別
の
諭
文
で
は
「
虚
鵬
の
杜
会
的
価
他
」
を
も
っ
て
「
そ
の
生
陸
の
た
め
に
投
さ
れ
た
労
働
量
に
桐
当
す
る
以
上
の
価
値
」
と
な
し
て

　
い
る
（
『
地
代
論
に
閑
す
る
共
同
蛾
線
党
の
暴
蝶
』
前
掲
五
一
頁
）
。
ま
た
「
農
産
物
…
…
全
体
の
価
他
以
上
の
も
の
を
含
む
『
虚
偽
の
杜
会
的
価

差
額
地
代
１
１
不
当
価
値
説
（
白
杉
）

一
五
　
　
（
一
五
）

■



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
　
（
ニ
ハ
）

　
値
』
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
も
見
ら
れ
る
（
同
五
四
、
五
五
頁
）
。

○
　
河
上
『
地
代
論
に
関
す
る
諸
氏
の
論
争
』
上
掲
三
八
頁
。

吻
　
同
三
八
－
九
頁
。

胸
同
四
二
頁
。

¢
¢
河
上
は
猪
俣
に
た
い
し
て
い
一
て
い
る
。
「
猪
俣
氏
の
方
は
一
一
ル
ク
ス
の
一
震
の
社
会
鴉
値
一
の
一
一
社
会
的
一
に
特
別
の
意
簑

附
し
・
そ
れ
は
一
宗
い
虚
偽
の
組
一
て
は
な
い
か
、
一
尖
む
讐
の
虚
偽
の
価
値
一
て
あ
る
と
さ
れ
る
、
　
一
し
か
し
一
一
ル
ク
ス

む
私
価
値
と
い
一
て
い
る
の
は
、
肺
款
価
値
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
の
杜
会
的
価
値
で
あ
る
。
糞
以
外
の
部
門
に
お
い
て
は
個
別
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

価
値
の
平
均
が
社
会
的
価
値
と
な
る
が
、
簑
部
門
に
お
い
て
は
個
別
的
仙
値
の
平
貴
上
の
も
の
が
市
場
価
値
す
な
わ
ち
杜
会
的
橿
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

か
ら
・
こ
れ
を
寵
の
杜
会
的
価
値
と
い
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
杜
会
的
に
虚
偽
な
価
値
－
一
し
い
う
意
味
で
は
勿
論
な
い
。
か
く
の
如
く
虚
偽

　
の
社
会
的
価
仇
の
意
味
が
分
か
ら
ぬ
が
ゆ
え
に
、
猪
俣
氏
に
あ
つ
て
は
『
差
額
地
代
を
形
成
す
る
価
値
は
、
ま
さ
工
く
農
業
部
門
に
お
け
る
杜
会

磐
働
に
よ
っ
て
っ
く
ら
れ
る
一
と
い
う
こ
と
に
な
一
て
い
る
が
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
し
く
浅
で
あ
る
。
芒
そ
れ
が
糞
部
門
内
に
お
い
て
既

に
作
ら
れ
て
い
る
の
き
・
等
価
と
等
価
と
の
交
換
を
芒
て
も
、
そ
こ
に
は
必
ず
差
斑
代
に
柵
当
す
る
だ
け
の
剰
余
柵
表
る
で
あ
ろ
う
。

農
産
物
に
対
し
て
杜
会
が
一
余
分
に
一
支
払
う
必
要
迂
く
、
そ
れ
で
は
一
方
の
フ
ラ
ス
が
他
方
３
、
イ
ナ
ス
に
な
る
の
で
存
で
差
い
。
」

　
（
河
上
『
地
代
諭
に
関
す
る
諸
氏
の
論
争
』
上
掲
四
一
頁
ｃ
）

陶
河
上
は
僧
に
た
い
し
て
い
一
て
い
る
。
「
櫛
罠
は
、
一
ル
ク
ス
の
一
虚
偽
の
社
会
的
探
』
一
、
一
｝
の
』
を
冠
し
て
、
こ
れ
を
毒
に

　
は
虚
偽
な
も
の
で
な
い
と
さ
れ
る
・
」
し
か
し
、
　
こ
れ
は
「
一
極
の
コ
ジ
ツ
ヶ
と
い
う
の
外
な
い
。
二
種
の
虚
偽
の
杜
会
的
伽
値
』
と
読
ん
で

　
け
た
と
こ
ろ
で
・
そ
れ
は
依
然
と
し
て
『
一
稲
の
め
伽
小
社
会
的
価
他
』
で
あ
る
、
一
こ
れ
を
虚
偽
な
ら
ざ
る
も
の
と
す
る
の
が
肢
総
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ｌ
Ｊ

そ
の
さ
二
浮
氏
は
・
一
箒
地
隻
伐
立
せ
し
め
ろ
に
予
る
と
一
一
ろ
の
叢
物
の
市
場
柵
が
窺
の
什
会
鵬
仙
言
去
、
ざ
る
こ
と
を
競

　
す
る
た
め
一
」
は
、
わ
小
小
い
－
い
、
も
小
か
小
小
い
小
が
伽
仙
で
あ
る
こ
と
を
柵
閉
す
れ
ぼ
足
一
仙
と
さ
れ
て
い
ろ
よ
、
に
几
え
る
。
」
し
か
し
「
櫛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

ｎ
云
・
崇
一
物
に
対
し
伽
に
以
上
の
｝
俗
を
支
払
う
．
茉
と
な
る
も
の
は
『
沽
伐
ヤ
・
、
し
一
．
穴
、
、
一
乃
所
一
け
』
だ
，
三
、
、
れ
一
．
い
、
一
、
二
丁
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ー

が
二
い
ニ
ニ
４
一
ピ
批
え
一
・
■
尖
と
し
て
の
杜
タ
士
、
山
寸
ろ
鳩
一
・
、
一
た
す
こ
と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
叶
。
渋
の
二
篶
　
　
フ

な
ら
ざ
る
こ
と
を
砧
し
よ
う
と
さ
、
刊
て
い
る
の
は
、
驚
で
あ
る
、
対
伽
と
し
て
支
払
わ
れ
る
も
の
斥
れ
で
、
ぢ
労
働
の
宗
物
で
芝
か

　
ら
と
い
っ
て
・
そ
の
柵
手
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
淋
で
あ
り
篇
の
麦
物
で
あ
る
と
は
眠
ら
な
い
、
土
地
は
一
定
の
終
を
つ
が
ゆ
え
に
、



そ
の
購
買
者
は
彼
れ
の
恥
を
も
一
て
一
価
値
を
一
て
、
す
な
わ
ち
諒
の
生
産
物
を
一
て
一
か
か
る
纏
を
支
払
う
げ
れ
ど
も
、
そ
の
こ

　
と
は
土
地
が
価
値
で
あ
り
労
働
の
生
産
物
で
あ
る
と
い
う
証
明
に
は
な
ら
ぬ
。
」
（
同
四
〇
－
四
一
頁
、
）

蝸
　
河
上
『
地
代
論
げ
」
関
す
る
共
同
戟
線
完
の
暴
露
』
上
掲
五
〇
．
．
五
三
頁
、

貯
　
　
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
三
十
九
章
、
イ
ソ
ス
テ
イ
テ
ユ
ー
ト
版
七
一
二
頁
、

胸
「
栗
に
よ
る
剰
余
価
値
ま
た
は
剰
余
生
産
物
の
毒
と
分
匡
、
土
地
所
有
に
よ
一
て
制
限
さ
れ
て
い
る
、
縫
集
家
劣
働
老
か
ら
剰

　
余
労
働
を
１
１
－
し
た
が
っ
て
ま
た
利
潤
の
形
態
で
弼
余
価
値
お
よ
び
剰
余
生
、
庄
物
を
！
－
－
汲
み
だ
す
の
と
同
様
に
、
土
地
所
有
老
は
ふ
た
た
び
資

　
本
家
か
ら
地
代
の
形
態
で
－
…
こ
の
剰
余
価
値
ま
た
は
剰
余
生
産
物
の
一
部
分
を
汲
み
だ
す
Ｃ
・
…
：
か
く
し
て
資
本
利
潤
（
企
業
老
利
得
ブ
ラ
ス

　
利
子
）
と
地
代
と
は
、
剰
余
価
他
の
特
殊
的
な
二
成
分
、
剰
余
価
他
が
資
木
に
帰
属
す
る
か
土
地
所
有
に
帰
属
す
る
か
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
二

　
っ
の
範
鴫
・
二
っ
の
以
〔
－
－
－
と
い
っ
て
も
そ
の
木
賃
に
お
い
て
は
何
ら
の
刷
述
も
た
い
　
　
以
外
の
何
も
の
て
も
な
い
。
こ
の
二
っ
を
合
計
す

　
れ
ば
、
社
八
ム
的
剰
余
仙
仙
の
総
和
を
な
す
。
資
本
は
剰
く
パ
労
働
－
－
１
剰
余
価
他
お
よ
び
剰
余
生
脈
物
に
お
い
て
ｎ
ら
を
表
示
す
る
剰
余
労
働

　
を
れ
挟
に
労
働
六
か
ら
汲
み
だ
す
。
　
か
く
し
て
、
　
こ
の
水
味
で
は
、
汽
木
は
剰
《
仙
仙
の
生
水
右
と
兄
な
さ
れ
う
ろ
、
土
地
所
布
は
以
実
的
生

　
脈
辿
秋
と
は
閑
係
が
た
い
。
上
地
所
布
の
役
州
は
、
へ
、
脈
さ
れ
た
剰
ノ
バ
舳
仙
の
一
舳
分
を
資
本
の
ホ
ケ
ツ
ト
か
ら
、
Ｈ
分
〔
身
の
ポ
ケ
ツ
ト
に
移
す

　
と
い
う
こ
と
に
映
ら
れ
る
。
」
（
『
資
木
淋
』
節
三
巻
第
四
十
八
車
、
イ
ソ
ス
テ
ィ
テ
ユ
ー
ト
版
八
七
四
頁
。
）

四
　
河
上
『
地
代
諭
に
閑
す
る
共
同
軟
級
党
の
妹
晦
』
上
掲
五
五
頁
。

的
同
五
八
頁
。

的
　
同
五
九
１
－
六
〇
頁

鉤
ｎ
六
〇
頁
し

鯛
マ
ル
ク
ス
も
い
一
て
い
る
∴
．
、
パ
洲
け
、
も
し
そ
れ
が
ｒ
仰
｝
も
の
一
－
、
あ
り
、
流
一
杓
秤
に
お
け
ろ
似
外
的
な
川
米
小
に
よ
一
下

　
み
た
さ
れ
ろ
の
て
な
い
な
ら
ば
、
　
つ
ね
に
二
つ
の
い
箏
の
分
批
の
資
太
－
と
労
胸
と
の
～
、
小
物
”
の
入
榊
と
し
て
小
、
｛
レ
ご
れ
吋
わ
の
で
、
め
っ
て
、
こ
の

　
伍
パ
利
洲
は
、
二
っ
の
い
サ
の
分
∴
の
一
ゾ
プ
、
し
し
労
例
と
が
い
作
の
｛
仙
、
｛
、
不
一
、
、
∴
沽
｝
な
・
、
っ
一
、
、
刈
プ
一
レ
、
∴
｛
１
∴
れ
，
＾
以
く
。
に
け
、
地
代
に
松
形
す

　
ろ
」
（
一
、
次
木
・
．
舳
』
篶
．
、
一
　
　
、
一
十
九
小
、
イ
ソ
ス
テ
ィ
テ
ユ
ー
ト
版
六
九
九
皿
）

納
　
ｎ
七
一
一
頁
、
、

陶
　
同
七
二
；
皿
。

　
　
　
差
額
地
代
１
１
不
当
価
値
説
（
巾
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
（
一
七
）



的輔的酌的３

立
命
鮒
維
済
学
（
第
十
一
巻
・
策
一
・
二
合
併
号
）

一
八
　
（
一
八
）

　
同
七
一
一
頁
。

　
同
七
一
二
頁
。

　
同
頁
。

　
司
レ
」
一
　
」
　
一
、
、
〕

　
－
‘
　
　
　
一
　
一
　
て
ム

　
マ
ル
ク
ス
は
い
っ
て
い
る
。
　
「
・
：
…
未
排
地
へ
の
庚
木
の
無
地
代
的
投
下
に
た
い
し
て
土
地
所
有
が
加
え
る
捌
限
の
結
果
と
し
て
穀
物
、
か
生
産

伽
俗
以
上
ど
こ
ろ
か
仙
帷
以
上
に
も
売
ら
れ
る
場
く
〕
に
は
、
地
代
が
独
占
価
格
を
創
迭
す
る
で
あ
ろ
う
。
若
干
数
の
人
々
を
し
て
杜
会
の
剰
余

労
働
の
一
郁
分
を
頁
納
と
し
て
取
得
す
る
こ
と
を
－
－
－
－
し
か
も
牛
産
の
発
娯
に
っ
れ
て
ま
す
ま
す
大
き
な
程
度
に
取
得
す
る
こ
と
を
１
－
－
え
せ
し

め
る
も
の
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
土
地
所
有
名
義
に
他
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
っ
ぎ
の
小
惰
、
す
な
わ
ち
、
籔
本
化
さ
れ
た
地
代
・

っ
ま
り
他
な
ら
ぬ
こ
の
汽
本
化
さ
れ
だ
頁
納
・
は
土
地
の
舳
俗
と
し
て
以
、
象
し
、
し
た
、
か
っ
て
土
地
は
他
の
あ
ら
ゆ
る
取
引
貯
貰
と
同
俵
に
販
売

さ
れ
う
ろ
・
、
し
い
う
箏
伏
、
に
し
よ
っ
て
に
い
蔽
さ
れ
ろ
凸
一
だ
か
ら
〔
土
地
の
」
…
以
手
に
と
っ
て
は
、
地
代
に
た
い
す
る
彼
の
詰
求
舵
は
、
無
欧
で
え
ら

れ
た
も
？
－
－
資
・
不
の
労
働
∴
〕
険
・
お
よ
び
企
茱
粘
神
な
し
に
柵
倣
で
え
ら
れ
た
も
の
－
１
ｉ
と
し
て
は
机
象
し
な
い
で
、
そ
の
仙
仙
迦
り
に
支

払
わ
れ
た
も
の
と
し
て
〃
喚
す
ろ
、
、
彼
に
－
，
し
っ
イ
、
は
、
：
：
：
地
～
は
、
彼
が
土
一
地
・
し
た
、
か
っ
て
地
代
の
沽
求
悔
・
を
以
っ
た
汽
木
の
利
子
と
し

て
の
み
〃
喚
す
る
、
一
：
…
・
だ
が
〔
所
け
一
乍
渋
そ
の
も
の
は
、
版
北
に
ょ
っ
て
～
み
だ
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
移
淡
さ
れ
ろ
に
す
ぎ
な
い
。

は
、
そ
れ
、
か
版
尤
さ
れ
■
つ
ろ
汕
に
定
花
せ
ね
ぼ
た
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
版
北
、
か
こ
の
ぞ
義
を
刺
止
し
え
た
い
こ
と
は
、
　
二
度
の
版
尤
で
あ
ろ
う
と

一
泣
の
か
か
ろ
版
北
・
－
－
－
－
版
売
の
た
え
ざ
る
．
反
但
－
－
で
あ
ろ
う
と
い
じ
で
あ
る
つ
総
じ
て
イ
栽
を
創
篶
し
た
も
の
は
小
」
帷
諦
閑
係
で
あ
っ
た
。

小
床
所
…
閉
床
が
脱
皮
せ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
点
に
泣
す
れ
ぼ
、
イ
放
の
、
お
よ
び
糸
義
に
も
と
づ
く
一
切
の
諦
収
引
の
、
物
孤
的
な
・
維
済
的
お
よ
び
歴

史
的
に
正
常
化
さ
れ
る
・
杜
会
的
生
活
小
陸
の
洲
～
か
ら
箏
｛
す
る
・
源
泉
は
た
く
な
っ
て
し
ま
う
。
よ
り
市
…
い
維
済
的
礼
会
構
逃
の
立
場
か
ら

す
れ
ぼ
、
土
地
に
た
い
す
ろ
伽
々
人
の
私
的
所
有
は
、
あ
た
か
も
或
る
人
閉
に
た
い
す
ろ
他
の
人
閉
の
私
的
所
有
と
同
じ
く
馬
鹿
げ
た
も
の
に
見

え
る
で
あ
ろ
う
、
一
一
什
公
企
体
、
　
一
同
ぺ
、
い
ユ
片
｝
い
時
代
の
諦
社
会
を
い
っ
し
ょ
に
し
た
全
体
と
い
え
ど
も
、
土
地
の
所
有
者
で
は
な
い
。
彼
等

は
土
地
の
｛
布
ヤ
、
十
地
の
川
“
、
エ
者
た
ろ
に
す
ぎ
ぬ
の
イ
、
あ
っ
て
、
　
ヴ
◎
己
り
註
Ｈ
、
窃
す
；
三
弟
「
よ
き
宗
父
〕
と
し
て
こ
れ
を
改
艮
し
て
次
ぎ
の

阯
代
に
仁
え
ね
ば
な
ら
山
、
■
一
（
『
戊
木
諭
』
第
三
巻
第
凹
十
六
車
、
イ
ソ
ス
テ
ィ
テ
ユ
ー
ト
版
八
二
、
五
ｉ
－
六
頁
。
）
伐
、
か
差
棚
地
代
を
日
し
て
「
虚

帷
の
阯
会
的
ｎ
他
－
」
と
い
っ
た
の
は
、
こ
の
ｎ
几
地
か
ら
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
一

　
山
〕
勝
次
｝
二
は
、
河
上
帷
士
が
一
、
壮
後
的
解
｛
へ
も
う
一
息
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
忠
索
を
逃
め
た
に
も
杓
ら
ず
、
遂
に
成
功
し
え
な
か
っ



　
た
」
と
な
し
て
い
る
（
『
地
代
論
論
争
批
判
』
二
九
四
八
年
〕
五
一
頁
）
。
氏
に
よ
れ
ぼ
、
そ
れ
は
一
．
「
河
上
博
士
が
〕
　
『
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
』

　
〔
に
つ
い
て
〕
の
誤
れ
る
観
念
か
ら
全
部
的
に
は
脱
却
し
切
れ
ず
、
た
め
に
、
差
額
地
代
の
成
立
を
農
業
部
門
独
特
の
問
題
と
し
て
徹
底
的
に
把

　
握
し
得
な
か
っ
た
結
果
で
あ
る
ｃ
差
額
地
代
に
転
形
す
べ
き
剰
余
価
値
の
主
た
る
部
分
の
成
上
止
を
正
し
く
把
握
し
う
る
点
に
ま
で
そ
の
推
理
を
進

　
め
得
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
即
ち
差
額
地
代
の
正
し
い
解
決
の
鍵
の
何
た
る
か
を
掘
み
う
る
点
に
ま
で
達
し
得
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
正
し

　
い
推
理
を
全
体
的
に
貫
徹
せ
し
め
る
か
わ
り
に
、
そ
れ
を
歪
め
て
誤
っ
た
結
論
に
帰
せ
し
め
た
の
は
、
ま
こ
と
に
惜
し
む
べ
き
こ
と
で
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。
」
（
同
六
一
頁
）
。
　
こ
れ
は
河
上
説
に
た
い
す
る
理
解
の
あ
る
建
設
的
な
批
判
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
私
は
、
差
額
地
代
の
正
し
い

　
解
決
に
つ
い
て
は
、
山
田
氏
と
所
見
を
異
に
す
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
別
に
詳
し
く
述
べ
る
。

鋤
　
櫛
■
は
、
讐
い
て
い
る
。
「
〔
河
上
肇
〕
憾
士
が
坦
在
、
地
代
と
価
値
法
則
と
の
閉
題
に
っ
き
到
達
し
て
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
見
解
－
差
額
地
代

　
は
貨
幣
地
代
と
し
て
他
の
生
虚
郁
門
の
剰
余
仙
倣
で
あ
る
と
同
時
に
農
業
郁
門
の
剰
余
仙
他
で
あ
る
と
い
う
見
解
－
－
は
、
　
一
兄
閉
〔
に
マ
ル
ク

　
ス
舳
方
沽
の
秋
れ
る
適
川
で
あ
っ
て
、
到
底
支
持
し
得
る
も
の
で
な
い
。
・
…
：
そ
れ
に
し
て
も
、
博
土
の
主
張
に
は
、
地
代
が
生
産
物
地
代
と
し

　
て
農
茉
舳
…
の
刺
余
仙
仙
分
で
な
げ
れ
ぼ
た
ら
ぬ
と
い
う
丁
感
が
ひ
ら
め
い
て
い
ろ
、
災
業
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
立
場
か
ら
離
一
れ
ま
い
と
す
る
マ
ル

　
ク
ス
学
！
の
甘
杵
で
あ
ろ
う
。
」
　
（
「
河
木
氏
の
地
代
一
、
、
…
』
　
『
大
昧
礼
公
閉
腫
仰
先
所
雑
芯
』
九
の
、
一
、
一
九
二
二
年
十
月
、
企
災
第
三
巻
一
九
二

　
■
、
）
　
－
榊
川
の
河
」
〃
批
判
そ
の
も
の
は
正
し
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
彼
か
河
Ｌ
の
フ
ロ
レ
タ
リ
ァ
的
立
場
を
か
ぎ
っ
け
て
い
る
の
は
、

　
さ
す
が
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

三

　
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
に
よ
れ
ぼ
、
　
「
あ
ら
ゆ
る
地
へ
は
超
過
剰
余
仙
代
で
あ
る
、
」
と
い
う
こ
と
は
、
　
地
代
が
畏
業
部
而
に
お
い
て
創

造
さ
れ
た
剰
余
…
値
の
　
　
平
均
利
潤
を
こ
え
る
　
　
一
部
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
瓜
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
絶
対
地
代
に
っ
い

　
　
　
　
　
　
２

て
も
い
え
る
狐
一
こ
こ
で
は
江
恋
を
差
額
地
へ
に
限
定
す
る
し
そ
れ
に
つ
い
て
彼
は
い
っ
て
い
る
。
　
「
誰
で
も
知
っ
て
い
る
よ
う
に

、
わ
が
経
沽
学
文
献
で
差
額
地
代
の
源
泉
の
所
在
に
か
ん
し
相
当
激
し
い
諭
争
が
お
こ
な
わ
れ
た
し
、
ま
た
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
差
額
地
代
１
１
不
消
仙
他
説
（
〔
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
（
一
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
箪
十
一
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
（
二
〇
）

そ
の
『
解
決
は
二
つ
の
方
向
に
お
い
て
の
み
お
こ
な
わ
れ
う
る
。
差
額
地
代
の
源
泉
た
り
う
る
も
の
は
、
あ
る
い
は
農
業
で
造
り
出

さ
れ
た
剰
余
仙
値
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
全
杜
会
（
す
な
わ
ち
工
業
に
お
い
て
も
）
に
よ
っ
て
造
り
出
さ
れ
た
剰
余
価
値
（
そ
れ
は
価

値
機
構
を
通
じ
て
農
業
に
流
入
し
、
究
極
的
に
は
土
地
所
有
者
に
よ
っ
て
奪
い
取
ら
れ
る
）
で
あ
る
。
』
〔
ソ
ソ
ツ
エ
フ
『
差
碩
地
代
の

涼
泉
に
つ
い
て
』
雑
汰
　
　
　
　
　
一
九
二
八
年
第
ト
号
、
一
一
九
頁
。
〕
第
一
の
場
合
に
は
差
額
地
代
は
生
産
の
結
果
で
あ
り
、
第
二
の
場
合

は
流
通
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
本
問
魑
に
か
ん
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
間
に
論
争
が
発
生
し
う
る
の
は
、
い
さ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
〕

か
不
可
解
で
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ぽ
、
マ
ル
ク
ス
も
レ
ー
ニ
ソ
も
箪
一
の
解
答
に
決
定
的
に
焚
成
し
た
か
ら
で
あ
る
。
」
　
ヴ
て
し
て
彼

は
こ
の
見
地
か
ら
し
て
自
己
の
解
釈
を
積
極
的
に
展
開
し
て
、
い
る
。
ま
ず
彼
は
い
っ
て
い
る
。

　
　
「
周
知
の
よ
う
に
、
資
本
は
不
利
な
囚
民
維
済
淋
門
か
ら
有
利
な
部
門
に
向
っ
て
流
鋤
す
る
緕
火
、
利
澗
の
乎
均
化
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
し
か
し

　
利
澗
の
平
均
化
の
お
こ
な
わ
れ
る
の
は
、
よ
り
布
利
な
椰
門
に
向
っ
て
賞
本
の
流
鋤
が
可
能
な
場
く
。
、
ナ
な
わ
ち
か
か
る
郁
門
が
独
｛
的
で
山
小
仏
い
場

　
く
〕
に
眼
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
畏
茱
は
乎
均
利
潤
の
形
成
過
程
に
参
加
し
な
い
。
…
畏
茱
と
収
坂
、
咋
茱
に
対
し
て
は
、
ｎ
山
競

　
乍
は
多
か
れ
少
な
か
れ
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。
農
茱
と
派
収
咋
茱
は
直
按
土
地
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
し
か
る
に
多
少
禿
迷
し
た
資
本
主
義
国
宗
に
お

　
い
て
は
、
十
地
の
所
有
に
は
州
｛
の
側
眼
が
あ
っ
て
、
ナ
ベ
て
の
土
地
は
す
で
に
私
有
に
属
し
て
い
る
つ
し
た
が
っ
て
両
郁
門
以
外
の
す
べ
て
の
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
民
維
折
部
門
で
は
新
企
茉
の
設
立
に
は
い
く
ぱ
く
か
の
賛
本
を
婆
す
る
だ
け
で
あ
る
か
、
農
茉
お
仁
ぴ
似
払
茱
で
は
そ
の
う
え
“
、
へ
あ
土
地
所
布
六
の

　
同
意
を
必
婆
と
す
る
、
も
し
こ
れ
が
臼
己
に
打
利
で
な
け
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
土
地
所
有
者
は
『
白
己
の
』
十
地
を
許
吋
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

　
っ
て
・
こ
こ
で
は
土
地
伽
小
の
仔
在
が
舛
閉
に
以
わ
れ
！
、
い
る
、
…
…
〔
阜
、
し
て
ン
、
の
た
め
に
」
次
木
ト
、
エ
、
、
批
灼
ユ
柊
は
利
洲
卒
の
沐
定
に
参
加
し
広

　
い
で
、
そ
れ
を
他
の
因
民
維
沽
諦
淋
門
か
ろ
〃
入
れ
る
ー
：
：
：
農
茱
に
お
い
て
『
活
幼
ナ
る
』
次
本
宋
は
、
ン
、
の
搾
出
し
た
剰
余
仙
航
の
姶
ん
ど
す

　
べ
て
を
坂
得
し
…
…
十
地
所
有
考
に
対
し
て
は
少
、
へ
る
べ
く
帷
少
な
地
代
で
す
ま
せ
よ
う
と
希
果
ナ
る
で
あ
ろ
う
一
か
か
る
場
へ
。
、
土
地
所
有
者
は
、

＝
平
均
利
潤
だ
け
の
取
得
に
同
念
ナ
る
他
の
よ
り
謙
談
“
、
仏
心
作
豊
業
者
に
こ
の
土
地
を
貨
与
す
る
で
あ
ろ
う
コ
…
し
か
し
古
大
た
、
も
し
土
地
所
有



者
が
極
端
長
慾
で
あ
一
て
・
そ
の
土
地
の
代
償
一
亡
て
余
是
大
差
地
代
を
要
求
す
れ
ば
、
彼
は
小
作
農
業
者
毒
る
こ
と
が
で
き
き
で
あ

ろ
う
：
…
．
・
な
ん
と
荒
ば
・
他
の
場
所
で
平
均
利
潤
が
得
ら
れ
る
奮
、
い
実
る
企
業
家
に
し
壬
う
平
均
利
潤
以
下
の
利
潤
に
廿
ん
じ
き
で

あ
ろ
う
か
ら
・
以
上
の
よ
う
に
・
資
本
琴
な
業
者
一
は
搾
工
一
剰
余
偶
の
う
ち
牛
采
に
対
す
る
平
均
利
潤
、
を
得
、
“
－
あ

一
て
・
残
余
の
剰
余
枢
を
耗
と
し
て
土
一
涛
有
考
に
支
秦
な
け
な
一
一
、
着
毫
あ
ろ
う
、
一
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
代
は
。
う
つ
ば
ら
剰
余
価
値
か

ら
成
立
す
る
こ
と
が
わ
か
る
・
吉
正
確
に
い
え
ば
、
地
代
は
竿
資
本
に
対
す
る
平
均
利
潤
壷
一
棉
し
た
後
に
残
る
剰
余
価
蝶
分
か
“
け

る
の
で
掌
す
な
わ
ち
・
当
該
農
業
企
業
と
同
額
の
資
本
を
有
す
る
平
均
的
工
業
企
業
に
お
い
て
得
ら
れ
る
剰
余
価
値
に
比
し
て
、
超
過
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

　
『
余
分
の
』
剰
余
価
値
か
ら
成
立
す
る
。
」

こ
の
議
論
は
差
額
地
代
を
念
頭
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
事
実
、
リ
ユ
ビ
、
モ
フ
は
同
種
の
議
論
を
明
皇
差

額
地
代
に
っ
い
て
展
開
し
て
い
る
・
す
な
わ
ち
、
小
妻
栽
培
す
る
同
一
面
積
の
二
地
が
あ
つ
て
、
一
方
は
豊
度
が
高
く
、
他
方
は

豊
度
が
低
い
場
合
、

　
　
「
優
良
地
で
は
・
里
の
篇
投
下
に
対
し
吉
多
く
の
小
麦
収
穫
禁
得
ら
れ
る
。
そ
し
て
小
麦
の
市
場
価
婬
杜
会
的
に
必
菱
最
牽
地

に
書
て
小
嚢
培
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
労
働
一
だ
よ
一
て
決
定
さ
れ
毒
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
装
孟
区
で
は
、
同
一
面
秩
の
劣
等
地
で

よ
り
喜
く
の
市
場
価
値
が
産
出
さ
れ
る
で
あ
言
。
さ
ら
に
、
二
つ
の
場
合
隻
け
る
小
麦
の
生
産
価
格
は
同
一
で
あ
る
か
ら
、
優
良
地
で
は
超

過
剰
余
価
壕
箔
亮
る
こ
と
差
る
。
こ
の
超
識
余
牌
こ
そ
義
地
代
で
あ
る
。
か
く
し
て
よ
り
豊
沃
な
土
地
で
搾
出
さ
れ
た
剰
余
僻

は
・
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
讐
れ
る
で
雲
う
つ
そ
の
一
蓉
、
す
、
仏
わ
ち
平
均
利
潤
を
支
払
う
讐
は
、
栗
実
る
小
作
農
茱
考
の
ポ
ケ
ツ
ト
に

は
い
一
て
し
ま
う
・
そ
の
総
詣
一
追
加
集
剰
利
潤
一
は
、
地
代
一
枠
、
落
上
る
義
地
代
一
の
形
態
言
つ
て
土
地
幕
者
の
ポ
ケ
ツ
ト
に
は

三
一
し
ま
う
の
で
あ
令
一
こ
の
場
く
・
一
同
豆
の
篇
は
螢
地
に
さ
て
、
音
霊
の
素
物
、
占
多
く
の
市
場
擢
、
言
び
ト
大
り

多
く
の
剰
余
価
値
を
碓
す
る
と
い
一
て
も
・
わ
パ
わ
れ
は
、
市
場
仙
他
と
剰
余
榊
の
こ
の
超
券
は
蟹
皆
体
に
ト
大
つ
て
晴
さ
れ
る
と
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

定
す
る
も
の
で
葦
擢
は
労
働
に
よ
一
て
小
恥
産
出
言
れ
、
剰
余
価
値
は
労
働
の
叢
に
よ
つ
て
の
薫
出
さ
れ
る
、
し
か
し
土
壌
が
優
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
二
一
）

　
　
　
　
差
額
地
代
１
１
不
当
価
値
説
（
白
杉
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
．
第
一
．
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
二
二
）

　
で
あ
る
結
果
、
そ
の
労
働
は
、
価
値
を
決
定
す
る
杜
会
的
に
必
要
な
労
働
よ
り
も
生
産
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
同
一
量
の
労
働
で
あ
っ
て
も
、
優

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

　
良
地
に
お
い
て
は
、
劣
等
地
に
お
い
て
よ
り
も
多
く
の
市
場
価
値
を
産
出
し
う
る
の
で
あ
句
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
ご
と
く
、
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
に
よ
れ
ぱ
、
差
額
地
代
は
優
等
地
に
お
い
て
搾
出
さ
れ
た
剰
余
価
値
の
一
部

分
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
そ
れ
は
農
業
部
面
自
体
に
お
い
て
創
造
さ
れ
た
剰
余
価
値
の
一
部
分
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に

関
連
し
て
彼
は
こ
う
も
い
っ
て
い
る
。

　
　
「
農
業
（
あ
る
い
は
採
鉱
業
）
に
お
け
る
差
額
地
代
は
、
こ
の
生
産
領
域
で
『
搾
出
さ
れ
た
』
剰
余
価
値
か
ら
形
成
さ
れ
る
が
、
　
〔
土
地
以
外
の

　
白
然
才
た
と
え
ば
〕
落
流
か
ら
生
ず
る
地
代
は
加
工
業
労
働
者
の
労
働
か
ら
形
成
さ
れ
る
。
－
…
・
〔
し
か
し
〕
土
地
以
外
の
も
の
か
ら
生
ず
る
地
代

　
は
、
加
工
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
労
働
か
ら
搾
出
し
た
剰
余
価
値
か
ら
発
生
し
う
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
耕
地
（
お
よ
ぴ
鉱
山
）
地
代
に
関
し
て

　
も
同
じ
で
あ
る
と
結
諭
す
る
こ
と
は
、
全
く
設
り
で
あ
る
。
け
だ
し
農
業
（
お
よ
ぴ
採
鉱
業
）
に
お
け
る
資
本
組
成
は
、
加
工
業
に
比
し
て
蓬
か
に

　
低
度
で
あ
る
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
の
生
産
価
格
理
論
に
よ
れ
ぱ
、
剰
余
価
値
は
高
度
の
賓
本
組
成
を
有
す
る
部
門
よ
り
低
度
の
組
成
を
有
す
る
部
門
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刀

　
流
入
し
え
な
い
。
＞
、
の
逆
の
場
合
が
あ
り
う
る
だ
け
で
あ
る
■
」

　
ま
た
い
う
。

　
　
「
差
額
地
代
は
農
業
＞
、
の
も
の
か
ら
搾
取
さ
れ
た
剰
余
価
値
か
ら
成
立
し
、
主
と
し
て
工
業
で
搾
取
さ
れ
た
剰
余
価
値
か
ら
成
立
し
な
い
と
い
う

結
論
は
、
生
産
価
格
理
諭
か
ら
生
ま
れ
で
る
し
こ
れ
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
か
ら
見
て
も
閉
ら
か
で
あ
る
、
…
－
投
業
に
お
け
る
筑
本
組
成
は
、
工
業
の

　
、
！
、
れ
に
比
校
し
て
無
条
件
的
か
つ
必
然
的
に
低
い
。
生
咋
価
格
理
諭
に
よ
れ
ば
、
剰
余
価
偵
は
資
本
組
成
の
低
い
生
産
領
域
か
ら
資
本
組
成
の
高
い

　
伽
域
に
流
入
し
、
っ
る
の
で
あ
っ
て
、
ン
、
の
逆
は
あ
り
え
な
い
、
し
た
が
っ
て
剰
余
価
仮
が
工
業
か
ら
畏
業
に
流
入
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い

　
　
　
　
＆

　
の
で
あ
る
．
」

差
額
地
代
が
超
逃
剰
余
仙
値
と
し
て
推
業
部
門
白
体
に
お
い
て
創
造
さ
れ
る
剰
余
伽
値
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
と
、



そ
れ
は
工
業
部
門
に
お
い
て
創
造
さ
れ
る
同
様
の
超
過
剰
余
価
値
と
そ
の
本
質
を
同
じ
く
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
「
土
地
、
落
流
、
坪
鉱
業
か
ら
生
ず
る
差
額
地
代
は
（
他
の
あ
ら
ゆ
る
地
代
と
同
様
）
つ
ね
に
余
剰
利
潤
す
な
わ
ち
超
過
剰
余
価
値
で
あ
る
Ｃ
：

　
：
〔
と
こ
ろ
で
〕
超
過
剰
余
価
値
は
・
：
…
加
工
業
で
も
形
成
さ
れ
る
、
、
例
え
ば
何
ら
か
の
新
機
械
を
最
初
に
採
用
す
る
工
場
主
は
、
あ
る
期
問
、
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
均
以
上
の
利
潤
す
な
わ
ち
超
過
利
潤
を
収
得
す
る
で
あ
ろ
う
、
、
婁
言
す
れ
ば
、
超
過
剰
余
価
値
を
実
現
す
る
、
、
か
つ
こ
の
超
過
剰
余
価
値
（
す
な
わ

　
ち
超
過
利
澗
）
の
発
生
原
丙
は
、
例
え
ば
農
業
に
お
い
て
超
過
剰
余
価
値
を
産
出
す
る
現
象
に
類
似
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
与
え
ら
れ
た
商
品
の

　
杜
会
的
生
産
価
格
と
、
優
秀
な
機
械
を
有
す
る
工
場
に
お
け
る
そ
の
個
別
的
生
産
価
格
と
の
差
額
で
あ
る
。
－
…
・
〔
そ
れ
で
は
〕
優
良
地
や
落
流
等
、

　
＝
言
に
し
て
い
え
ば
、
価
値
を
も
た
な
い
生
産
手
段
を
使
用
す
る
と
き
に
だ
け
地
代
が
発
生
し
、
優
秀
な
機
械
を
使
用
す
る
場
合
に
地
代
が
発
生
し

　
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
…
…
「
第
一
に
〕
新
機
械
の
与
え
る
長
所
は
極
め
て
過
行
的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
（
こ
の
生
産
領

域
に
活
動
す
る
工
場
主
が
十
分
な
費
金
を
有
す
れ
ば
、
何
人
お
よ
ぴ
何
物
の
妨
害
を
も
う
け
な
い
で
、
こ
の
新
機
械
を
装
置
し
う
る
か
ら
）
。
　
し
か

　
る
に
優
良
地
の
与
え
る
長
所
は
、
相
当
に
強
固
か
つ
継
続
的
で
あ
る
。
優
良
地
と
劣
等
地
の
差
異
は
け
っ
し
て
毎
日
変
化
す
る
も
の
で
は
な
く
、
か

　
つ
小
作
農
業
者
（
汽
本
家
）
は
通
常
劣
等
地
の
収
穫
率
を
優
良
地
の
そ
れ
に
ま
で
引
上
げ
え
な
い
（
少
な
く
と
も
一
租
借
期
問
内
に
お
い
て
）
。
か
く

　
の
ご
と
く
農
業
お
よ
び
採
払
業
に
お
け
る
超
逃
剰
余
価
仮
の
盗
か
に
大
な
る
安
定
性
は
、
こ
れ
ら
の
因
民
維
済
部
門
で
だ
け
差
額
地
代
が
形
成
さ
れ

　
る
主
要
原
丙
で
あ
る
、
第
二
の
原
因
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
、
工
業
で
は
利
潤
お
よ
ひ
超
過
利
潤
は
同
一
人
の
ホ
ヶ
ツ
ト
に
は
い
る
か
ら
、
こ
の

　
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
な
形
態
を
と
る
必
要
は
な
い
、
し
か
し
農
業
で
は
利
潤
お
よ
ぴ
超
過
利
潤
は
異
な
っ
た
人
の
ポ
ヶ
ツ
ト
に
は
い
る
（
利
澗
は

資
本
主
義
的
小
作
農
業
未
に
、
超
逃
利
洲
は
十
地
所
准
未
に
）
ｃ
　
こ
の
こ
と
は
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
な
経
済
的
形
態
を
と
る
こ
と
を
大
い
に
助
長

す
る
、
そ
し
て
前
老
は
利
澗
形
態
を
と
る
か
ら
、
後
者
は
そ
れ
と
は
蓬
か
に
異
な
っ
た
地
代
形
態
を
と
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
超
過
利
潤
（
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
そ
の
他
に
お
け
る
）
と
地
代
（
農
業
そ
の
他
に
お
け
る
）
の
重
要
な
差
異
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
超
過
利
澗
は
、
利
潤
と
同
様
、
資

　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
本
宗
す
山
、
へ
わ
ち
労
働
伽
似
を
有
す
る
生
咋
手
段
の
所
有
者
の
ポ
ヶ
ツ
ト
に
は
い
り
、
地
代
は
土
地
所
有
考
す
な
わ
ち
労
働
価
値
を
有
せ
ざ
る
生
産
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
段
の
所
布
考
の
も
の
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
に
」

　
　
　
　
差
級
地
代
１
１
不
讐
伽
仇
説
（
白
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
（
二
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
策
十
一
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
（
二
四
）

　
超
過
剰
余
価
値
と
し
て
の
一
般
的
な
超
過
利
潤
と
差
額
地
代
と
の
本
質
的
同
一
性
の
認
識
は
、
さ
ら
に
、
同
じ
著
者
に
よ
る
つ
ぎ

の
ご
と
き
立
言
に
み
ち
び
い
て
い
る
。

　
　
「
工
業
の
超
過
利
潤
と
耕
地
地
代
は
幾
多
の
差
歩
ゼ
享
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
両
責
ず
｝
、
超
逃
剰
余
怨
で
雲
こ
と
を
妨
げ
き
。
優

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

　
秀
な
機
械
の
采
用
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
超
過
剰
余
価
侑
世
の
源
泉
は
何
処
に
あ
る
か
。
そ
の
源
泉
は
桐
対
的
剰
余
価
僚
に
あ
る
、
、
一
と
を
マ
ル
ク
ス
は

　
明
瞭
に
指
示
し
て
い
る
、
で
は
優
良
地
の
耕
作
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
る
超
過
剰
余
価
償
最
の
源
泉
は
何
処
に
あ
る
か
二
そ
れ
，
、
ま
た
相
対
的
剰
余
価

　
償
に
あ
る
。
優
秀
な
機
械
を
使
用
す
る
と
き
労
働
は
よ
り
生
産
的
で
あ
る
と
同
様
に
、
優
良
地
に
お
け
る
労
働
は
よ
り
生
産
的
で
あ
る
。
そ
し
て
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
ル
ク
ス
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
労
働
を
相
対
的
に
よ
り
生
産
的
た
ら
し
め
る
す
べ
て
の
こ
と
は
、
相
対
的
剰
余
価
修
を
増
進
せ
し
め
る
（
も
ち
ろ
ん

　
生
産
物
の
価
値
が
そ
の
割
合
に
低
下
し
な
い
と
き
）
。
か
く
の
ご
と
く
与
え
ら
れ
た
地
区
の
相
対
的
船
窒
は
、
、
〆
、
の
地
区
で
相
対
的
剰
余
価
値
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

か
一
て
追
加
的
剰
余
鯉
の
発
生
す
る
基
礎
で
雲
つ
か
く
し
て
我
き
次
ぎ
の
よ
■
な
婁
露
芋
、
つ
の
で
あ
る
。
相
対
的
蓬
－
相
対
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０

　
に
よ
り
生
産
的
な
労
働
－
相
対
的
剰
余
価
値
－
超
過
剰
余
価
帷
－
－
差
額
地
代
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
こ
こ
に
い
う
相
対
的
剰
余
価
値
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
個
別
的
汰
相
対
的
剰
余
価
値
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
工
業
そ
の

他
に
お
い
て
も
、
農
業
そ
の
他
に
お
い
て
も
、
個
別
的
な
相
対
的
剰
余
価
値
の
源
泉
は
、
例
外
的
に
優
秀
な
生
産
諸
条
件
の
も
と
に

働
く
労
働
の
例
外
的
な
生
産
力
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
、
　
「
優
秀
な
機
械
を
使
用
す
る
と
ぎ
労
働
は
よ
り
生
産
的
で
あ
る
と
同
様
に
、

優
良
地
に
お
げ
る
労
働
は
よ
り
生
産
的
で
あ
る
。
」
　
し
か
し
優
秀
な
機
械
の
も
と
で
働
く
労
働
の
例
外
的
な
生
産
力
と
、
優
良
地
に

お
げ
る
労
働
の
そ
れ
と
の
間
に
は
、
重
要
な
相
違
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
相
違
を
認
識
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
、
リ
ユ
ビ
ー
モ
フ

の
差
額
地
代
Ｈ
相
対
的
剰
余
伽
値
説
の
一
面
性
が
桁
摘
さ
れ
う
る
。

　
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
は
・
一
方
に
お
い
て
、
差
額
地
代
が
畏
業
部
面
に
お
げ
る
個
別
的
相
対
的
剰
余
価
値
と
し
て
農
業
部
面
で
生
産
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
い
っ
て
、
い
る
。



　
「
差
額
地
代
は
単
な
る
剰
余
価
倣
で
な
く
、
桐
対
的
剰
余
価
仇
で
あ
る
。
相
対
的
剰
余
価
値
は
、
流
通
の
結
呆
発
生
す
る
・
や
の
で
は
な
く
、
直
接

生
唯
の
結
果
禿
牛
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
・
－
剛
対
的
剰
余
ｍ
彼
が
流
地
行
祉
で
形
成
ナ
ベ
、
れ
山
。
へ
い
で
生
帳
行
糾
で
形
、
灰
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
、
〆
、
れ
は
次

ぎ
の
こ
と
を
怠
味
す
る
。
相
対
的
剰
余
価
他
の
形
、
灰
さ
れ
る
の
は
、
ス
、
れ
か
襯
察
さ
れ
る
牛
床
頒
域
内
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
他
の
生
産
領
域
か
ら

流
入
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
差
額
地
代
の
班
一
礎
を
山
、
へ
す
相
対
的
剰
余
価
肌
・
勺
ま
た
、
農
業
そ
の
・
、
の
か
ら
搾
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
山
な
い
の

で
あ
っ
て
・
外
部
す
凌
わ
ち
工
茱
か
ら
流
入
す
る
も
の
で
は
な
い
。
農
茱
資
本
の
低
組
成
と
工
業
費
本
の
一
。
Ｎ
組
成
に
想
到
す
る
と
き
に
は
、
以
上
の

こ
と
は
一
そ
う
明
瞭
と
な
る
で
あ
ろ
う
、
マ
ル
ク
ス
（
し
た
が
っ
て
レ
ー
ニ
ソ
）
に
ト
一
れ
ば
、
差
獅
地
代
は
農
業
そ
の
・
、
の
か
ら
搾
出
さ
れ
た
剰
余

価
依
か
ら
発
生
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
埠
一
一
、
ｎ
ナ
れ
ば
、
派
榊
地
代
の
源
泉
は
資
本
主
義
的
農
茉
阜
、
の
・
勺
の
に
あ
る
、
し
と
、
さ
ら
に
云
い
か
え
れ
ぱ
、

差
額
地
代
は
筑
本
主
義
的
坐
業
生
・
脈
か
ら
禿
牛
し
、
流
迦
か
ら
売
生
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
清
一
小
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
如
何
に
し
て
禿
生
す
る

か
を
よ
り
明
瞭
に
指
示
す
る
た
め
に
、
簡
単
凌
算
術
的
計
算
を
示
そ
う
。
簡
潔
を
図
る
た
め
に
、
全
杜
会
の
殻
物
｝
要
は
二
極
類
の
、
工
地
の
収
確
に

よ
っ
て
充
足
さ
れ
る
と
仮
定
す
る
。
優
良
地
で
四
〇
〇
時
問
の
投
下
に
よ
っ
て
、
一
ヘ
ク
タ
ー
あ
た
り
一
ト
ソ
（
一
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
小
麦

収
穫
が
得
ら
れ
る
。
劣
等
地
で
は
同
一
几
ル
の
労
働
の
投
下
に
よ
っ
て
、
一
ヘ
ク
タ
ー
あ
た
り
八
○
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
小
麦
収
穫
が
得
ら
れ
る
。
こ
の

差
綱
二
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
こ
そ
は
、
兼
棚
地
代
（
『
生
床
物
』
）
を
形
成
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
穀
物
一
キ
ロ
の
価
仰
は
、
杜
会
的
に
必
．
要
な
劣

等
地
で
そ
の
走
に
投
じ
ら
れ
た
陥
数
一
平
鵜
一
に
丈
一
て
姿
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の
柵
は
・
・
五
隔
一
棚
一
と
奪
で
あ
ろ

う
，
杜
八
ム
的
に
必
災
な
一
時
閉
の
労
働
に
よ
っ
て
三
〇
コ
ベ
ツ
ク
に
箏
し
い
価
仙
が
創
逃
さ
れ
る
と
ナ
れ
、
ば
、
穀
物
一
キ
ロ
の
貨
幣
伽
他
は
一
五
コ

ベ
ッ
ク
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
二
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
生
産
物
地
代
の
貨
幣
的
表
理
は
三
〇
ル
ー
ブ
ル
で
あ
る
。
他
の
方
法
に
よ
っ
て
も
、
こ

の
結
諭
に
到
達
し
う
る
。
上
掲
の
仮
定
に
従
え
ば
、
殻
物
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
価
値
は
一
五
コ
ベ
ツ
ク
で
あ
る
、
一
し
た
が
っ
て
優
良
地
お
よ
ぴ
勿
等
地

一
ヘ
ク
タ
ー
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
五
〇
ル
ー
ブ
ル
（
旨
ｕ
入
く
、
Ｘ
Ｈ
○
○
○
）
歩
よ
ぴ
一
二
〇
ル
ー
ブ
ル
（
旨
、
入
＜
、
×
ｏ
。
○
○
）
　
の
市
場
価
値

が
創
造
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
両
者
の
羨
些
二
〇
ル
ー
ブ
ル
こ
ン
、
は
、
華
綱
地
代
（
貨
幣
）
を
形
成
す
る
で
あ
ろ
う
。
」

リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
に
よ
れ
ぱ
、
差
額
地
代
は
、
生
産
物
地
代
と
し
て
見
て
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
貨
幣
地
代
と
し
て
見
て
も
、
農
業

　
　
　
差
額
地
代
Ｈ
不
当
晒
笹
説
（
白
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
（
二
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
（
二
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

部
面
に
お
い
て
創
造
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
、
貨
幣
的
差
額
地
代
が
農
業
部
面
で
生
産
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
う

る
た
め
に
は
、
農
業
生
産
物
の
価
値
が
価
値
視
定
の
一
般
法
則
に
し
た
が
っ
て
、
一
定
の
杜
会
的
評
価
を
前
提
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
基
礎
と
な
ら
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、
そ
の
点
に
っ
い
て
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
は
次
ぎ
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
１
前
掲
の
数
宇
に
し
っ
て
、
両
地
区
に
申
プ
際
投
下
さ
れ
た
労
働
時
問
は
八
○
○
時
問
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
こ
の
場
合
八
○
Ｏ
時
門
の
伺
別
的
労
働

　
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
個
別
的
労
働
批
は
き
わ
め
て
し
ば
し
ば
杜
会
的
に
必
要
な
労
働
最
と
一
致
し
な
い
。
こ
の
場
合
、
杜
会
的
に
必
要
な
労

　
働
斌
は
い
く
ば
く
で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
の
数
字
に
よ
っ
て
見
る
と
き
、
小
麦
一
キ
ロ
は
杜
会
的
に
必
要
な
半
時
問
に
相
当
す
る
。
両
地
区
に
お
け
る

　
小
麦
生
産
高
は
一
八
○
○
キ
ロ
で
あ
る
Ｃ
し
た
が
っ
て
両
地
区
で
杜
会
篶
に
必
要
な
時
問
九
〇
〇
時
問
（
○
・
ｍ
＝
峠
…
Ｘ
Ｈ
。
◎
○
○
）
だ
け
投
下
さ
れ
た
こ

　
と
と
な
る
。
換
弓
、
口
す
れ
ば
、
農
業
に
投
ぜ
ら
れ
る
祉
会
的
に
必
要
な
労
働
（
各
種
の
十
地
を
使
川
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
）
は
、
個
別
的
労
働
よ
り

　
も
大
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
差
火
が
大
と
な
る
ほ
ど
、
差
額
地
代
も
大
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
次
ぎ
の
こ
と
が
生
ま
れ
る
。
１
１
－
農
業
に
投
下
さ

　
れ
た
杜
会
的
に
必
奥
な
時
問
数
は
、
ス
、
こ
で
創
遣
さ
れ
た
価
値
と
必
プ
一
致
す
る
、
杜
会
的
に
必
要
な
労
働
と
伽
値
と
の
問
に
直
接
的
閑
連
が
存
す

　
る
か
ぎ
り
、
そ
う
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
、
農
業
で
の
仙
別
的
労
働
批
は
、
そ
こ
で
創
迭
さ
れ
た
価
償
よ
り
桐
対
的
に
小
で
あ
り
う
る
。
こ

　
れ
も
、
マ
ル
ク
ス
の
価
他
学
説
（
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
何
ら
か
の
円
民
統
済
部
門
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
商
＾
伽
侑
の
大
き
さ
は
、
そ
こ
で
投
下
さ
れ

　
た
個
別
的
労
働
仙
と
直
接
的
閑
連
を
有
し
な
い
）
と
完
全
に
調
和
す
る
。
」

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
仙
値
は
一
般
に
、
個
別
的
に
必
要
な
労
側
時
問
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
礼
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の

と
し
て
、
祉
会
的
詐
仙
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
雌
産
物
仙
値
の
決
定
は
、
一
般
帖
品
の
場
合
と
異
な
る
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ど
も
、
火
な
る
の
は
杜
会
的
評
仙
の
什
方
で
あ
っ
て
、
独
特
の
祉
会
的
詐
…
を
基
礎
と
す
る
と
い
う
こ
と
そ
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ

し
て
、
こ
の
…
ｋ
産
物
…
仇
の
決
定
を
特
徴
づ
け
る
独
特
の
礼
会
ゆ
評
伽
を
前
提
す
る
か
ぎ
り
、
ゑ
、
の
仙
他
の
い
ず
れ
の
部
分
も
、
し

た
が
っ
て
差
徽
地
代
と
な
る
特
別
剰
余
仙
代
部
分
も
ま
た
、
雌
業
部
而
に
お
い
て
牛
産
さ
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。



リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
の
右
の
章
句
は
、
明
確
に
表
現
す
れ
ぱ
、
こ
の
よ
う
に
定
式
化
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
こ

の
よ
う
に
表
現
さ
れ
う
る
見
解
を
疏
芽
的
に
含
蓄
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
右
の
ご
と
く
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
は
、
一
方
で
は
、
差
額
地
代
が
農
業
部
面
に
お
け
る
個
別
的
相
対
的
剰
余
価
値
と
し
て
農
業
部
面
で

生
産
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
な
が
ら
、
し
か
も
他
方
で
は
そ
れ
が
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
と
い
わ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
こ
と
を
軍
認
し
て
、
い
っ
て
い
る
。

　
「
価
値
の
日
卯
騰
お
よ
び
そ
れ
に
照
応
す
る
差
額
地
代
の
増
進
は
、
け
っ
し
て
杜
会
の
富
を
増
加
せ
し
め
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
、
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

地
所
有
者
を
除
く
す
べ
て
の
杜
会
諸
階
級
の
『
富
』
を
減
少
せ
し
め
る
。
換
言
す
れ
ぱ
、
穀
物
価
値
の
昂
騰
は
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
の
昂
騰
で
あ
る
。

こ
の
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
は
飾
和
も
於
淋
齢
奈
小
か
於
小
心
不
小
必
淋
〔
も
帝
む
か
か
。
こ
の
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
の
不
可
避
性
は
、
協
同
体
的
（
杜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

会
主
義
的
）
組
織
に
く
ら
べ
て
資
本
主
義
的
組
繊
の
最
大
欠
陥
の
一
つ
で
あ
る
つ
こ
の
欠
陥
は
、
資
本
主
義
組
織
の
領
域
内
で
は
排
除
さ
れ
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

な
ん
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
『
農
産
物
が
支
配
を
受
け
る
と
こ
ろ
の
市
場
価
値
律
か
ら
生
ず
る
』
　
〔
マ
ル
ク
ス
『
汽
木
諭
』
第
三
巻
（
下
）
一
六
二
頁
、

邦
沢
二
〇
〇
頁
」
か
ら
で
あ
る
。
工
業
労
働
老
も
ま
た
、
こ
の
費
本
主
義
組
織
の
欠
脈
、
こ
の
『
、
服
偽
の
杜
会
的
価
値
』
、
　
穀
物
の
生
産
に
要
す
る

杜
会
的
に
必
妥
少
、
仏
労
働
と
平
均
的
に
必
要
な
労
働
と
の
不
一
致
に
よ
っ
て
、
大
損
害
を
蒙
る
こ
と
は
疑
い
を
い
れ
な
い
。
山
、
仏
ん
と
な
れ
ぱ
、
杜
会
的

に
必
填
山
、
仏
労
働
が
平
均
的
に
必
要
な
労
働
を
超
過
す
る
結
果
、
殻
物
お
よ
ぴ
一
般
濃
膿
物
（
な
ら
ぴ
に
鉱
産
物
）
に
た
い
し
て
、
よ
り
多
く
の
代
償

を
支
払
う
こ
と
に
な
る
か
ら
，
そ
し
て
、
こ
の
差
火
が
大
と
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
（
一
定
生
産
物
の
消
費
者
と
し
て
）
は
、
こ
の
資
本
主

会
杜
会
の
欠
陥
（
農
業
お
よ
ぴ
沃
鉱
業
で
杜
会
的
に
必
衷
な
時
閉
が
平
均
的
に
必
婆
な
時
問
を
超
過
す
る
こ
と
）
を
一
層
痛
感
す
る
。
し
か
し
若
干

の
経
済
字
者
（
ブ
ル
ガ
ー
コ
フ
、
ボ
、
ス
ニ
ャ
コ
フ
、
ソ
ソ
ッ
ェ
フ
等
）
　
の
よ
う
に
、
　
こ
れ
か
ら
次
ぎ
の
紡
淋
を
導
き
だ
す
こ
と
は
失
当
で
あ
る
。

－
；
葦
繍
地
六
の
涼
泉
は
『
農
業
に
お
い
て
で
“
、
へ
く
、
工
業
に
お
い
て
創
造
さ
れ
た
剰
余
伽
侮
』
　
「
ヴ
ェ
・
ボ
、
ス
ニ
ヤ
コ
フ
『
仙
値
法
則
、
穀
物
お

よ
び
方
法
紬
に
っ
い
て
』
雑
必
「
マ
ル
ク
ス
羊
一
我
の
旗
の
下
に
』
一
九
二
八
年
第
一
号
一
四
九
頁
一
で
あ
る
と
、
か
く
の
、
こ
と
き
断
定
は
、
生
産
過

　
　
　
叢
額
地
代
１
－
不
当
伽
値
説
（
白
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
（
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
（
二
八
）

程
と
実
現
過
程
を
混
同
す
る
も
の
で
あ
る
、
、
一
方
で
ブ
ル
ガ
ー
コ
フ
、
ボ
ズ
ニ
ヤ
コ
フ
、
他
方
で
エ
ス
・
ソ
ソ
ツ
ェ
フ
が
生
産
行
程
と
流
通
行
程
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

混
同
し
て
い
る
こ
と
を
明
白
に
す
る
た
め
に
、
次
ぎ
の
問
題
を
提
出
し
よ
う
。
著
修
品
を
製
造
す
る
資
本
家
の
利
潤
は
、
ど
こ
か
ら
生
ず
る
の
か
。

・
…
彼
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
搾
取
か
ら
…
…
、
こ
の
利
潤
は
ど
こ
で
実
現
さ
れ
る
の
か
Ｃ
そ
れ
は
市
場
で
著
修
品
を
資
本
家
に
販
売
す
る
と
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

で
あ
る
（
け
っ
し
て
労
働
老
に
販
売
さ
れ
な
い
）
、
　
し
か
し
著
修
品
を
製
造
す
る
工
場
主
の
利
潤
の
源
泉
を
、
著
移
品
を
購
入
す
る
資
本
家
に
求
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

る
こ
と
は
愚
の
骨
頂
で
あ
る
。
こ
れ
は
剰
余
価
値
の
生
産
行
程
と
そ
の
実
現
行
程
と
を
混
同
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
超
過
剰
余
価
値
、
（
こ
の
ば
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

い
差
額
地
代
の
形
態
を
と
る
）
の
生
産
源
泉
を
、
こ
れ
ら
の
生
産
物
を
生
産
す
る
労
働
老
に
求
め
な
い
で
、
そ
れ
を
購
入
す
る
労
働
老
に
求
め
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

と
も
失
当
で
あ
る
。
後
者
は
前
老
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
超
過
剰
余
仙
値
の
実
現
を
助
け
る
に
す
ぎ
な
い
、
こ
れ
と
逆
の
断
定
は
、
本
貰
に
お
い
て
、

剰
余
価
値
の
淋
泉
は
流
通
で
あ
っ
て
牛
産
で
は
な
い
と
断
定
す
る
こ
と
を
恵
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
お
よ
ぴ
精

神
（
し
た
が
っ
て
そ
の
方
法
論
）
と
全
然
反
対
の
こ
と
を
断
定
す
る
こ
と
に
凌
る
。
…
…
『
帳
偽
の
朴
会
的
価
依
』
に
よ
っ
て
、
労
働
者
（
工
業
労

働
者
を
ふ
く
む
）
は
淋
伽
か
と
し
て
搾
坂
さ
れ
る
（
そ
の
価
帖
が
火
際
畏
業
に
投
ぜ
ら
れ
た
労
働
に
箏
し
い
と
き
に
比
べ
て
、
穀
物
に
た
い
し
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

多
く
の
代
価
を
支
払
か
せ
ら
れ
る
）
、
　
し
か
し
剰
余
仙
仙
（
そ
の
一
部
分
は
差
額
地
代
と
な
る
）
は
生
床
行
秋
で
労
働
考
の
搾
取
に
よ
っ
て
創
造
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
る
の
で
あ
っ
て
、
消
費
者
と
し
て
の
搾
取
に
よ
っ
て
創
逝
さ
れ
る
も
の
で
な
い
。
消
費
考
は
価
倣
お
よ
ぴ
剰
余
仙
他
を
夫
理
す
る
。
そ
う
で
な
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
ぱ
、
彼
ら
は
必
要
な
消
荻
物
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
消
孜
米
ス
、
の
人
は
、
伽
倣
（
お
よ
ぴ
剰
余
伽
仙
）
を
造
り
だ

む
か
ｈ
Ｃ
こ
れ
は
イ
ロ
ハ
で
あ
る
仁
し
た
が
っ
て
庇
偽
の
杜
会
的
価
他
は
、
差
級
地
代
の
源
泉
は
主
と
し
て
丁
茉
労
例
米
の
労
例
に
あ
る
と
統
諭
す

る
た
め
の
質
閉
な
根
拠
た
り
え
な
い
。
」

　
こ
の
よ
う
に
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
は
、
差
額
地
代
が
「
虚
偽
の
杜
会
的
仙
他
」
と
、
い
わ
る
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
し
か

も
な
お
そ
れ
が
生
産
的
基
礎
を
も
っ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
桝
釈
で
は
「
帳
篶
の
祉
会
的
仙
休
」
は
悦

閉
さ
れ
て
い
な
い
。
生
産
逃
秋
で
塊
実
に
造
ら
れ
る
差
級
地
代
的
剰
余
…
侃
が
ど
う
し
て
「
唯
侮
の
礼
会
的
…
仇
」
な
の
か
。
　
「
虚



偽
の
杜
会
的
価
値
一
と
い
う
の
が
、
そ
れ
が
か
か
わ
り
を
も
つ
生
産
過
程
に
直
接
の
実
体
性
を
も
た
窟
値
部
分
と
い
う
こ
と
を
含

意
す
る
の
奮
ぱ
・
生
産
過
程
で
現
実
量
廻
出
さ
れ
る
差
額
地
代
的
剰
余
橿
は
雇
偽
の
杜
会
需
値
一
と
は
い
え
な
い
。
生
産

過
程
で
現
実
に
造
出
さ
れ
る
差
額
地
代
的
剰
余
価
値
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
と
い
わ
れ
る
と
す
れ

ぱ
・
　
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
と
い
う
の
は
、
資
本
主
義
杜
会
の
立
場
か
ら
の
規
定
で
は
な
く
て
、
そ
れ
を
超
え
た
立
場
か
ら
の
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

定
と
さ
れ
る
か
・
あ
る
い
は
非
実
体
的
な
杜
会
的
価
値
で
は
な
く
て
不
当
な
杜
会
的
価
値
に
か
か
わ
る
規
定
と
さ
れ
る
か
、
二
っ
の

う
ち
の
ど
ち
ら
か
の
解
釈
を
と
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
リ
ユ
ビ
ー
モ
フ
は
第
一
の
解
釈
を
と
る
の
で
は
な
い
か
と
も
推
察
さ
れ
う

る
氏
“
聖
言
し
て
い
る
わ
げ
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
リ
ユ
ビ
ー
モ
フ
を
手
が
か
り
と
す
る
か
ぎ
り
、
山
田
氏
の
不
当
説
の
出
て
く
る

所
以
が
あ
る
。

　
○
Ｄ
　
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
『
地
代
論
』
松
村
四
郎
沢
、
　
一
四
九
頁
。

　
　
別
の
個
所
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
リ
ュ
ビ
ー
そ
フ
は
ま
た
こ
う
も
い
っ
て
い
る
。
　
「
木
茅
老
は
、
資
木
主
義
的
地
代
の
定
義
の
某
礎
と
し
て
、

　
　
そ
れ
は
『
趨
過
剰
余
伽
他
』
で
あ
る
と
い
う
規
定
を
お
く
も
の
で
あ
る
。
」
　
（
三
九
八
頁
）
。
　
「
マ
ル
ク
ス
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
地
代
と
は
、
価
値

　
　
を
も
た
な
い
生
産
手
段
　
（
す
な
わ
ち
労
働
に
よ
っ
て
生
瓜
さ
れ
な
い
生
産
手
撃
）
の
佼
州
椎
に
対
し
／
．
支
払
わ
れ
る
超
逃
剰
余
伽
仇
で
あ
る
。
」

　
　
（
四
六
六
頁
。
）

四
リ
一
ビ
エ
一
フ
は
別
の
仙
所
で
こ
ヱ
い
二
・
い
ろ
こ
「
マ
ル
ニ
は
、
あ
ら
ゆ
る
地
代
は
（
竃
一
禁
秤
で
あ
る
と
枢
め
て
邊
に
指

　
　
示
し
て
い
る
、
一
の
み
な
ら
ず
・
も
し
こ
の
地
代
が
羨
叡
地
代
あ
る
い
は
絶
対
地
代
で
あ
れ
ば
、
そ
の
篶
。
…
（
こ
れ
ら
の
地
代
は
ヲ
て
の
商
。
…
仙
他
の

　
　
一
構
成
郁
分
で
あ
る
）
の
生
産
に
さ
い
し
て
創
逃
さ
れ
た
剰
余
似
休
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
独
占
地
代
は
、
与
え
ら
れ
た
独
山
商
。
…
と
交
拠

　
　
さ
れ
る
商
＾
の
剰
余
仙
他
の
一
部
で
あ
る
Ｃ
拠
■
す
れ
ば
、
農
茉
で
得
ら
れ
、
芹
楓
地
代
（
お
よ
び
絶
対
地
代
）
の
一
、
い
泉
は
、
炎
業
労
働
者
の
不

　
　
払
労
働
に
あ
る
、
ま
た
農
業
で
得
ら
れ
ろ
独
占
地
代
の
涼
火
は
、
主
と
し
で
、
工
災
労
働
米
の
不
払
労
例
に
↓
、
り
る
の
で
あ
る
。
」
（
三
一
一
二
一
頁
。
）

　
３
）
　
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
、
二
四
一
頁
。

　
　
　
リ
ュ
ビ
ー
そ
フ
は
別
の
個
所
で
こ
う
も
い
っ
て
い
る
。
　
一
，
差
額
地
代
が
農
業
に
お
い
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
、
。
双
近
↓
十
、
で
マ
ル
ク
ス
主
義
考
の

　
　
　
差
額
地
代
Ｈ
不
当
価
値
説
（
白
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
（
二
九
）

、



’

立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）

三
〇
　
　
（
三
〇
）

　
問
で
争
う
べ
か
ら
ざ
る
真
理
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
的
真
理
と
さ
え
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
最
近
、
多
く
の
場
合
マ
ル
ク
ス
主
義
者
を
も
っ

　
て
自
任
し
て
も
失
当
で
な
い
と
思
わ
れ
る
一
連
の
経
済
学
者
（
ブ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
、
ソ
ソ
ツ
ェ
フ
、
ボ
ズ
ニ
ヤ
コ
フ
等
）
は
、
全
然
反

　
対
の
見
解
に
立
つ
に
至
っ
た
。
」
（
二
五
二
頁
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

↑
り
　
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
は
地
代
を
農
産
物
の
独
占
価
格
か
ら
導
き
だ
す
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
。
　
「
ブ
ル
ガ
ー
コ
フ
お
よ
び
ボ
ズ
ニ
ヤ
コ
フ
は
、
穀
物

　
の
価
格
は
そ
の
価
値
以
上
で
あ
っ
て
、
独
占
価
格
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
指
示
し
て
い
る
。
…
…
〔
し
か
し
〕
独
占
『
商
品
』
た
る
も
の
は
土
地

　
で
あ
っ
て
、
穀
物
で
な
い
。
そ
の
数
量
を
増
加
し
え
な
い
も
の
が
独
占
商
品
で
あ
る
か
ら
、
穀
物
は
独
占
の
対
象
物
た
り
え
な
い
つ
穀
物
の
数
量

　
は
つ
ね
に
荒
蕪
地
の
開
墾
お
よ
び
既
耕
地
の
経
営
集
約
化
に
ょ
っ
て
増
加
し
う
る
の
で
あ
る
。
」
（
二
七
〇
１
七
一
頁
。
）

同
　
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
、
七
六
…
七
頁
、
、

ゆ
　
同
一
五
〇
頁
。

　
　
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
は
農
産
物
の
価
値
を
決
定
す
る
杜
会
的
に
必
要
な
労
働
に
関
連
し
て
、
い
っ
て
い
る
。
　
「
平
均
労
働
と
、
杜
会
的
に
必
要
な
労

　
働
と
は
決
し
て
同
一
の
も
の
で
は
な
い
つ
両
者
の
差
異
は
農
業
・
採
鉱
業
等
に
お
い
て
殊
に
明
瞭
に
現
わ
れ
る
。
…
…
農
業
に
お
い
て
杜
会
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
必
要
な
労
働
は
、
マ
ル
ク
ス
の
証
明
し
た
よ
う
に
、
単
た
る
平
均
労
働
で
な
く
、
杜
会
的
に
必
要
な
劣
等
地
に
お
げ
る
平
均
労
働
で
あ
る
。
」
（
九

　
五
頁
。
）

　
　
こ
の
解
釈
は
差
額
地
代
Ｈ
平
均
説
に
た
い
す
る
批
判
を
含
苓
し
て
い
る
。
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
は
、
ブ
ル
ガ
ー
コ
フ
を
源
流
と
し
て
当
時
流
布
し
て

　
い
た
羊
額
地
代
Ｈ
平
均
説
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
ブ
ル
ガ
ー
コ
フ
は
：
：
：
穀
物
の
伽
他
は
劣
笠
地
に
よ
っ
て
調
節
さ
れ
な
い
で
、
平
均
地
に
よ
っ
て
調
節
さ
れ
る
こ
と
を
証
閉
し
よ
う
と
努
め

　
て
い
る
つ
し
た
が
っ
て
ブ
ル
ガ
ー
コ
フ
が
っ
ぎ
の
点
見
を
持
し
て
い
る
の
は
、
き
わ
め
て
ｎ
然
で
あ
る
。
　
『
農
業
で
く
社
会
的
に
必
要
な
労
働
Ｖ

　
は
蚊
悪
条
件
の
下
に
お
け
る
生
陸
物
の
生
陸
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
と
き
』
箏
実
上
『
労
働
伽
倣
は
快
木
的
に
否
定
さ
れ
る
』
〔
ブ
ル
ガ
ー

　
コ
フ
『
籔
木
主
義
と
農
業
』
箏
一
巻
九
二
頁
〕
と
。
他
の
個
所
で
彼
は
、
農
産
物
の
仙
倣
を
『
そ
の
生
陸
の
平
均
的
杜
会
条
件
に
よ
っ
て
』
　
〔
同

　
一
二
二
頁
」
決
定
し
て
い
る
。
拠
言
す
れ
ぼ
、
ブ
ル
ガ
ー
コ
フ
は
穀
物
の
価
他
を
、
平
均
地
で
そ
の
牛
産
に
要
す
る
労
働
批
を
も
っ
て
決
定
す
る
つ

　
：
…
ブ
ル
ガ
ー
コ
フ
同
様
、
ボ
、
ス
ニ
ヤ
コ
フ
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
断
言
し
て
い
る
、
穀
物
の
い
帷
は
、
杜
会
的
に
必
要
な
劣
箏
地
に
お
い
て
、
そ
の

　
一
革
に
姑
を
生
産
す
る
た
め
一
」
要
す
る
労
働
虹
に
ょ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
認
め
る
こ
と
は
、
　
『
伽
仮
理
論
に
お
け
る
原
則
的
二
元
論
』
　
〔
ボ
ズ
ニ

　
ヤ
コ
フ
『
価
仇
法
則
、
穀
物
お
よ
び
方
法
論
に
つ
い
て
』
　
『
マ
ル
ク
ス
主
義
の
旗
の
下
に
』
一
九
二
八
年
第
一
号
一
四
八
頁
〕
を
意
味
す
る
と
。



　
『
す
で
に
伝
統
的
と
な
っ
た
こ
の
法
則
（
穀
物
の
価
値
は
最
劣
等
地
区
あ
る
い
は
最
悪
条
件
の
下
に
お
け
る
労
働
支
出
に
－
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
）

　
は
、
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
体
系
の
基
礎
と
結
び
っ
け
ら
れ
え
な
い
。
そ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
価
値
法
則
を
不
可
避
的
に
覆
さ

　
ね
ぼ
な
ら
な
い
』
　
〔
同
二
二
一
頁
〕
。
」
（
リ
ュ
ビ
ー
ン
、
フ
、
二
五
四
－
五
頁
。
）

　
　
「
、
ア
・
ボ
グ
ダ
ｉ
ノ
フ
も
、
穀
物
価
値
は
平
均
地
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
と
い
う
見
地
に
立
っ
て
い
る
。
…
…
『
周
知
の
よ
う
に
、
商
品
の
価

　
値
は
、
そ
の
生
産
に
用
い
ら
れ
る
杜
会
的
に
必
要
な
労
働
の
平
均
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
各
六
の
与
え
ら
れ
た
部
門

　
で
の
平
均
的
労
働
生
産
力
に
依
存
す
る
。
し
か
る
に
：
・
…
そ
の
〔
農
産
物
の
〕
交
換
価
値
は
、
劣
等
な
自
然
的
諸
条
件
の
下
に
お
け
る
労
働
生
産

　
力
の
大
小
と
関
連
す
る
と
い
う
説
が
…
…
経
済
学
者
問
に
発
生
し
、
か
っ
普
及
し
た
。
』
　
〔
ア
・
ボ
グ
ダ
ー
ノ
フ
、
イ
・
ス
テ
パ
ー
ノ
フ
共
著
『
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
済
学
教
程
』
策
二
巻
八
五
頁
〕
…
…
こ
れ
は
失
当
で
あ
っ
て
、
　
『
労
働
価
値
法
則
の
例
外
』
　
〔
同
八
六
頁
〕
で
あ
る
…
…
。
穀
物
の
価
値
は
、
中

　
、
　
　
、

　
位
の
土
地
で
そ
の
生
産
に
要
す
る
労
働
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
。
」
（
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
、
二
六
一
－
二
頁
。
）

　
　
こ
れ
ら
の
見
解
に
た
い
す
る
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
の
批
判
。
１
「
何
ら
か
の
最
悪
の
（
し
か
し
杜
会
的
に
必
要
な
）
諸
条
件
の
下
で
、
そ
の
生
産

　
に
投
ぜ
ら
れ
る
杜
会
的
に
必
要
な
時
問
に
よ
っ
て
商
品
の
価
値
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
ブ
ル
ガ
ー
コ
フ
お
よ
び
そ
の
祖
述
者
た
る
ボ
ズ
ニ
ヤ
コ
フ

　
〔
お
よ
び
ボ
グ
ダ
ー
ノ
フ
〕
の
説
に
反
し
て
、
労
働
価
値
理
論
と
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
必
要
な
一
生
産
要
素
も
不
足
し
な
い
商
品
の
価

　
使
は
、
通
常
、
平
均
的
生
産
諸
条
件
の
下
に
お
け
る
杜
会
的
に
必
要
な
時
問
数
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
の
生
産
に
要
す
る
一
定
性
質
の
一
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
産
要
素
が
不
足
す
る
商
品
の
価
値
は
、
原
則
と
し
て
、
不
足
す
る
生
産
要
素
に
つ
い
て
は
、
最
悪
の
諸
条
件
（
杜
会
的
に
必
要
な
）
の
下
で
（
そ

　
の
他
の
諸
条
件
は
平
均
的
と
す
る
）
そ
の
生
産
に
用
い
ら
れ
る
杜
会
的
に
必
要
な
労
働
最
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
ブ
ル
ガ
ー
コ
フ

　
お
よ
び
そ
の
祖
述
者
の
説
に
反
し
て
、
農
産
物
一
単
位
姓
の
価
値
は
、
平
均
的
熟
練
、
集
約
性
、
技
術
そ
の
他
に
よ
っ
て
、
か
っ
杜
会
的
に
必
要

　
な
最
劣
等
地
で
、
そ
の
生
潅
に
用
い
ら
れ
る
杜
会
的
に
必
要
な
労
働
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
、
か
っ
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
・

　
そ
の
生
産
諸
要
素
が
十
分
に
あ
る
商
＾
に
つ
い
て
も
、
そ
の
反
対
の
条
件
の
下
に
あ
る
商
品
に
つ
い
て
も
、
価
値
法
則
が
全
然
同
一
に
表
現
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
奇
怪
き
わ
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
、
土
地
の
捌
限
性
は
仙
値
法
則
の
表
現
形
態
に
影
禅
を
与
え
な
い
と
考
え
る
こ
と
は

　
愚
の
竹
頂
で
あ
る
。
」
（
二
六
〇
－
六
一
頁
。
）

Ｃ
っ
　
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
、
一
六
〇
１
六
一
頁
。

働
　
同
二
四
五
頁
。

　
　
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
は
、
別
の
個
所
で
は
、
こ
の
点
に
閑
連
し
て
、
こ
う
も
い
っ
て
い
る
。
　
「
差
額
地
代
の
源
泉
は
工
業
に
あ
る
と
断
定
す
る
法
則

差
額
地
代
１
１
不
当
価
値
説
（
白
杉
）

ゴ
ニ
　
　
（
ご
二
）
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合
併
号
）

三
二
　
　
（
三
二
）

　
は
・
そ
の
証
明
方
法
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ル
ク
ス
の
生
産
価
格
理
論
と
矛
盾
す
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
マ
ル
ク
ス
の
絶
対
地
代
論
と
も
矛
盾

　
す
る
・
実
際
・
差
額
地
代
の
源
泉
が
工
業
に
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
こ
れ
は
、
工
業
で
は
農
業
に
お
げ
る
よ
り
も
多
く
の
剰
余
価
値
が
搾
坂
さ
れ
る
こ

　
と
を
証
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
絶
対
地
代
は
そ
の
反
対
の
こ
と
を
証
明
す
る
。
、
何
と
な
れ
ぱ
、
農
業
に
お
い
て
同
一
資
本
に

　
対
し
て
搾
取
さ
れ
る
剰
余
価
値
が
、
工
業
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
大
で
あ
る
と
き
に
の
み
、
絶
対
地
代
が
考
え
ら
れ
う
る
か
ら
。
、
絶
対
地
代

　
の
存
在
は
、
差
額
地
代
の
源
泉
が
工
業
に
あ
り
え
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
ゴ
ニ
ハ
ニ
ー
三
頁
。
）

　
　
こ
れ
ら
の
主
張
に
関
連
し
て
、
飯
日
繁
教
授
の
っ
ぎ
の
ご
と
き
注
意
が
あ
る
。
　
「
差
額
地
代
（
厳
密
な
農
業
に
お
け
る
）
の
源
泉
を
農
業
生
産

　
部
面
の
内
部
に
求
め
た
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
は
、
そ
れ
が
工
業
生
産
部
面
に
求
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
一
理
由
と
し
て
、
農
業
資
本
の
有
機
的
構
成
が

　
工
業
資
本
の
そ
れ
よ
り
も
低
い
点
を
指
摘
し
て
い
る
〔
リ
ュ
ビ
ザ
そ
フ
『
地
代
論
』
三
六
二
頁
、
三
六
三
頁
〕
。
　
し
か
し
、
差
額
地
代
た
る
『
諸

　
地
代
問
の
差
額
』
が
間
題
と
な
る
理
論
的
段
階
に
お
い
て
は
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
程
度
の
例
外
的
生
産
力
と
最
劣
等
地
生
産
力
と
を
形

　
成
す
る
土
地
の
豊
度
と
位
置
に
お
け
る
相
互
問
の
『
差
異
』
が
問
題
と
な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
農
業
生
産
都
面
内
部
に
お
け
る
資
本
の
有
機
的

　
構
成
の
差
異
は
も
と
よ
り
、
農
業
生
産
部
面
と
工
業
生
産
部
面
と
の
問
に
お
け
る
資
本
の
有
機
的
構
成
の
差
異
も
ま
た
一
時
捨
象
さ
れ
、
工
業
に

　
お
い
て
成
立
す
る
平
均
利
潤
率
が
農
業
に
お
い
て
も
成
立
す
る
と
前
提
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
資
本
の
有
機
的
構
成
の
差
異
が
考
察
の
中
に
入
る
の

　
は
・
絶
対
地
代
の
説
明
に
さ
い
し
て
で
あ
る
。
そ
し
て
、
差
額
地
代
の
源
泉
が
農
業
生
産
部
面
に
存
在
し
、
工
業
生
産
部
面
に
は
存
在
し
な
い
と

　
い
う
理
由
を
・
わ
れ
わ
れ
は
け
っ
し
て
農
業
資
本
の
有
様
的
構
成
の
比
較
的
低
位
に
求
め
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
直
接
に
、
農
業
生
産
部

　
面
の
内
部
で
生
産
さ
れ
た
種
々
の
大
い
さ
の
超
逃
剰
余
価
値
の
生
産
的
性
格
そ
の
も
の
の
中
に
求
め
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
Ｃ
　
（
リ
ュ
ビ

　
ー
モ
フ
も
・
も
ち
ろ
ん
基
本
的
に
は
そ
う
し
た
の
で
あ
っ
た
。
）
」
　
（
飯
田
繁
『
杜
会
的
価
値
の
理
諭
と
差
額
地
代
』
大
阪
市
大
『
維
済
学
年
報
』

　
第
一
集
、
　
一
九
三
一
年
、
一
一
五
－
六
頁
）
二
　
こ
れ
は
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
説
が
誤
解
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
な
さ
れ
た
注
意
で
あ
っ
て
、
そ
れ

　
に
た
い
す
る
批
判
と
受
け
と
ら
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
も
、
認
め
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
、
基
本
的
に
は
注
意
さ
れ
て
い
る

　
方
向
に
理
諭
を
構
成
し
て
い
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
一

９
）
　
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
、
　
一
六
一
－
－
二
頁
こ

¢
ｏ
同
一
六
四
頁
．
、

　
　
別
の
伽
所
に
は
、
こ
う
い
う
叙
述
も
甘
ら
れ
ろ
．
一
．
差
棚
地
伐
と
柵
対
的
姓
変
を
緕
び
つ
け
る
と
－
一
し
も
に
、
マ
ル
ク
ス
は
華
綱
地
代
と
柵
対
的

　
剰
余
価
他
を
緕
び
っ
け
た
ユ
、
－
…
棚
対
的
剰
余
仙
他
は
、
劣
等
機
械
が
な
お
礼
会
的
に
必
要
で
あ
る
と
き
、
優
良
機
械
を
佼
州
す
る
場
合
に
の
み



　
発
生
す
る
も
の
で
は
な
く
、
劣
等
地
が
杜
会
的
に
必
要
で
あ
る
と
き
、
優
良
地
を
使
用
す
る
場
合
に
も
発
生
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
」
（
四
六
八

　
頁
。
）

帥
　
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
、
二
四
五
－
七
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

吻
　
「
マ
ル
ク
ス
は
差
額
地
代
の
表
の
中
で
常
に
二
つ
の
地
代
形
態
－
－
１
生
産
物
地
代
と
貨
幣
地
代
－
－
．
を
掲
げ
て
い
る
、
、
、
玩
物
差
額
地
代
は

　
け
っ
し
て
工
業
か
ら
農
業
へ
の
剰
余
価
値
の
流
動
を
基
礎
と
し
え
た
い
、
そ
れ
は
異
な
っ
た
等
級
の
土
地
に
お
け
る
農
業
労
働
生
産
力
の
差
異
か

　
ら
発
生
す
る
。
し
た
が
っ
て
貨
幣
差
額
地
代
も
、
こ
の
農
業
労
働
生
産
力
の
差
異
を
基
礎
と
し
、
工
業
か
ら
農
業
へ
の
剰
余
価
値
の
空
想
的
流
動

　
を
基
礎
と
し
な
い
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
」
（
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
、
二
八
二
頁
。
）

胸
　
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
、
二
四
七
頁
。

¢
勾
　
価
他
が
杜
会
的
評
仙
に
依
拠
す
る
而
を
も
っ
こ
と
を
理
解
し
な
か
っ
た
櫛
ｍ
民
蔵
は
、
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
の
〃
派
の
こ
の
個
所
を
批
判
し
て
い
っ

　
て
い
る
。
　
「
こ
こ
で
閉
魎
は
、
牛
唯
物
総
計
一
八
○
○
キ
ロ
の
牛
産
の
た
め
に
費
し
た
必
妥
労
働
時
閉
は
八
○
○
時
”
で
あ
っ
て
、
九
〇
〇
時
問

　
で
は
な
く
、
そ
の
総
伽
仇
は
二
四
〇
留
で
あ
っ
て
二
七
〇
秘
で
な
い
か
ら
、
両
考
の
差
伽
一
〇
〇
時
閉
１
１
三
〇
榊
は
一
休
ど
こ
か
ら
来
た
か
、
か

　
つ
か
く
商
舳
そ
の
も
の
の
小
水
に
必
災
な
労
側
時
閉
を
雌
逃
す
る
仙
仙
壮
の
存
在
は
、
仙
仇
法
則
と
矛
乃
し
な
い
か
ー
一
し
い
う
に
あ
る
。
Ａ
地
区
と

　
Ｂ
地
区
に
お
け
る
労
側
の
牛
産
力
の
芹
は
二
〇
〇
キ
ロ
で
あ
る
。
Ｂ
地
Ｋ
は
四
〇
〇
時
閉
で
一
〇
〇
〇
キ
ロ
作
る
か
ら
、
　
一
単
化
に
ふ
く
ま
れ
る

　
必
災
労
働
時
閉
は
ら
○
十
Ｈ
○
○
○
Ｈ
○
」
時
閉
で
あ
ろ
が
、
　
市
拷
伽
仙
が
よ
り
＾
い
Ａ
地
区
の
き
○
十
〇
。
○
０
１
１
０
』
時
閉
で
決
定
さ
れ
る
か
ら
、
全

　
閥
＾
批
中
、
労
賃
充
光
分
の
一
郁
お
よ
び
胴
定
汽
木
充
｛
分
の
一
郁
が
逃
離
さ
れ
て
剰
余
伽
仙
分
と
た
る
。
剰
余
牛
床
物
二
〇
〇
キ
ロ
は
か
く
し

　
て
桝
成
さ
れ
る
し
…
魎
の
一
〇
〇
時
”
Ｈ
一
、
一
〇
榊
は
こ
の
二
〇
〇
キ
ロ
が
Ａ
地
Ｋ
の
必
瑛
労
働
時
”
○
・
五
吋
閉
で
〆
仙
さ
れ
た
も
の
で
あ
、
リ
、

　
４
〔
上
の
舳
仙
で
あ
る
。
：
…
・
〔
し
か
ろ
に
リ
ュ
ビ
ー
エ
、
フ
に
よ
れ
ば
」
　
『
向
地
Ｋ
で
什
会
ｍ
一
」
必
奥
斤
時
”
九
〇
〇
時
”
（
○
．
岬
×
Ｈ
ｏ
ｏ
○
○
）
だ

　
け
投
下
さ
れ
た
こ
と
と
な
ろ
』
と
あ
ろ
か
、
氷
｛
∴
杖
下
さ
れ
た
０
）
イ
ド
、
は
な
い
、
｝
ガ
火
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
井
刎
地
穴
は
あ
り
得
穴
い
、
た
だ
市
場

　
で
は
個
別
価
仮
を
共
迦
な
杜
会
的
価
仙
て
計
算
す
る
か
ら
、
八
○
○
時
閉
が
九
〇
〇
時
閉
－
、
し
た
り
、
　
一
二
〇
留
が
一
五
〇
榊
と
な
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
こ
れ
著
者
の
所
謂
『
有
利
な
生
産
条
件
の
労
働
者
は
よ
り
多
く
の
市
場
仙
他
を
牛
産
す
る
』
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
場
く
ｎ
、
商
舳
そ
の

　
も
の
の
生
産
に
必
要
と
す
る
労
働
時
問
（
個
別
仙
仇
の
総
計
八
Ｏ
○
時
閉
）
か
ら
兇
れ
ば
、
　
一
〇
〇
時
閉
（
８
０
－
ｏ
。
○
○
Ｈ
Ｈ
ｏ
○
）
だ
け
は
競
争
の

　
結
果
発
生
し
た
糸
日
上
の
仙
仇
で
あ
る
。
だ
か
ら
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
れ
は
『
市
場
仙
他
』
部
分
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
　
「
唯
偽
の
什
ヘ
ム
的
仙
仙
』

　
だ
と
い
う
。
市
場
価
倣
が
か
か
る
糸
目
上
の
価
倣
分
子
を
ふ
く
む
こ
と
が
、
商
品
そ
の
も
の
の
生
産
に
必
要
た
労
働
時
閉
に
よ
る
価
休
の
決
定
と

　
　
　
差
額
地
代
１
１
不
当
価
値
説
（
白
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
（
三
三
）
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矛
朽
し
な
い
か
と
い
う
閉
越
に
対
し
て
は
、
農
茉
外
｝
門
と
の
閑
係
に
お
け
る
考
察
が
必
、
要
■
と
た
る
。
そ
し
て
名
目
上
の
価
値
の
実
塊
は
、
こ
の

場
令
、
　
一
般
沽
火
者
に
対
す
る
二
拠
の
貢
税
で
あ
り
、
結
＾
に
お
い
て
他
部
門
か
ら
剰
余
…
但
の
流
入
を
伴
う
。
こ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
競

争
に
よ
る
名
口
上
の
｝
版
を
杜
公
的
舳
他
と
し
て
同
定
化
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
却
っ
て
著
者
の
所
謂
流
迦
本
に
論
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

ろ
に
著
者
は
差
狽
地
代
の
涼
泉
が
農
茉
に
お
け
る
湿
辿
剰
余
価
値
－
」
あ
る
と
い
う
主
張
の
た
め
に
－
１
－
し
か
も
こ
れ
を
上
目
然
的
生
産
条
件
の
差
異

に
も
と
づ
く
柵
対
灼
剰
余
仙
沌
の
某
礎
の
上
に
説
閉
し
な
が
ら
－
－
－
一
般
に
農
業
外
暖
業
か
ら
の
価
但
の
流
入
を
否
定
す
る
。
」
（
櫛
田
『
リ
ュ
ビ

ー
モ
フ
一
．
地
代
沽
一
の
細
介
」
　
『
大
原
杜
会
閉
廼
研
尤
所
雑
．
一
、
舳
』
　
一
九
、
二
四
年
へ
月
、
　
櫛
〕
氏
倣
全
災
第
三
巻
『
農
業
閑
題
』
二
五
八
－
六
〇

頁
。
）

　
リ
ュ
ビ
ー
二
、
フ
、
二
五
〇
－
－
五
二
｝
貝
。

　
櫛
Ｎ
は
、
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
が
一
、
帳
偽
の
杜
へ
一
的
い
泄
」
の
牛
牢
的
火
礎
を
閉
魎
に
し
た
の
に
対
し
て
、
い
っ
て
い
る
。
　
「
牛
虐
は
同
一
労
働
時

”
．
に
お
い
て
は
、
ル
、
雌
条
作
（
〔
然
的
・
技
術
的
た
い
し
礼
会
的
）
の
差
帆
ハ
に
よ
り
、
一
卑
位
あ
た
り
仙
別
…
帷
の
差
異
を
作
る
。
け
れ
ど
も
虚

偽
の
…
仇
は
作
ら
な
い
。
帳
偽
の
仙
倣
の
箏
生
は
、
仙
別
仙
倣
が
競
〃
午
の
結
果
、
　
一
般
的
岬
甘
に
八
〔
流
せ
し
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
三

れ
は
元
．
米
小
床
に
箏
〃
し
、
そ
し
て
小
に
に
反
作
川
を
及
ぼ
す
が
、
そ
れ
〔
沐
は
小
唯
火
象
で
は
な
い
。
伽
肌
〔
、
ル
は
止
、
咋
に
よ
っ
て
与
、
ガ
ん
ら
れ
、

跳
乍
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
か
（
そ
れ
は
た
だ
分
削
を
友
史
す
る
）
、
個
別
…
仙
の
篶
場
…
甘
へ
の
く
〕
流
は
雛
午
の
結
果
で
あ
る
。
」

（
『
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
ー
地
～
八
舳
」
の
細
介
』
今
、
朱
篶
．
、
．
企
二
六
圧
Ｎ
。
）
。
し
か
し
い
い
は
巾
に
仙
別
舳
附
と
し
一
１
、
生
．
唯
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、

ｎ
時
に
一
般
舳
…
甘
－
－
－
－
ｉ
そ
れ
の
〃
ソ
、
舳
〃
熊
が
｛
場
仙
甘
で
あ
ろ
ー
－
－
と
し
て
生
に
さ
れ
ろ
も
の
で
あ
■
）
う
。
　
そ
し
て
、
　
叶
て
こ
一
」
い
わ
ゆ
る

「
帳
篶
の
汁
ヘ
ム
舳
川
仙
一
の
小
牢
的
火
礎
、
か
あ
，
り
一

　
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
は
別
の
伽
所
で
い
っ
て
い
ろ
、
　
ー
マ
ル
ク
ス
は
、
洋
棚
地
代
を
形
成
す
る
伽
肌
の
席
．
偽
の
礼
公
性
を
泌
篶
し
て
い
る
が
、
そ
の

伽
倣
は
ま
ず
工
芙
一
」
お
い
て
形
成
さ
れ
、
　
っ
い
で
農
茱
一
」
流
入
す
る
と
は
決
し
て
折
示
し
て
は
い
な
い
…
。
　
こ
の
『
虚
偽
の
杜
ヘ
ム
的
仙
帷
』

（
そ
れ
ぱ
泌
Ｎ
沐
什
会
で
は
沽
減
す
ろ
で
ち
ろ
う
）
は
、
不
可
避
的
に
簑
木
主
堆
的
炎
ル
、
、
ｔ
」
お
い
て
刺
逃
き
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
工
業

で
制
遣
さ
れ
ろ
の
で
は
た
い
。
」
（
三
三
一
頁
）
一
　
讐
十
卜
主
義
的
農
芙
に
お
い
て
不
可
逃
的
に
創
逃
さ
れ
る
も
の
、
か
「
除
偽
の
杜
会
的
舳
帷
」
だ
と

い
わ
れ
ろ
の
は
、
　
一
て
れ
の
消
滅
一
が
伽
川
待
さ
れ
ろ
肋
肋
向
体
汁
ベ
ム
か
ら
〔
几
て
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ろ
ま
い
。



四

　
山
田
氏
の
差
額
地
代
ｕ
「
不
等
な
杜
会
的
価
値
」
諒
は
戟
前
の
諸
論
稿
　
（
『
北
穴
詐
は
幻
何
に
研
突
す
べ
き
か
？
』
ｉ
歴
史
科
学
』
一
九

三
四
年
五
－
八
月
、
　
『
差
額
地
代
に
閑
す
ろ
私
見
』
同
上
一
九
一
二
四
年
十
月
－
一
九
三
五
年
三
月
、
　
『
絶
対
地
代
の
正
し
い
把
握
の
た
め
に
－
マ
ル

ク
ス
絶
対
地
代
諭
に
閑
す
る
盃
山
お
よ
ひ
疑
閑
の
批
判
的
解
明
』
同
上
一
九
一
一
一
五
年
十
一
－
十
二
月
）
　
に
発
芽
し
て
い
る
。
戟
前
に
お
げ
る
氏

の
所
説
を
あ
と
づ
け
て
ゆ
く
に
あ
た
っ
て
、
氏
の
所
説
に
か
な
り
さ
ぎ
だ
ち
土
方
成
美
教
授
が
「
虎
偽
の
祉
会
的
伽
値
」
に
つ
い
て

次
ぎ
の
ご
と
く
書
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
一
っ
の
柿
話
と
し
て
典
味
を
ひ
く
と
こ
ろ
が
な
い
で
な
か
ろ
う
。
シ
」
う

で
あ
る
。

　
　
「
仙
仙
以
上
の
市
場
仙
格
が
牛
ず
る
結
火
と
し
て
地
主
が
地
代
を
悠
得
す
る
に
到
る
と
云
う
こ
と
は
閉
に
彼
〔
マ
ル
ク
ス
〕
が
一
方
に
於
て
二

　
切
の
地
代
は
剰
余
仙
仙
で
あ
り
、
剰
余
労
働
の
産
物
で
あ
る
』
と
云
う
の
と
矛
爪
ナ
る
の
小
な
ら
ナ
、
価
似
な
き
価
格
を
認
め
る
こ
と
は
労
働
の
産

　
物
に
あ
ら
ざ
る
仙
俗
を
認
容
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
閉
に
少
山
、
仏
く
と
も
労
例
伽
“
訣
の
淋
分
舳
破
綻
を
示
す
も
の
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
…
殊

　
に
こ
の
点
に
閑
し
て
特
に
汰
怠
す
べ
き
は
、
マ
ル
ク
ス
が
｛
場
に
篶
て
は
叱
佛
の
杜
会
的
価
仙
が
逃
り
出
さ
れ
る
と
主
帳
す
る
点
で
あ
る
。
庇
偽
と

　
い
う
∴
災
を
此
篶
合
に
大
在
せ
ざ
る
と
云
・
ユ
＾
味
に
桝
秋
ナ
る
こ
と
は
無
点
炎
で
あ
ろ
か
ら
、
納
い
泌
れ
る
と
か
不
当
な
の
と
か
何
箏
か
の
倫
弾
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ
一

　
判
断
よ
り
出
で
た
る
芯
味
に
淋
釈
し
な
け
れ
ば
山
、
へ
る
ま
い
し
」

　
少
な
く
と
も
青
共
の
上
で
は
、
こ
こ
に
「
不
当
な
杜
会
的
仙
竹
」
と
い
う
仰
釈
が
先
榊
づ
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
洋
意
さ

れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
言
共
は
Ｎ
じ
で
も
、
土
方
教
授
の
僻
秋
と
山
川
氏
の
そ
れ
と
は
内
奔
を
異
に
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち

山
旧
氏
は
土
方
氏
の
脈
釈
に
ｎ
肌
を
対
立
さ
せ
て
云
っ
て
い
る
。
「
“
写
プ
な
る
許
の
意
味
を
『
唯
仇
の
』
乃
至
は
一
一
存
在
し
な
い
」

　
　
　
　
差
額
地
代
１
１
不
当
仙
仙
説
（
白
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
（
三
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
　
（
ご
ニ
ハ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
解
す
る
の
で
な
く
、
ま
た
倫
堆
的
意
味
に
解
す
ぺ
ぎ
で
も
断
じ
て
な
く
、
　
『
杜
会
的
平
均
的
仙
値
規
定
の
原
則
か
ら
み
て
不
当
な
、

す
な
わ
ち
、
こ
の
原
則
が
モ
デ
ィ
フ
ア
イ
さ
れ
た
場
合
の
価
値
規
定
に
よ
っ
て
成
立
す
る
』
と
い
う
意
味
に
解
す
べ
き
な
の
で
あ

２
－

を
。
」

　
こ
の
見
地
か
ら
し
て
山
田
氏
は
ま
た
、
二
木
氏
の
批
判
に
関
連
し
て
い
っ
て
い
る
。
　
「
『
資
本
論
』
に
お
げ
る
、
、
｛
己
・
っ
９
胃
。
り
◎
■
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

巴
Ｒ
オ
ｏ
二
、
、
は
、
　
虚
偽
の
杜
会
的
舳
値
だ
な
ど
と
単
純
皮
相
に
解
す
べ
き
で
は
な
く
て
、
災
業
部
門
で
生
産
さ
れ
、
且
っ
農
業
生

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

産
箏
情
の
必
然
的
特
殊
仕
の
た
め
に
杜
会
灼
に
は
特
殊
な
仕
方
で
、
市
場
仙
仇
概
定
を
う
げ
た
と
こ
ろ
の
剰
余
…
値
と
い
う
、
複
雑

な
恵
味
に
お
い
て
解
す
ぺ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ぱ
…
差
額
地
代
は
控
業
労
働
者
の
生
肢
せ
る
剰
余
価
値
の
転
化
物
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

し
て
…
・
…
・
徴
塵
の
疑
閑
す
ら
起
ぎ
る
余
地
も
な
く
完
全
に
確
証
さ
れ
且
っ
把
握
さ
れ
う
る
で
は
な
い
か
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
－

　
山
旧
氏
に
よ
れ
ぱ
「
差
額
地
へ
に
柾
形
す
る
Ｐ
、
巌
偽
の
杜
会
的
仙
値
』
が
農
業
部
門
内
で
形
戊
さ
れ
る
特
殊
的
な
超
地
利
澗
だ
」

と
い
う
の
で
あ
る
。
氏
は
、
こ
う
も
い
っ
て
い
る
。
　
「
優
良
地
の
諦
経
営
に
お
い
て
桐
対
的
に
州
大
す
る
剰
余
仙
他
は
、
革
な
る
糸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

日
に
す
ぎ
な
い
空
唯
な
仙
仇
で
は
な
く
し
て
、
か
か
る
諾
経
営
に
お
げ
る
労
例
生
産
仕
の
桐
対
的
坤
逃
が
、
市
場
仙
仇
規
定
の
必
然

的
な
特
殊
仕
に
よ
っ
て
特
殊
な
仙
化
槻
定
を
う
げ
る
緕
皿
爪
、
畏
業
独
特
の
剰
余
伽
他
（
実
体
的
に
み
れ
ぼ
剰
余
生
産
物
）
と
し
て
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

現
さ
れ
た
も
の
－
－
－
－
で
あ
る
。
」

　
ま
た
い
う
。
　
「
豊
度
お
よ
び
位
直
の
優
劣
性
を
内
包
す
る
土
地
の
制
限
性
の
た
め
に
、
峰
業
経
営
へ
の
白
由
な
る
投
資
が
側
限
さ

れ
る
結
果
、
農
産
物
の
市
場
仙
値
の
規
定
が
必
休
的
に
偏
崎
し
、
差
額
地
代
に
転
化
さ
る
べ
ざ
剰
余
舳
値
た
る
一
．
虚
偽
の
杜
会
的
舳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

値
』
が
農
業
部
門
独
特
の
超
過
利
潤
と
し
て
造
り
出
さ
れ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
〕

　
要
す
る
に
山
田
氏
に
よ
れ
ぼ
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
を
文
字
ど
お
り
の
「
虚
偽
の
伽
仇
」
と
す
る
の
は
菌
俳
で
あ
っ
て
、
そ
れ



は
正
し
く
は
「
嚢
部
門
で
造
り
出
さ
れ
た
宜
一
実
の
剰
余
価
値
で
あ
る
と
同
時
に
、
平
均
利
潤
以
上
に
出
る
農
業
部
門
独
特
の
超
過

利
潤
で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
・
そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
そ
れ
が
「
不
当
な
一
杜
会
的
価
値
な
の
か
。
以
下
、
こ
の
点
に
焦
点
を

お
い
て
山
田
氏
の
戦
前
に
お
げ
る
差
額
地
代
論
を
若
干
く
わ
し
く
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
い
わ
ゆ
る
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
と
し
て
の
差
額
地
代
は
、
平
均
利
潤
以
上
に
出
る
農
業
部
門
独
特
の
超
過
利
潤
と
し
て
、
農

業
部
門
で
っ
く
り
出
さ
れ
た
真
実
の
剰
余
価
値
で
あ
る
と
い
う
ン
」
と
の
論
拠
と
し
て
、
山
旺
氏
が
ま
ず
考
え
て
・
い
る
の
は
、
そ
の
成

立
が
一
般
市
場
法
則
の
否
定
で
は
な
く
て
偏
椅
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
氏
は
差

額
地
代
の
成
立
を
規
定
す
る
市
場
法
則
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
、
い
っ
て
、
い
る
。

　
　
コ
般
的
生
産
物
の
杜
会
的
橿
実
現
の
市
場
法
則
に
ょ
れ
ば
、
－
－
・
如
要
る
生
儀
門
を
例
に
と
つ
て
も
、
、
一
、
の
生
産
部
門
隻
い
て
相
対

的
に
警
大
量
嵩
品
量
を
篶
す
る
生
産
諸
条
件
一
こ
れ
は
標
準
的
俣
別
し
た
場
合
の
中
位
．
優
良
宝
ぴ
不
良
と
い
う
三
つ
の
類
型
の
何
れ

か
を
意
味
す
る
一
の
下
で
生
産
さ
れ
た
商
品
の
生
儒
壕
、
当
該
生
集
門
の
商
品
総
最
の
平
均
的
希
場
生
産
価
格
を
規
制
す
る
…
。
、

す
な
わ
ち
農
業
以
外
の
一
般
嬰
生
産
諸
部
門
に
あ
一
て
は
、
諦
資
本
の
白
由
蓋
碧
阻
害
す
る
何
ら
の
要
因
喜
在
し
き
か
ら
、
ど
の
部
門

隻
い
て
も
・
そ
の
時
々
の
経
済
的
釜
の
諸
条
件
が
写
腎
、
一
定
の
栗
麓
奪
つ
鷲
の
増
設
や
、
さ
ら
に
経
営
規
模
の
高
度
化
た
る

生
潅
婁
ど
は
・
全
く
畠
な
の
で
あ
る
・
こ
の
よ
う
李
構
か
ら
し
て
、
必
然
的
に
、
一
の
生
産
部
門
隻
い
て
圧
倒
的
に
増
設
差
は
籍

さ
れ
た
素
設
卿
－
荒
が
当
索
門
隻
け
る
生
藷
希
中
の
い
か
な
る
地
隻
占
め
る
に
し
丁
、
、
－
、
の
下
で
生
産
さ
れ
た
同
一
商
口
…
の

生
儒
格
が
・
市
場
調
節
的
と
な
る
わ
け
で
雲
。
と
こ
ろ
董
簾
門
の
生
産
物
に
奮
と
、
事
態
は
大
い
仮
山
な
つ
て
く
る
、
…
一
土
地
の

隈
性
を
そ
の
白
然
躍
礎
と
す
る
霧
の
警
化
と
、
十
地
淫
の
不
等
性
ぎ
ぴ
灘
性
を
そ
の
白
然
的
纏
と
す
る
各
鷲
資
本
の
生
努

の
不
等
性
セ
ぴ
濃
性
と
い
う
一
二
つ
の
裳
性
の
み
一
め
に
、
一
般
讐
、
集
繰
門
の
場
合
の
よ
う
に
一
定
の
生
産
襲
件
の
素
価
寡
市
場

調
節
的
と
言
う
る
よ
う
に
は
・
農
業
警
の
拡
張
や
集
禁
奇
さ
れ
な
い
ば
か
り
妻
く
、
市
場
の
褒
を
充
等
る
た
め
に
必
要
享
べ
て

　
　
　
　
差
額
地
代
１
１
不
当
価
値
説
（
白
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
（
三
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
（
三
八
）

　
の
農
業
経
営
が
－
た
と
え
資
本
構
成
は
同
一
で
あ
っ
て
も
－
１
－
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
相
対
的
生
産
力
を
異
に
し
て
い
る
と
い
う
事
情
か
ら
し
て
、
不
可

　
避
的
に
、
相
対
的
に
最
低
位
の
生
産
力
を
示
す
土
地
で
の
個
別
的
生
産
価
格
那
常
に
市
場
調
節
的
と
な
る
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
も
し
も
市
場
生

　
産
価
格
が
最
劣
等
地
で
の
個
別
的
生
産
価
格
以
下
で
規
制
さ
れ
る
な
ら
ば
、
最
劣
等
地
で
の
経
営
者
は
そ
の
生
産
物
の
販
売
を
差
し
控
え
る
が
た
め

　
に
、
市
場
に
対
す
る
供
給
量
は
不
足
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
市
場
価
格
は
最
劣
等
地
の
経
営
者
を
満
足
せ
し
む
る
点
ま
で
日
卯
騰
す
る
に
至
る
か
ら
で

　
あ
る
。
、
〔
し
か
し
〕
農
業
生
産
物
の
市
場
調
節
的
生
産
価
格
の
規
定
に
関
す
る
如
上
の
特
殊
性
は
、
一
般
的
生
産
物
の
市
場
法
則
の
否
定
で
は

　
決
し
て
な
く
、
そ
れ
の
一
種
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
－
シ
ヨ
ソ
（
偏
碕
）
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
市
場
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー

　
シ
ヨ
ソ
は
、
そ
れ
が
貰
本
主
義
の
支
配
下
に
あ
る
農
業
経
営
に
と
っ
て
は
揚
棄
し
得
な
い
特
殊
性
に
基
因
し
て
い
る
限
り
、
偶
然
的
な
現
象
で
は
な

　
く
し
て
、
資
本
の
力
に
よ
っ
て
は
到
底
克
服
し
得
な
い
一
の
必
然
性
な
の
で
あ
る
。
婁
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
資
本
主
義
の
揚
棄
な
く
し
て
は
決
し

　
て
消
減
し
な
い
と
こ
ろ
の
、
す
な
わ
ち
、
資
本
の
白
己
運
動
を
通
じ
て
作
用
す
る
一
般
的
な
市
場
法
則
に
内
属
す
る
と
こ
ろ
の
一
の
特
殊
性
、
一
の

　
　
　
　
　
　
　
　
副

　
矛
盾
に
外
な
ら
な
い
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
農
業
部
門
に
お
げ
る
一
般
市
場
法
則
の
偏
俺
は
平
均
原
理
の
限
界
原
理
へ
の
偏
椅
と
い
う
形
を
と
る
わ
げ
で
あ
る
が
、
こ
の
偏
椅

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
業
部
面
に
お
い
て
限
界
原
理
に
し
た
が
っ
て
市
場
を
調
節
す
る
も
の
が
、
一
般
的
に
は
平
均
原
理
に
し
た
が

っ
て
市
場
を
調
節
す
る
も
の
と
同
じ
く
、
市
場
仙
値
ま
た
は
市
場
生
産
価
格
と
よ
ぱ
れ
る
の
は
ど
う
し
て
か
。
山
田
氏
の
所
説
で
は
、

こ
の
点
が
明
瞭
で
は
な
い
。
こ
の
点
を
明
瞭
に
す
る
た
め
に
は
、
農
業
部
門
に
お
げ
る
限
界
原
理
の
支
配
は
、
む
し
ろ
、
そ
こ
で
の

与
え
ら
れ
た
杜
会
的
欲
望
に
対
応
す
る
生
産
を
可
能
に
す
る
平
均
的
な
要
件
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

確
認
は
、
限
界
原
理
の
支
配
に
よ
る
超
逃
剰
余
仙
値
ま
た
は
超
過
利
潤
が
豊
業
部
面
で
っ
く
り
出
さ
れ
る
剰
余
仙
値
に
ぽ
か
な
ら
な

い
と
い
う
認
識
に
み
ち
び
く
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
山
田
氏
は
市
場
法
則
を
そ
こ
ま
で
掘
り
さ
げ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
、
市
場
法
則
の
偏
椅
か
ら
直
接
に
差
額
地
代
の
実
体
性
を
み
ち
び
き
だ
す
こ
と
が
で
ぎ
な
か
っ
た
Ｃ
一
部
の
論
者
は
、
山



田
氏
が
差
額
地
代
の
説
明
に
市
場
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
を
一
面
的
に
強
調
す
る
よ
う
に
難
じ
て
い
る
げ
れ
ど
も
、
そ
う

で
は
な
い
。

　
そ
こ
で
、
差
額
地
代
の
実
体
性
を
論
証
す
る
た
め
に
山
田
氏
が
第
二
に
も
ち
だ
し
て
く
る
の
は
優
良
地
に
お
け
る
労
働
生
産
性
の

相
対
的
増
進
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
市
場
法
則
の
偏
椅
は
当
然
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
氏
は
い
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
「
土
地
生
産
物
の
市
場
価
格
は
常
に
最
劣
等
地
に
お
け
る
現
由
、
八
の
生
産
価
格
（
費
用
価
格
プ
ラ
ス
平
均
利
潤
）
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
と
い
う
こ

　
と
か
ら
し
て
、
次
の
よ
う
な
諸
規
定
が
必
然
的
に
結
論
さ
れ
て
く
る
。
第
一
に
、
最
劣
等
地
の
経
営
に
お
い
て
は
、
当
然
、
現
実
の
個
別
的
生
産
価

　
格
は
市
場
調
節
的
の
一
般
的
生
産
価
格
に
等
し
い
。
第
二
に
、
喪
度
が
ヨ
リ
優
良
な
土
地
で
の
諸
経
営
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
そ
の
相

　
対
的
な
労
働
生
産
性
は
増
進
す
る
か
ら
、
現
実
の
個
別
的
生
産
価
格
は
市
場
調
節
的
の
一
般
的
生
産
価
格
よ
り
は
小
で
あ
る
。
そ
し
て
経
営
地
の
相

　
対
的
な
労
働
生
産
性
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
か
か
る
差
異
は
著
し
く
な
る
。
．
第
三
に
、
以
上
の
事
態
は
各
経
営
地
に
お
け
る
生
産
物
の
単
位
量

　
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
同
様
の
事
態
は
各
地
の
生
産
物
総
量
に
つ
い
て
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
。
す
な
わ
ち
現
実
の
個
別
的
生
産
価
格
の

　
合
計
と
、
市
場
調
節
的
の
一
般
的
生
産
価
格
の
合
計
と
の
差
額
（
後
者
マ
イ
ナ
ス
前
者
）
は
、
最
劣
等
地
に
お
い
て
は
零
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
ヨ

　
リ
優
良
な
諦
土
地
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ン
、
の
労
働
生
産
性
の
相
対
的
な
増
進
程
度
に
正
比
例
し
て
増
大
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
以
上
の
よ

　
う
な
事
態
の
不
可
避
的
な
緕
果
と
し
て
、
第
四
に
、
最
劣
等
地
に
お
け
る
筑
本
は
た
だ
平
均
利
潤
の
み
を
得
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
爾
余
の
土
地
に
お

　
け
る
各
筑
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
平
均
利
潤
の
外
に
、
そ
の
労
働
生
産
性
の
桐
対
的
増
進
に
照
応
し
て
瑚
大
し
て
い
る
超
過
利
澗
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
五
に
、
か
く
し
て
虻
劣
等
地
か
ら
は
何
ら
の
∴
代
い
芽
榊
地
代
も
形
成
さ
れ
な
い
が
、
蘭
余
の
十
地
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
前
述
の
超
過
利

　
澗
が
差
綱
地
代
に
似
化
さ
れ
て
、
十
地
所
布
考
の
懐
中
に
流
れ
込
む
し
」

　
こ
こ
で
云
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
最
劣
等
地
以
外
の
諾
優
艮
地
に
お
げ
る
労
例
生
産
性
の
高
位
　
　
労
働
生
産
性
の
相
対

　
、
　
　
　
、

的
瑚
進
と
い
う
の
は
こ
の
場
合
不
正
確
で
あ
ろ
う
　
　
と
い
う
こ
と
が
差
額
地
代
的
超
過
利
潤
の
源
双
を
な
す
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

　
　
　
　
善
額
地
代
１
１
不
讐
伽
倣
説
（
巾
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
（
三
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
（
四
〇
）

う
。
し
か
し
、
こ
の
事
情
は
、
そ
れ
だ
げ
で
は
、
差
額
地
代
的
超
過
利
潤
の
原
因
た
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
げ
だ
し
、
こ
の
事
情
の

う
ち
に
は
、
最
劣
等
地
の
個
別
的
生
産
怖
格
を
市
場
調
節
的
た
ら
し
め
ず
に
は
お
か
な
い
よ
う
な
事
情
は
ふ
く
ま
れ
て
い
な
、
い
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

で
あ
る
。
・
」
の
事
情
が
関
係
を
も
つ
の
は
、
優
良
地
の
個
別
的
生
産
価
格
を
市
場
生
産
価
格
以
下
た
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
差

額
地
代
に
転
形
す
ぺ
ぎ
超
過
利
潤
の
発
生
を
不
可
避
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
げ
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
山
田
氏
も
ま
た
差
額
地
代
の
成
立
を
右
の
二
つ
の
事
情
に
か
か
わ
ら
せ
て
、
い
っ
て
い
る
。

　
　
「
差
額
地
代
は
平
均
利
潤
以
上
に
出
る
超
過
利
潤
の
転
形
物
で
あ
つ
て
、
か
か
る
超
過
利
潤
そ
？
う
の
は
、
最
劣
等
地
以
外
の
土
地
隻
け
る
労

働
生
産
性
の
相
対
的
増
進
の
結
果
が
、
市
場
橿
規
定
の
モ
デ
イ
フ
イ
ヶ
－
シ
ヨ
ソ
の
た
め
に
、
平
明
利
潤
の
形
匿
参
加
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の

　
ま
ま
、
平
均
利
潤
以
上
の
剰
余
価
債
と
し
て
、
固
定
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」

　
ま
た
、
い
う
。

　
　
「
土
地
生
産
物
を
支
配
す
る
市
場
擢
の
規
定
は
、
利
潤
の
平
均
運
碧
そ
の
基
本
的
棲
与
る
一
般
市
場
法
則
通
是
は
遂
行
さ
れ
ず
に
、

　
そ
れ
の
特
殊
性
Ｈ
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ョ
ソ
と
し
て
実
現
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
か
か
る
モ
デ
イ
フ
イ
ヶ
－
シ
ヨ
ソ
が
何
故
に
惹
起
さ
れ
る
と
い
え
ば
、

農
業
経
営
の
も
つ
諸
特
殊
性
釜
本
の
白
由
運
動
を
阻
害
す
る
が
故
で
あ
つ
て
、
後
者
の
阻
褒
因
が
嚢
さ
れ
き
か
冨
、
前
者
の
現
象
は
必

　
然
的
で
あ
る
・
そ
し
て
、
こ
の
モ
デ
イ
フ
イ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
の
た
め
に
、
す
な
わ
ち
最
劣
等
地
の
個
別
的
生
産
価
格
が
市
場
調
節
的
生
産
価
格
と
な
る

　
が
た
め
に
・
最
劣
等
地
以
外
で
の
諦
経
営
に
お
け
る
労
働
生
陸
性
の
相
対
的
な
１
－
一
一
一
１
、
う
ま
で
・
う
“
、
仏
く
最
劣
等
地
で
の
撮
低
位
の
労
働
生
産
性
以
上

　
に
出
る
と
こ
ろ
の
－
…
－
増
逃
は
、
利
潤
の
一
般
的
平
均
運
動
に
参
加
す
る
こ
と
な
く
、
総
べ
て
ン
、
の
ま
ま
剰
余
生
産
物
音
、
た
は
剰
余
価
値
と
し
て
の

形
態
を
と
一
て
現
わ
れ
・
か
く
し
て
平
均
利
以
上
の
超
逃
利
潤
が
成
手
る
こ
と
に
な
る
二
こ
の
篭
利
澗
釜
形
し
て
、
農
蕾
本
家
の
手
か

　
ら
土
地
所
有
老
の
懐
中
に
移
転
さ
れ
る
も
の
が
差
額
地
代
に
外
な
ら
な
い
。
」

　
し
か
し
右
の
ご
と
く
二
っ
の
事
情
を
結
び
っ
け
て
考
え
る
に
せ
よ
、
以
上
か
ら
し
て
「
農
業
部
門
に
お
け
る
平
均
利
潤
以
上
の
超



過
利
潤
、
随
っ
て
そ
の
差
額
地
代
は
真
実
の
剰
余
仙
値
だ
と
い
う
こ
と
が
、
も
は
や
凝
問
の
余
地
な
き
ま
で
に
論
究
さ
れ
た
」
、
　
し

た
が
っ
て
「
そ
の
超
過
利
潤
と
同
一
物
た
る
『
虚
偽
の
杜
会
的
価
位
」
は
、
勿
論
、
真
実
の
剰
余
仙
値
以
外
の
何
物
で
も
あ
り
得
な

い
」
な
ど
と
結
論
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
右
の
二
つ
の
事
情
の
綜
合
に
お
い
て
考
え
る
に
せ
よ
、
遺
憾
な
が
ら
、
差
額
地
代
は

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
で
は
な
く
て
真
実
の
剰
余
価
値
で
あ
る
と
さ
れ
う
る
稜
極
的
な
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
げ
だ
し
二
つ
の
事
情
の
い
ず
れ
も
が
、
山
田
氏
の
説
明
に
お
い
て
は
、
差
額
地
代
的
剰
余
価
値
の
稜
極
的
な
根
拠
と
さ
れ
う
る

も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
二
っ
を
如
何
に
給
び
っ
け
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
所
期
の
結
論
の
出
て
ぎ
よ
う

が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
山
田
氏
は
い
っ
て
い
る
。

　
　
「
市
場
法
川
の
エ
ニ
ァ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
に
よ
っ
て
成
文
す
る
超
逃
利
澗
は
、
同
一
部
門
内
の
仙
値
の
平
均
化
な
ら
ぴ
に
諦
部
門
問
の
利
澗
の
平

　
均
化
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
礼
会
的
に
実
軌
さ
れ
た
剰
余
仙
仙
だ
と
〔
い
わ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
、
そ
し
て
た
だ
そ

　
う
〕
い
う
意
味
に
わ
い
て
、
ナ
な
わ
ち
礼
八
パ
的
伽
他
の
常
川
灼
山
ド
ゾ
軌
逃
〃
か
ら
見
れ
ぱ
焚
川
的
だ
と
い
う
土
。
仙
味
に
お
い
て
、
　
『
不
当
な
』
と
視
定
さ

　
れ
た
〔
に
と
ど
ま
る
」
の
で
あ
る
つ
…
…
ナ
な
わ
ち
、
土
地
生
床
物
に
つ
い
て
は
、
最
劣
等
地
で
の
生
産
価
俗
が
市
場
を
訓
節
す
る
た
め
、
そ
の
総

　
泄
で
は
市
場
価
格
の
総
徽
が
現
穴
灼
生
産
価
格
の
総
繍
に
比
べ
て
、
↓
、
六
た
ン
、
の
単
位
姑
で
は
市
場
仙
格
が
現
実
の
平
均
生
産
価
格
に
比
べ
て
、
常
に
、

　
あ
る
騰
貨
率
．
：
・
－
を
も
つ
高
償
で
視
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
騰
貨
し
た
だ
け
の
杜
会
的
価
償
は
、
一
般
的
市
場
法
則
の
銚
で
み
れ
ば
、
正
常
で
山
な
い
、

　
不
当
な
も
の
で
あ
る
つ
と
は
云
え
、
か
壬
っ
な
一
樋
の
『
不
当
ユ
、
へ
杜
会
的
価
値
』
が
造
り
川
〕
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
源
双
と
し
て
の
資
本
主
義
的
農
業

　
縦
営
の
諦
特
殊
性
が
揚
棄
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
不
可
避
的
な
理
象
で
あ
っ
て
、
籔
本
主
義
的
杜
会
が
無
止
、
心
誠
か
つ
無
計
函
に
遂
行
す
る
一
の
行
為
に
過

　
ぎ
な
い
・
し
か
し
、
こ
の
杜
会
的
行
為
は
、
必
然
的
に
、
生
産
物
…
－
－
特
に
こ
の
場
合
は
土
地
生
産
物
、
ｉ
、
、
の
牛
産
お
上
ぴ
交
扱
に
閑
す
る
杜
会
的

　
関
係
に
根
拠
し
て
い
る
も
の
で
、
決
し
て
土
地
姶
度
の
不
等
性
な
ど
を
ン
、
の
本
慨
的
根
拠
、
，
，
．
．
た
と
え
一
〆
、
れ
の
自
然
的
基
礎
で
は
あ
っ
て
。
カ
ー
、
、
、
と

　
　
　
　
差
額
地
代
１
１
不
当
価
値
説
（
白
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
（
四
一
）
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し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
…
…
〔
要
す
る
に
」
差
額
地
代
に
転
化
す
る
平
均
利
潤
以
上
の
超
過
利
潤
は
、
真
実
の
剰
余
価
値
に
は
違
い
な
い
が
、
利

　
潤
の
平
均
運
動
を
枢
軸
と
す
る
一
般
的
市
場
法
則
か
ら
見
れ
ば
一
種
の
『
不
当
な
杜
会
的
価
値
』
と
見
依
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
た
か
か
る
不

　
当
な
剰
余
価
値
が
必
然
的
に
形
成
さ
れ
る
所
以
は
、
農
業
経
営
に
お
け
る
諸
特
殊
性
が
資
本
主
義
の
下
で
は
揚
棄
さ
れ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
Ｃ
こ
れ

　
を
二
冒
に
し
て
い
え
ば
、
差
額
地
代
の
源
泉
は
農
業
経
営
の
諸
特
殊
性
に
外
な
ら
な
い
ｃ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
か
く
し
て
山
田
氏
は
、
差
額
地
代
は
非
真
実
的
な
い
し
非
実
体
的
と
い
う
意
味
で
の
１
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
で
は
な
く
て
、
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

正
常
的
と
い
う
意
味
で
の
「
不
当
な
杜
会
的
仙
値
」
で
あ
る
と
云
お
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
氏
の
場
合
に
は
、
差
額
地
代
の

真
実
仕
の
班
論
づ
げ
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
応
し
て
、
そ
れ
の
不
当
性
の
理
論
づ
け
も
ま
た
十
分
と
は
い
い
が
た
い
。
実
際
、

も
し
差
額
地
代
の
真
実
性
が
本
当
に
班
論
づ
け
ら
れ
て
い
た
な
ら
ぱ
、
そ
の
後
で
た
ち
ま
ち
反
転
し
て
、
そ
れ
の
不
当
性
を
主
張
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
資
本
側
農
業
の
内
部
で
真
実
に
生
産
さ
れ
る
も
の
が
、
ど
う
し
て
同
じ
資
本

側
腕
辰
業
の
立
場
か
ら
見
て
不
当
な
も
の
で
あ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
差
額
地
代
の
巌
偽
性
が
争
わ
れ
た
の
は
、
そ
れ
が

農
業
の
内
部
で
生
産
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
山
田
氏
が
こ
れ
を
肯
定
し
、
虚
偽
説
を
排

除
し
た
後
に
、
虚
偽
泌
に
か
え
て
不
当
肌
を
提
旧
す
る
場
合
、
氏
は
も
は
や
雌
業
の
内
部
に
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
ｃ
し
か
し
、
差
額
地
代
の
庇
偽
性
な
い
し
不
当
仕
は
、
ど
こ
ま
で
も
費
本
例
雌
業
の
内
部
機
構
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
山
山
氏
は
右
に
引
川
し
た
個
所
に
お
い
て
も
、
芹
額
地
へ
的
超
過
利
洲
は
「
一
般
的
市
場
法
川
の
銚
で
み
れ
ぼ
、
正
常
で
な
い
、

不
当
な
も
の
で
あ
る
」
と
か
、
　
丁
利
淵
の
平
均
述
肋
を
枢
軸
と
す
る
一
般
的
巾
場
汰
則
か
ら
見
れ
ぼ
一
椛
の
『
不
当
な
杜
会
的
仙
仇
」

と
見
微
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
」
な
ど
と
云
っ
て
い
る
、
こ
の
立
言
が
雌
業
そ
の
も
の
に
立
脚
し
て
の
立
言
で
な
い
こ
と
は
、
ま
ず



っ
ぎ
の
主
張
に
明
瞭
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
う
。

　
　
一
．
問
題
の
『
不
当
一
パ
ニ
』
は
、
杜
会
的
総
資
本
の
立
場
か
ら
見
て
一
の
克
服
し
難
い
矛
盾
、
す
山
、
仏
わ
ち
資
本
の
白
由
な
運
動
に
と
っ
て
一
の
不
可
避

　
的
な
非
合
理
性
だ
と
い
う
点
を
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
は
っ
き
り
と
掴
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
マ
ル
ク
ス
の
確
認
し
た
よ
う
に
、
穀
物
の
如
き
農
産
物
の

大
部
分
に
と
っ
て
は
、
そ
の
一
般
的
市
場
価
格
は
常
に
そ
の
現
実
の
個
別
的
生
産
価
格
よ
り
も
一
。
阿
値
で
、
販
売
さ
れ
る
必
然
性
を
も
っ
て
い
る
。

　
こ
の
必
然
性
は
、
資
本
主
義
杜
会
に
お
け
る
必
需
的
生
活
資
料
の
価
格
の
低
廉
化
に
対
し
て
、
一
の
排
除
し
難
い
阻
止
要
因
に
転
化
す
る
。
換
言
す

　
れ
ば
、
利
潤
率
の
増
進
を
そ
の
最
高
の
指
導
目
的
と
す
る
資
本
の
立
場
か
ら
み
れ
ぱ
、
労
働
力
の
再
生
産
に
必
要
な
生
活
資
料
の
不
廉
性
は
、
労
働

　
力
の
価
値
た
る
労
賃
の
低
廉
化
を
阻
害
し
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
生
産
費
の
相
対
的
減
少
に
因
る
利
澗
率
の
増
進
を
阻
止
す
る
と

　
こ
ろ
の
一
の
非
合
理
性
に
外
な
ら
な
い
。
」

　
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
差
額
地
代
は
、
必
需
的
生
活
資
料
　
　
労
働
力
の
再
生
産
に
必
要
な
生
活
資
料
　
　
の
価
格
の
低
廉
化
、
し

た
が
っ
て
労
貨
の
低
廉
化
、
し
た
が
っ
て
利
潤
率
の
増
進
を
阻
止
す
る
も
の
と
し
て
、
杜
会
的
総
資
本
に
と
っ
て
非
合
理
的
な
も
の

で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
不
当
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
差
額
地
代
の
不
当
性
を
、
資
本
制
農
業
そ
の

も
の
か
ら
で
は
な
く
て
、
そ
の
外
部
か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
い
い
か
え
る
と
、
こ
の
見
解
で
は
、
差

額
地
代
は
資
本
制
農
業
そ
の
も
の
の
内
部
に
「
不
当
な
」
杜
会
的
価
他
と
い
わ
る
べ
ぎ
理
由
を
も
た
ぬ
こ
と
に
な
る
と
云
わ
ね
ぱ
な

ら
ぬ
。
し
か
し
マ
ル
ク
ス
が
差
額
地
代
を
「
虚
偽
の
杜
会
的
仙
値
」
と
い
っ
た
の
は
、
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
で
は
な
か
っ
た
よ

う
に
解
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
も
　
　
山
田
氏
に
お
げ
る
と
同
様
　
　
差
額
地
代
は
資
本
側
農
業
の
内
部
に
お
い
て
生
産
さ

れ
る
真
実
の
剰
余
仙
値
で
あ
っ
た
。
そ
の
恵
味
に
お
い
て
、
そ
れ
は
げ
っ
し
て
文
字
ど
お
り
の
「
虚
偽
の
杜
会
的
仙
値
」
な
の
で
は

な
か
っ
た
。
資
本
制
農
業
そ
の
も
の
の
立
場
か
ら
は
、
そ
れ
に
は
如
何
な
る
意
味
に
お
い
て
も
虚
偽
性
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
「
虚
偽
の
杜
会
的
伽
値
」
と
い
わ
る
べ
き
実
質
を
も
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
資
本
側
農
業
そ
の
も
の
の
立

　
　
　
差
顧
地
代
１
１
不
当
価
値
説
（
白
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
（
四
三
）
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場
か
ら
見
て
で
は
な
く
て
、
そ
れ
の
外
部
か
ら
、
た
だ
し
山
田
氏
に
お
げ
る
ご
と
く
同
じ
資
本
主
義
杜
会
の
総
資
本
の
立
場
か
ら
で

は
な
く
て
、
総
じ
て
資
本
主
義
そ
の
も
の
を
超
え
て
し
ま
っ
た
立
場
か
ら
、
資
本
制
農
業
を
見
た
場
合
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
か
く

し
て
山
田
兵
が
「
差
額
地
代
は
、
農
業
部
門
内
で
生
産
さ
れ
、
か
っ
実
現
さ
れ
た
剰
余
価
値
の
転
化
形
態
で
あ
る
。
差
額
地
代
の
源

泉
は
、
農
業
部
門
以
外
に
は
存
在
し
な
い
」
、
「
差
額
地
代
は
正
し
く
真
実
の
剰
余
価
値
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
マ
ル
ク
ス
の
理
論

か
ら
し
て
決
し
て
ま
ち
が
っ
て
い
な
い
ｃ
し
か
し
マ
ル
ク
ス
が
そ
れ
を
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
と
規
定
し
た
の
は
、
山
田
氏
が
Ｉ

Ｉ
「
不
当
な
杜
会
的
価
値
」
の
訳
語
に
お
い
て
　
　
解
す
る
ご
と
く
、
そ
れ
が
「
仙
値
の
『
平
均
化
運
動
』
を
何
ら
通
過
し
な
い
で

杜
会
的
に
、
実
現
さ
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
杜
会
的
仙
値
の
常
則
的
実
現
過
程
か
ら
み
れ
ぱ
変
則
的
に
実
現
さ
れ
た

も
の
だ
と
い
う
意
味
に
お
い
て
」
で
あ
っ
た
な
ど
と
云
う
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
１
　
土
方
成
美
『
地
代
論
よ
り
見
た
る
マ
ル
ク
ス
価
仙
約
の
川
舳
壊
』
　
『
経
済
学
論
集
』
一
九
二
八
年
四
月
。

　
２
　
山
旧
勝
次
郎
『
地
代
論
論
争
批
判
』
一
九
四
八
年
、
七
頁
。

　
３
　
同
一
〇
頁
。

　
４
　
同
五
六
－
七
頁
。

　
５
　
同
六
〇
頁
。

　
６
同
六
六
頁
。

　
７
　
同
七
三
頁
。

　
８
　
ｎ
八
○
頁
、

　
９
　
同
二
一
九
－
三
〇
頁
、

　
ｏ
ｏ
　
拙
、
榊
『
特
別
剰
余
仙
他
と
雌
偽
の
祉
会
的
仙
仙
」
。
／
『
独
｛
淋
淋
の
研
究
』
第
三
巾
第
一
節
。
い
、
ノ

　
○
　
向
坂
允
郎
『
芹
伽
地
代
淋
に
お
け
ろ
…
旭
と
そ
の
脈
決
』
大
内
兵
術
・
向
坂
逸
郎
編
災
『
唯
物
火
鮒
』
３
　
　
九
川
八
作
九
刀
、
三
二
頁
。
重

　
　
　
，
ソ
一
郎
『
地
代
淋
諭
午
』
一
九
人
二
年
、
　
一
一
Ｎ
、



吻蝸
¢
勾喝¢¢）７

ｄ
・

８¢旬¢◎¢ 　
山
田
、
前
掲
二
二
四
－
五
頁
。

　
同
二
二
五
頁
。

　
同
二
二
八
ｉ
－
九
頁
。

　
同
一
四
三
頁
。

　
同
一
四
三
－
；
五
頁
、
、

　
同
一
四
六
頁
。
念
の
た
め
に
参
照
し
て
お
く
と
、
山
目
氏
は
つ
づ
け
て
云
っ
て
い
る
、
　
一
．
尋
一
口
う
ま
で
も
な
く
、
資
本
は
、
そ
の
可
変
資
木
に

お
け
る
非
合
理
性
ｎ
矛
盾
を
克
服
せ
ん
が
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
手
貴
を
も
っ
て
闘
う
の
で
あ
る
、
、
そ
の
最
も
一
般
的
な
主
要
手
段
は
、
農
業

部
門
に
お
け
る
生
産
規
模
の
集
積
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
か
る
生
産
集
積
の
結
果
と
し
て
の
労
働
生
産
力
の
増
迷
は
、
そ
の
一
般
的
傾
向
と
し

て
、
農
産
物
価
格
の
低
廉
化
を
促
進
せ
し
め
る
。
と
は
云
え
、
か
か
る
傾
向
は
、
工
業
部
門
に
お
げ
る
場
合
と
は
本
質
的
に
異
な
っ
て
、
克
服
し

尽
せ
な
い
多
大
の
抵
抗
に
当
面
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
…
…
い
農
業
経
営
に
お
け
る
諸
特
殊
性
の
存
在
や
、
い
農
業
都
門
に
お
け
る
平
均

利
潤
以
上
の
全
超
過
利
潤
の
差
額
地
代
へ
の
転
化
な
ど
の
阻
止
的
諸
事
情
の
た
め
に
、
農
業
に
お
け
る
資
本
の
集
積
お
よ
び
集
中
の
速
度
は
概
し

て
緩
慢
で
あ
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
ま
た
生
産
集
積
に
伴
う
生
産
費
（
費
用
価
格
）
の
減
少
が
必
ず
し
も
も
た
ら
さ
れ
う
る
わ
け
で
も
な
い
。
」
（
同

一
四
六
ｉ
七
頁
。
）

　
同
一
五
八
頁
。

　
同
一
六
〇
頁
。

　
山
田
氏
の
差
額
地
代
１
－
真
宍
剰
余
価
値
説
の
基
礎
に
は
、
剰
余
生
産
物
と
剰
余
価
値
と
の
同
一
視
が
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
人
が
あ
る
。
鈴

木
鴻
一
郎
教
授
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
教
授
は
い
っ
て
い
る
。
　
「
山
田
氏
は
剰
余
価
値
を
も
っ
て
剰
余
生
産
物
と
同
じ
も
の
と
考
え
て
お
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
…
…
〔
そ
し
て
〕
こ
こ
に
『
不
当
な
杜
会
的
仙
値
』
　
の
隠
さ
れ
た
諭
拠
が
あ
る
。
山
田
氏
は
、
　
『
剰
余
生
産
物
１
１
剰
余
価
値
』
〔
『
地

代
論
論
争
批
判
』
ニ
ハ
ニ
頁
〕
を
ひ
そ
か
に
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
り
、
　
『
不
当
な
杜
会
的
価
仇
』
を
緕
論
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
剰
余
生
産

物
（
生
肢
物
地
代
と
し
て
の
差
額
地
代
）
が
農
業
部
門
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
剰
余
生
産
物

は
必
ず
し
も
む
ち
に
剰
余
伽
値
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
剰
余
生
雌
物
は
い
か
な
る
社
会
に
も
あ
る
、
吾
カ
は
剰
余
生
産
物
な
し
の
祉
会
を
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
、
、
こ
れ
一
」
反
し
、
剰
木
価
帷
は
次
本
糊
た
会
に
特
有
の
終
済
的
範
癖
で
あ
ろ
、
、
そ
れ
は
剰
木
生
帳
物
が
こ
の
杜
会
に
お
い
て
と

る
歴
史
的
形
態
に
外
な
ら
な
い
。
か
く
て
『
剰
余
生
睦
物
Ｈ
剰
余
価
倣
』
は
次
本
捌
杜
会
を
も
っ
て
杜
会
的
生
産
の
絶
対
的
形
態
し
し
見
牧
す
こ
と

　
　
差
額
地
代
１
１
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当
価
値
説
（
白
杉
）
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に
外
な
ら
な
い
。
し
か
し
山
田
氏
が
『
剰
余
生
産
物
１
１
剰
余
価
値
』
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
恐
ら
く
剰
余
価
値
は
剰
余
生
産
物
な

し
に
は
存
在
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
、
こ
れ
は
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
な
ん
ら
誤
り
で
は
な
い
。
し
か
し
問
題
は
差
額
地
代
と
の
関
連

に
お
げ
る
「
剰
余
生
産
物
１
－
剰
余
価
値
』
の
当
否
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
差
額
地
代
を
表
わ
す
剰
余
生
産
物
が
農
業
部
門
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
差
額
地
代
に
相
当
す
る
剰
余
価
値
も
同
じ
く
農
業
部
門
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
あ
る
。
：

〔
け
だ
し
〕
　
『
剰
余
牛
産
物
Ｈ
剰
余
価
値
』
は
差
額
地
代
（
貨
幣
地
代
）
が
農
業
郁
門
で
生
産
さ
れ
た
剰
余
価
値
で
あ
る
こ
と
を
、
な
ん
ら
証
明

し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
山
田
氏
は
こ
こ
で
反
問
さ
れ
る
か
も
如
れ
な
い
。
　
『
剰
余
生
産
物
１
１
剰
余
価
値
』
と
い
う
場
合
に
は
、
市
場
価

値
を
も
っ
て
唯
一
の
肺
位
と
た
す
見
地
が
す
で
に
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
と
。
　
『
剰
余
生
産
物
１
－
剰
余
価
値
』
は
木
来
そ
の
含
み
を
も
っ
て

解
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
つ
な
る
ほ
ど
市
場
価
値
を
も
っ
て
唯
一
の
価
値
で
あ
る
と
す
る
理
解
が
も
し
も
正
し
い
と
す
れ
ぼ
、
二
の
反
問
は
恐

ら
く
有
力
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
価
値
は
生
産
過
程
か
ら
っ
く
り
出
さ
れ
る
以
外
に
は
な
い
か
ら
、
こ
の
場
合
、
市
場
価
値
そ
の
も
の
も
や
は

り
生
産
過
程
の
所
産
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
「
市
場
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
』
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
貨
幣
差
纐
地
代
（
剰
余

価
値
）
も
す
べ
て
農
業
都
門
内
で
牛
暖
さ
れ
た
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
…
…
け
れ
ど
も
市
場
価
値
を
も
っ
て
唯
一
の
価
値
と

な
す
見
解
は
恐
ら
く
は
正
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
市
場
価
但
は
…
・
：
資
本
家
相
互
の
問
の
競
争
に
よ
る
産
物
で
あ
る
。
そ
れ
は
杜
会
的
価
値
が
競

争
に
よ
り
如
何
な
る
条
件
の
下
に
決
定
さ
れ
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
価
仇
生
産
の
関
係
は
む
し
ろ
後
嫌
に
退
か
し
め
ら
れ
て
い
る
と
云
っ
て

よ
い
。
換
言
す
れ
ぼ
、
こ
こ
で
は
労
働
者
と
資
本
家
と
の
閉
の
閑
係
は
、
心
按
に
は
閉
題
に
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
性
貰
を
も
っ

市
場
仙
値
を
唯
一
の
価
他
と
す
る
こ
と
は
、
籔
木
家
柵
互
の
閉
の
閑
係
を
、
労
働
老
と
資
本
家
と
の
閉
の
閑
係
と
す
り
か
え
る
こ
と
に
外
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
事
実
『
不
当
な
杜
公
的
伽
他
』
に
お
い
て
は
、
　
剰
余
伽
他
の
分
祀
が
剰
余
…
帷
の
牛
陸
と
燈
き
狭
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

（
鈴
木
鴻
一
郎
『
地
代
諭
諭
争
』
　
一
九
五
二
年
、
五
二
－
八
頁
。
）

　
市
場
価
他
は
、
　
（
礼
会
的
）
伽
帷
の
以
尖
的
存
在
形
態
で
あ
る
。
　
（
阯
会
的
）
仙
仙
が
競
箏
を
逝
じ
て
伽
別
的
仙
帷
か
ら
生
成
し
て
く
る
と
見

ら
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
市
場
舳
仙
と
し
て
襯
念
さ
れ
る
、
市
場
仙
帷
が
次
木
家
椚
兀
の
…
の
競
争
に
ょ
る
唯
物
だ
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
に
解

釈
さ
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
怠
味
を
も
っ
、
、
そ
れ
に
お
い
て
は
、
価
侃
小
エ
陸
の
閉
斥
が
後
以
に
込
い
て
い
ろ
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
そ
れ

が
視
実
に
〕
己
を
具
体
化
（
災
実
化
）
し
て
い
る
の
で
あ
る
こ
そ
れ
は
決
し
て
仙
仮
の
車
な
る
－
－
－
－
牛
准
に
対
立
し
て
の
：
１
－
流
逝
や
分
配
の
範

購
な
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
市
場
伽
他
の
担
い
手
と
し
て
、
剰
余
牛
唯
物
は
同
時
に
剰
余
伽
値
の
体
理
者
な
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
剰
余
生
産
物
と
剰
余
価
倣
と
の
相
違
を
も
っ
て
、
こ
の
場
合
、
差
領
地
代
Ｈ
真
夫
剰
余
仙
怖
説
の
不
当
を
批
判
す
る
こ
と
は
で
き
た
い
で
あ



ろ
う
。

　
ち
な
み
に
、
同
じ
著
者
は
、
山
田
氏
が
差
額
地
代
を
真
実
剰
余
価
値
と
解
す
る
こ
と
に
寄
せ
た
実
践
的
意
義
を
疑
っ
て
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
述
べ

て
い
る
。
　
「
山
田
氏
に
よ
れ
ぼ
、
　
『
地
代
問
題
解
決
の
真
実
の
杜
会
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
所
在
』
は
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
に
外
な
ら
な
い
。
農
業
ブ

ロ
レ
タ
リ
ア
の
み
が
『
地
代
問
題
』
を
『
解
決
』
す
る
『
杜
会
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
マ
ル
ク
ス
は
そ
う
は
云
っ

て
い
な
い
。
こ
こ
で
山
田
氏
が
『
地
代
問
題
解
決
』
と
云
わ
れ
る
の
は
、
恐
ら
く
差
額
地
代
を
廃
止
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
で

あ
る
と
す
れ
ぼ
、
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
は
こ
れ
を
撤
廃
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
…
…
差
額
地
代
は
生
産
の
資
本
家
的
性
質
か
ら
成
立

す
る
、
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ぼ
、
　
『
地
代
問
題
解
決
』
も
資
本
制
杜
会
そ
の
も
の
の
死
減
な
し
に
は
不
可
能
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
資
木
制

杜
会
の
堵
内
で
『
地
代
間
題
解
決
』
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
資
本
制
杜
会
の
止
揚
を
侯
っ
て
始
め
て
『
解
決
』
さ
れ
う

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
地
代
問
題
解
決
』
が
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
で
な
く
、
そ
れ
を
も
含
め
た
全
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
に
よ
っ
て
始
め
て
可

能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
『
地
代
間
題
解
決
の
真
実
の
祉
会
的
ニ
ネ
ル
ギ
ー
の
所
在
』
は
必
ず
し
も
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
に
の
み
あ
る
わ

け
で
な
く
、
む
し
ろ
全
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
の
中
に
見
山
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
吾
左
の
理
解
す
る
マ
ル
ク
ス
の
『
真
精
神
』
で
あ
る
。
マ
ル

ク
ス
は
差
額
地
代
の
『
解
決
』
を
決
し
て
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
に
の
み
限
定
し
は
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
・
…
：
こ
の
よ
う
に
考

え
て
く
れ
ば
、
農
業
プ
ロ
レ
タ
ゾ
ァ
が
差
額
地
代
を
直
接
搾
取
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
『
不
当
な
杜
会
的
仙
値
』
は
マ
ル
ク
ス
の
真
精
神

を
把
握
し
た
も
の
と
云
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
：
…
・
吾
々
は
『
費
本
論
』
が
行
動
の
書
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
否
定
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
な
お
他
の
面
を
大
き
く
も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
資
木
論
』
が
理
論
の
書
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
『
旅
本
論
』
の
『
最
後
の
究
概
口
的
』
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
示
し
て
、
そ
れ
が
『
近
代
杜
会
の
経
済
的
巡
動
汁
一
｛
則
を

閲
閉
す
る
こ
と
』
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
：
：
：
マ
ル
ク
ス
は
、
そ
の
経
済
学
説
に
お
い
て
、
近
代
祉
会
の
『
実
践
的
解
決
』
を
企
図
す
る
こ
と

を
究
恢
目
的
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
『
資
本
諭
』
が
こ
の
よ
う
に
科
学
の
杏
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
ま
た
そ
の
理
繍
的
解
決
が
研
先
室
に
お
い

て
も
可
能
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
山
旧
氏
は
『
次
本
諭
』
の
こ
の
『
究
枢
目
的
』
を
過
小
祁
仙
あ
る
い
は
無
視
さ
れ
、
こ
れ
を
例
え

ぼ
『
共
陸
党
竹
三
一
〕
』
と
向
様
に
取
批
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
『
不
当
な
杜
会
的
仙
他
』
に
よ
っ
て
『
地
代
閉
魎
』
の
『
尖
洩
的
解
決
』
を
強
調

さ
れ
る
山
旧
氏
の
誤
拶
は
遠
く
こ
こ
に
巾
来
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」
（
「
地
代
論
論
争
』
六
三
－
五
頁
。
）

　
し
か
し
山
旧
氏
が
云
お
う
と
し
て
い
る
の
は
、
差
級
地
代
が
剰
余
伽
値
一
般
の
拡
形
で
あ
っ
て
、
農
業
剰
余
伽
他
の
転
形
で
な
い
と
す
れ
ぼ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

差
額
地
代
の
止
揚
に
た
い
す
る
直
接
的
な
実
践
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
見
失
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
直
按
的
な
搾
坂
関
係
が
な
け
れ
ぼ
、
搾
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額
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代
１
１
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七
　
　
（
四
七
）
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坂
の
止
揚
に
た
い
す
る
実
践
的
高
心
が
稀
薄
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
全
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
が
搾
取
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

　
そ
の
廃
止
に
む
か
っ
て
全
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
が
立
つ
は
ず
だ
と
い
う
の
は
楽
観
に
す
ぎ
る
。
差
額
地
代
の
廃
止
を
資
本
制
生
産
様
式
止
揚
の
一
環
た

　
ら
し
め
る
の
は
、
そ
の
存
在
に
よ
っ
て
直
接
に
搾
坂
さ
れ
て
い
る
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
、
ま
ず
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

農
業
プ
ニ
タ
リ
ア
募
力
に
よ
一
て
、
地
代
問
題
が
全
ブ
ニ
タ
リ
ア
の
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
山
畏
が
云
お
う
と
し
た
の
は
、
こ
の
こ

と
で
し
丈
か
一
た
の
で
あ
ろ
う
、
、
し
か
も
、
こ
の
よ
う
に
地
代
理
論
の
表
的
意
義
姦
調
す
る
こ
と
は
、
け
っ
し
て
、
鈴
木
教
授
が
論
難
す

　
る
ご
と
く
・
　
『
資
本
論
』
が
翌
論
の
書
と
し
て
も
っ
て
い
る
側
面
を
軽
視
し
た
り
な
ど
す
る
こ
と
に
は
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

剛
　
山
田
、
上
掲
一
六
〇
頁
。

　
以
上
の
ご
と
ぎ
一
九
三
〇
年
代
に
出
来
あ
が
っ
た
山
田
氏
の
解
釈
は
、
戦
後
の
新
著
『
地
代
論
』
　
（
岩
波
全
童
帖
、
、
一
九
五
七
年
）
　
に

お
い
て
若
干
補
強
さ
れ
て
確
定
的
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
氏
は
そ
こ
で
、
農
業
部
門
に
発
生
し
て
差
額
地
代
に
転
化
す
る
独
特
の
超

過
利
潤
が
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
「
不
当
な
」
　
（
．
．
蟹
・
っ
９
、
、
）
杜
会
的
仙
値
と
規
定
さ
れ
た
理
由
を
っ
ぎ
の
ご
と
く
説
明
し
て
い
る
。

　
　
「
．
農
業
純
営
特
有
の
二
つ
の
特
殊
性
〔
土
地
の
有
眼
性
を
そ
の
白
然
的
基
礎
と
す
る
経
営
の
独
占
化
と
土
地
姶
度
の
不
等
性
お
よ
ぴ
漸
減
性
を
そ

　
の
白
然
的
基
礎
と
す
る
各
経
猪
資
本
の
生
産
力
の
不
等
性
お
よ
ぴ
漸
減
性
〕
の
た
め
に
資
本
の
白
凶
な
連
動
が
糊
約
さ
れ
る
結
果
、
必
然
的
に
、
一

　
般
的
市
場
法
川
の
作
川
ま
た
は
支
紀
が
偏
倫
す
る
よ
う
に
な
り
、
最
劣
等
地
に
投
下
さ
れ
た
労
働
が
常
に
市
場
仙
格
を
納
節
す
る
こ
と
と
な
る
、
、
：

　
…
そ
れ
と
同
時
に
、
最
劣
等
北
以
外
の
ヨ
リ
肥
沃
な
苓
耕
作
地
に
投
下
さ
れ
た
向
一
稲
類
の
労
働
は
、
ン
、
れ
ぞ
れ
、
必
然
的
に
、
各
統
蛍
地
の
杣
対

的
凄
讐
さ
に
比
例
し
た
な
に
倣
め
え
た
滋
１
と
し
て
作
川
し
－
－
る
讐
、
、
か
、
、
．
っ
に
讐
え
た
編
に
｝
、
’
，
、
ニ
ヨ
リ
多
く
の
渋
物

　
（
使
川
伽
肌
）
』
と
『
ヨ
リ
大
き
た
杜
全
的
価
仮
』
と
の
統
一
物
を
、
　
等
し
い
昨
Ｎ
内
で
利
山
す
る
こ
と
に
山
、
仏
る
　
、
イ
、
し
て
各
絆
営
地
で
こ
の
よ
う

　
に
し
て
創
山
さ
れ
た
『
ヨ
リ
大
き
な
杜
会
的
価
値
』
は
、
い
う
ま
で
も
Ｊ
、
へ
く
、
最
勿
等
地
の
岬
別
的
生
脈
価
格
の
水
準
で
規
定
さ
れ
た
一
般
的
生
産



　
伍
格
に
、
各
経
営
地
で
生
産
さ
れ
た
『
ヨ
リ
多
く
の
生
産
物
』
の
数
量
を
乗
じ
て
得
ら
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
量
に
等
し
い
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

　
二
商
品
の
現
実
の
価
値
は
、
そ
の
個
別
的
価
伸
で
な
く
、
そ
の
杜
会
的
価
値
で
あ
る
』
　
「
『
資
本
論
』
　
第
一
巻
、
イ
ソ
ス
テ
イ
テ
ユ
ー
ト
版
三
三

　
一
、
一
頁
」
と
マ
ル
ク
ス
が
確
認
し
て
い
る
よ
う
に
、
各
経
営
地
で
生
産
さ
れ
る
『
ヨ
リ
大
き
な
杜
会
的
価
値
』
こ
ン
、
、
真
実
の
価
僚
と
し
て
一
般
的
に

　
通
用
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
二
以
上
の
諸
事
情
か
ら
し
て
、
最
劣
等
地
で
は
、
そ
の
仙
別
的
生
産
価
格
が
常
に
市
場
を
調
節
す
る
一
般
的
生
産
価
格

　
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
平
均
利
潤
以
外
に
何
ら
の
利
澗
も
得
ら
れ
な
い
ｃ
こ
れ
に
反
し
て
、
そ
の
他
の
経
営
地
で
は
、
平
均
利
潤
以
上
に
、
そ
れ

　
ぞ
れ
異
な
っ
た
拭
の
超
過
利
潤
を
獲
得
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ど
の
経
営
地
に
も
等
壮
の
資
本
を
投
下
す
る
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い
る

　
の
で
、
最
劣
箏
地
以
外
の
各
維
営
地
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
『
ヨ
リ
大
き
な
祉
会
的
仙
債
』
か
ら
、
投
下
資
本
プ
ラ
ス
平
均
利
澗
の
価
他
量
を
差
引
い

　
た
残
榊
だ
け
の
超
辿
利
澗
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
、
そ
こ
で
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
：
－
：
よ
う
な
超
逃
利
洲
に
た
い
し
て
は
『
不
当
な
札
会
的
価
値
』

　
と
い
う
特
殊
の
挑
定
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
創
山
さ
れ
る
独
特
の
閉
係
を
．
一
．
〕
表
わ
し
た
の
で
あ
る
，
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
の
『
不
当

　
な
」
と
い
う
川
詐
の
な
昧
を
炊
術
し
て
み
れ
ば
、
一
，
ヵ
働
力
ｎ
身
の
仙
仙
に
決
定
的
庁
入
形
替
力
を
も
つ
■
畏
叱
物
の
よ
う
な
重
必
蝸
＾
の
市
場
仙
他
を
構

　
成
す
る
杜
会
的
仙
仙
と
し
て
、
こ
う
い
う
独
ｎ
的
件
格
の
雌
逃
利
洲
が
刺
川
さ
れ
火
班
さ
れ
る
の
は
、
資
本
苔
秋
の
述
刺
法
川
か
ら
み
れ
ば
、
必
然

　
の
恋
と
も
い
う
べ
き
、
逃
け
ら
れ
な
い
、
不
く
〕
理
な
こ
と
だ
と
い
う
な
味
に
外
た
ら
な
い
の
で
あ
る
、
…
…
『
汽
木
倫
』
の
な
か
で
マ
ル
ク
ス
が
守
目
＊

　
｝
ヒ
。
っ
ナ
な
わ
ち
｛
巴
。
・
〇
一
５
穴
○
。
・
一
彗
と
い
う
概
念
を
川
い
ろ
と
き
の
～
琴
一
－
も
、
今
の
場
介
と
大
体
類
似
し
た
亡
味
を
も
っ
て
い
る
。
…
…
〔
そ

　
れ
は
〕
口
本
沽
で
は
『
牢
火
』
と
人
さ
れ
、
て
、
も
、
牢
吐
ま
た
は
版
偽
の
仰
、
川
と
い
、
つ
こ
と
で
は
濠
く
て
、
内
＾
（
材
料
、
拠
舳
な
ど
）
の
売
…
以
の
よ

　
う
な
再
牛
昧
お
、
ぺ
ひ
流
迦
上
ど
う
し
て
も
逃
け
ら
れ
山
、
へ
い
伐
、
川
で
あ
る
が
、
内
＾
の
仙
仙
に
は
少
し
も
山
、
へ
ら
な
い
よ
う
な
純
粋
の
流
迦
独
凌
ど
の
こ

　
　
　
　
　
■

　
と
で
あ
る
、
Ｌ

　
こ
の
説
呪
に
お
い
て
、
ま
ず
汰
、
廿
心
し
て
お
き
た
い
と
忠
う
の
は
、
　
■
収
劣
箏
地
以
外
の
ヨ
リ
肚
沃
な
各
桝
作
地
に
投
下
さ
れ
た
同

一
祁
知
の
労
鰍
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
必
然
的
に
、
各
維
営
地
の
柵
対
的
枇
座
’
＾
さ
に
比
例
し
た
秤
皮
に
独
め
ら
れ
た
労
例
と
し
て
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

用
す
る
」
と
い
う
桝
釈
で
あ
る
、
こ
の
桝
秋
は
奴
旧
繁
教
授
の
そ
れ
に
ホ
唆
さ
れ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
閉
．
趣
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
差
額
地
代
１
１
不
讐
仙
侃
説
（
白
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
（
四
九
）



　
　
　
一
止
命
鮎
維
済
学
（
靖
十
一
巻
・
第
一
・
二
介
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
　
（
五
〇
）

最
劣
等
地
以
外
の
よ
り
肥
沃
な
桝
作
地
に
投
下
さ
れ
た
同
一
循
類
の
労
働
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
各
経
営
地
の
相
対
的
豊
度
に
比
例
し
て
、

最
劣
等
地
に
投
下
さ
れ
た
労
働
よ
り
も
高
い
牛
産
力
を
も
っ
。
し
か
し
、
こ
の
高
い
生
産
力
は
、
も
っ
ぱ
ら
耕
地
の
薙
度
と
い
う
客

体
的
な
条
件
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
労
働
そ
の
も
の
の
相
違
に
も
と
づ
く
の
で
は
な
い
。
同
一
種
類
の
労
働
は
、
劣
等
地
に

投
下
さ
れ
よ
う
と
、
優
良
地
に
投
下
さ
れ
よ
う
と
、
質
的
な
変
化
を
お
こ
す
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
っ
て
、
優
良
地
に
投
下
さ
れ
た

場
合
に
も
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
差
額
地
代
の
形
態
を
と
る
農
業
部
門
で
の
超
過
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
－

潤
の
沈
明
に
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
と
い
う
概
念
を
援
川
す
る
の
は
妥
当
と
い
え
な
い
。
一
部
の
論
昔
が
批
判
し
て
い
る
ご
と
く
、

山
旧
氏
の
差
額
地
代
ｕ
真
実
剰
余
仙
値
泌
は
、
　
１
強
め
ら
れ
た
労
働
一
に
よ
る
個
別
的
な
相
対
的
剰
余
…
位
の
理
諭
を
適
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
榊
強
さ
る
べ
ぎ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
っ
ぎ
に
沽
芯
さ
れ
る
の
は
、
最
力
地
以
外
の
よ
り
肥
沃
な
各
緑
営
地
に
お
い
て
　
　
最
劣
等
地
の
個
別
的
生
産
仙
格
の
水
準
で
規

定
さ
れ
る
一
般
的
牛
産
…
格
に
も
と
っ
い
て
　
　
牛
産
さ
れ
る
「
よ
り
大
ぎ
な
杜
会
的
…
伏
」
が
「
真
実
の
…
値
と
し
て
一
般
的
に

通
川
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
そ
れ
は
「
脆
偽
の
杜
会
的
…
侃
」
で
は
な
い
と
見
る
わ
げ
で
あ
る
。
そ

の
点
、
山
旧
氏
は
、
炊
旧
繁
教
扱
が
「
独
め
ら
れ
た
労
側
」
の
概
念
を
適
川
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
．
唯
偽
の
杜
会
的
…
仇
」
に
っ
い

て
の
迦
泌
的
桝
秋
を
是
止
し
な
が
ら
、
な
お
不
徹
底
な
と
こ
ろ
を
残
し
て
い
た
の
を
克
服
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
山
出
氏
は
「
差
額
地
代
に
伝
化
す
る
超
逃
利
｝
は
准
偽
の
剰
余
…
他
で
あ
り
、
塊
実
に
は
牛
産
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
存
在
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

い
も
の
だ
と
解
釈
す
る
『
唯
偽
泌
二
を
次
ぎ
の
ご
と
く
批
判
し
て
い
る
、

　
　
「
羊
棚
地
｛
に
松
レ
す
る
湿
逃
利
潤
が
、
呉
集
淋
門
で
牛
准
さ
れ
、
’
し
か
も
特
殊
的
市
場
帆
定
を
う
け
る
緕
呆
大
視
さ
れ
る
の
で
『
不
当
な
杜
会

　
”
仙
値
』
と
い
う
特
殊
悦
定
が
マ
ル
ク
ス
に
上
っ
て
与
え
ら
れ
た
炎
茱
郁
門
特
有
の
剰
余
価
他
に
外
な
ら
ユ
、
へ
い
こ
と
が
、
全
然
閉
魑
に
も
な
ら
ず
、



完
全
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
見
解
で
は
、
差
額
地
代
は
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
で
あ
る
が
、
剰
余
で
な
い
こ
と
は
な
く
、
ま
た
杜

会
的
に
み
て
人
問
労
働
の
搾
取
で
な
い
こ
と
は
な
く
、
そ
し
て
土
地
所
有
者
は
土
地
生
産
物
の
交
換
を
通
じ
て
杜
会
を
搾
取
す
る
な
ど
と
…
差
額

　
地
代
と
な
る
剰
余
価
値
の
搾
取
関
係
が
全
杜
会
に
お
け
る
一
般
的
搾
取
関
係
の
な
か
に
解
消
さ
せ
ら
れ
て
し
壬
よ
う
結
果
、
こ
の
剰
余
価
値
部
分
と
平

　
均
利
潤
部
分
と
が
少
し
も
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
同
時
に
、
農
業
部
門
の
搾
取
関
係
を
通
じ
て
、
す
な
わ
ち
借
地
農
業
老
、
－
＝
こ
の
企
業
家
を
通

　
じ
て
地
代
を
吸
い
と
る
土
地
所
有
老
を
令
め
て
１
－
－
と
農
業
労
働
者
と
の
問
の
搾
東
閑
係
の
下
で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
最
。
も
重
大
視
す

　
べ
き
点
が
無
祝
さ
れ
、
否
定
さ
れ
て
い
る
Ｃ
だ
か
ら
し
て
、
こ
の
よ
う
な
見
解
で
は
、
一
方
の
寄
牛
地
主
お
よ
ぴ
農
業
資
本
家
の
搾
取
階
級
と
、
他

　
方
の
農
業
労
働
老
附
級
と
の
閉
の
生
産
閑
係
が
、
す
べ
て
、
消
荻
煮
と
し
て
の
礼
会
と
地
主
陪
級
と
の
問
の
単
な
る
剰
余
価
仮
分
配
閑
係
に
す
り
か

　
え
ら
れ
て
し
ま
い
、
地
代
閉
題
を
弁
証
法
的
に
解
決
し
て
ゆ
く
基
本
的
瑛
内
と
し
て
の
農
業
費
本
と
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
揚
棄
す
べ
き
必
然
性
を
担

　
う
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
と
の
、
経
済
的
社
会
的
意
義
が
見
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
労
働
価
値
学
説
の
根
本
義
の
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

　
全
な
、
否
定
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
」

　
要
す
る
に
山
田
氏
に
よ
れ
ぱ
１
差
額
地
代
は
、
畏
業
部
門
の
な
か
で
生
産
さ
れ
、
そ
し
て
実
現
さ
れ
た
剰
余
仙
他
の
転
形
で
あ
る
。

差
額
地
代
の
源
泉
は
、
畏
業
部
門
以
外
に
は
存
在
し
な
い
Ｃ
」
　
そ
し
て
「
差
額
地
代
に
払
化
さ
れ
る
こ
の
剰
余
仙
他
は
、
祉
会
の
総

利
潤
の
視
角
か
ら
み
て
、
平
均
利
淵
以
上
の
利
澗
超
逃
分
で
あ
り
、
そ
し
て
篶
業
以
外
の
一
般
的
生
産
部
門
で
は
形
成
さ
れ
な
い
畏

業
部
門
特
有
の
趨
過
利
潤
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
表
式
で
衣
塊
す
れ
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
　
　
総
剰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

余
仙
値
Ｈ
総
利
潤
ｕ
総
平
均
利
潤
十
地
代
Ｃ
」

　
し
か
し
山
円
氏
の
「
虚
偽
の
杜
会
的
仙
他
」
に
っ
い
て
の
逝
泌
批
判
も
な
お
不
徹
底
に
お
わ
っ
て
い
る
と
詐
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
・
げ
だ
し
閉
魑
の
杜
会
的
仙
他
は
「
牢
庇
ま
た
は
庇
偽
」
の
伽
仇
で
は
な
く
、
実
体
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
　
「
不
当
な
祉
会
的

仙
値
」
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
閉
魎
の
祉
会
的
仙
他
は
「
不
当
な
」
と
こ
ろ
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
賓
木
伽
生

　
　
　
　
差
棚
地
代
Ｈ
不
出
価
侃
説
（
〔
杉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
（
五
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
嫡
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
　
（
五
二
）

産
を
こ
え
た
立
場
か
ら
見
て
の
こ
と
で
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
山
田
氏
は
、
　
「
資
本
蓄
積
の
運
勅
法
則
」
す
な
わ
お
資
本

制
生
産
の
立
場
か
ら
「
不
当
」
だ
と
す
る
。
　
「
必
然
の
悪
」
な
い
し
「
避
げ
ら
れ
な
い
不
合
班
」
は
、
そ
れ
を
許
存
し
な
け
れ
ぼ
な

ら
な
い
杜
会
の
立
場
か
ら
は
「
不
当
な
」
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
山
田
氏
は
「
差
額
地
代
は
、
市
場
法
則
の
偏

倫
に
よ
っ
て
農
産
物
の
市
場
価
値
が
特
殊
な
規
定
を
う
げ
る
結
果
、
不
当
な
杜
会
的
価
値
と
し
て
実
現
さ
れ
る
農
業
部
門
特
有
の
剰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

余
仙
値
で
あ
り
、
そ
し
て
平
均
利
淵
を
超
え
る
豊
業
独
特
の
超
過
利
潤
の
転
形
で
あ
る
」
と
解
す
る
。
氏
は
ま
た
次
ぎ
の
ご
と
く
に

も
い
っ
て
い
る
。

　
　
「
農
業
部
門
特
有
の
超
過
利
潤
と
し
て
成
立
す
る
剰
余
価
伽
は
、
理
実
の
杜
会
的
価
術
と
し
て
宇
垣
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
利
潤

　
率
の
平
均
化
連
幼
を
某
雌
的
加
捉
と
し
て
は
い
て
も
、
そ
の
運
幼
過
枇
ｎ
体
を
通
巡
し
な
い
で
穴
理
さ
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
、
杜
会
的
伽
他
の
常

　
川
的
な
実
班
過
程
か
ら
外
れ
ば
、
坐
則
的
に
大
以
さ
れ
る
特
殊
閑
係
を
表
わ
す
も
の
だ
と
い
う
芯
味
に
お
い
て
、
さ
ら
に
炊
何
し
て
い
え
ば
、
汽
木

　
連
幼
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
災
茱
榊
門
特
有
の
超
辿
利
洲
の
大
以
は
必
然
の
悪
と
で
も
い
、
っ
■
べ
き
不
八
＾
“
、
へ
も
の
だ
と
い
、
つ
な
味
に
お
い
て
、
　
『
不

　
肖
な
礼
会
的
仙
他
』
と
い
う
特
殊
的
悦
定
を
ケ
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
例
解
に
よ
れ
ば
、
十
地
乍
米
物
は
、
そ
の
総
＾
で
は
そ
の
市
場

　
仙
格
の
総
額
が
以
大
の
生
脈
仙
格
の
総
伽
に
比
べ
て
、
常
に
一
定
の
、
一
、
い
他
で
…
視
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
つ
そ
し
て
、
こ
の
騰
れ
し
た
心
」
け
の

　
礼
八
ム
的
仙
仰
は
、
一
般
舳
市
場
法
川
の
鮎
に
照
せ
げ
パ
廿
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
利
洲
卒
の
乎
均
化
逃
”
を
狐
礎
と
す
る
汽
木
ポ
秋
の
一
般
い
汰

　
川
か
ら
み
れ
ば
必
休
の
忠
と
も
い
う
べ
き
な
味
に
お
い
て
、
　
『
不
刈
山
、
へ
』
剰
余
仙
仙
で
あ
っ
て
、
弟
緬
地
代
と
し
て
附
刈
必
茱
考
の
手
か
ら
十
地
所

　
　
　
　
　
　
　
　
９
－

　
有
者
の
慎
中
に
這
入
る
、
」

　
差
額
地
へ
的
剰
余
伽
位
が
丁
不
当
な
一
杜
会
的
…
仙
だ
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
…
礼
会
的
仙
仇
の
常
則
的
な
実
机
過
程
か
ら
み

れ
ぱ
、
変
則
的
に
実
現
さ
れ
る
」
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
、
、
い
い
か
え
る
と
、
そ
の
実
挑
が
「
一
般
的
市
場
法
川
の
鋭
に
照
ら

せ
は
正
常
で
な
い
」
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
し
と
こ
ろ
で
、
こ
の
変
則
　
　
い
わ
ゆ
る
「
市
場
法
則
の
偏
崎
」
　
　
は
結
局
－
土



地
生
産
物
す
な
わ
ち
本
来
的
な
農
産
物
の
市
場
調
節
的
な
生
産
価
格
は
、
常
に
、
何
ら
の
差
額
地
代
も
告
な
い
最
劣
等
地
の
個
別

的
生
産
価
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
と
い
う
に
帰
着
す
る
。
し
か
し
「
こ
の
こ
と
は
」
山
田
氏
自
身
が
っ
げ
く
わ
、
”
ん
て
い
る
ゾ
↓
と

く
二
般
的
生
産
物
の
市
場
法
則
の
否
定
で
は
な
く
、
そ
の
必
然
的
な
特
殊
化
で
あ
り
、
そ
の
不
可
避
的
な
偏
崎
に
外
た
ら
な
い
Ｃ
一

そ
れ
で
は
、
こ
の
こ
と
が
ピ
プ
い
ズ
一
般
的
市
場
法
則
の
特
殊
化
な
い
し
偏
椅
と
い
わ
れ
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
山
田
氏
は
い
う
。

「
農
業
一
鉱
山
業
喜
め
て
一
以
外
の
ど
の
生
産
幣
高
に
と
つ
て
み
て
も
、
ン
、
の
生
瞭
門
に
言
て
鴛
的
に
最
。
う
大
一
、
宍
口
、
。
差
供

給
す
る
生
産
条
件
…
：
．
宇
う
つ
栗
群
に
よ
一
て
生
産
さ
れ
た
頂
…
の
例
別
的
素
価
格
が
、
ン
、
の
部
門
の
布
口
一
総
一
、
宗
場
閉
節
的
生
儒
格
と

し
て
砦
さ
れ
・
竃
さ
れ
る
－
－
－
。
と
こ
ろ
が
農
業
幣
の
生
産
物
で
は
－
・
－
一
土
地
の
艘
性
を
そ
の
臭
灼
一
、
綾
と
す
る
簿
の
独
占
化
と
、

土
鎧
度
の
不
等
性
主
ぴ
鞭
性
を
そ
の
白
然
的
擁
と
す
る
藁
営
栗
の
生
産
力
の
不
等
性
セ
ぴ
灘
性
と
の
一
二
つ
の
特
殊
性
の
た
め

に
二
般
的
生
探
門
の
場
合
の
よ
う
な
、
そ
の
支
鰐
な
差
は
平
均
的
牽
産
諸
条
件
で
の
生
濡
格
が
市
場
調
節
鴇
格
と
山
な
る
と
い
う
風

に
は
奮
ず
に
・
最
劣
等
の
生
産
力
一
搬
度
一
－
す
べ
て
の
地
所
に
等
批
の
栗
窪
下
さ
砦
と
計
算
し
て
、
，
、
、
を
あ
ら
わ
す
土
地
で
の
個
別

的
生
産
価
格
が
・
荘
・
塁
的
希
場
調
節
鵯
格
と
な
一
り
の
で
雲
。
も
し
市
稀
寡
努
等
地
で
の
生
濡
賃
下
で
槻
定
さ
れ
る
奮

ば
・
そ
の
探
青
そ
の
版
売
素
し
控
え
る
墓
ろ
う
し
、
芙
笑
の
吊
な
婁
に
よ
つ
て
た
や
す
く
そ
の
不
足
分
を
偉
し
た
稗
で
供

給
す
る
こ
と
は
困
讐
あ
る
か
ら
・
市
場
に
た
い
す
る
伏
柿
壮
不
足
し
、
稿
、
市
場
稗
蛙
奪
一
Ｊ
の
一
箪
一
、
為
、
一
さ
せ
る
坐
で
、
紹

す
る
か
ら
で
あ
る
－
土
地
生
産
物
の
垣
価
慨
定
而
す
る
こ
う
い
う
班
荘
、
一
幣
市
場
涜
、
一
、
の
、
づ
の
の
プ
。
定
、
一
、
は
け
つ
し
て
ひ
一
の

で
あ
一
て
・
そ
の
蒜
の
蒜
の
擦
に
外
奮
な
い
．
－
・
－
し
言
市
場
法
川
の
こ
う
い
う
禰
は
、
三
川
壬
携
糸
下
に
、
め
る
、
集
蒋
に

と
一
て
は
・
嚢
で
き
き
壷
的
烹
付
殊
性
に
讐
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
資
吉
体
の
力
に
上
つ
て
は
没
確
で
き
少
、
一
必
然
作
に
転
化

し
て
い
る
・
す
な
わ
ち
・
こ
の
必
然
的
な
偏
倫
は
、
土
地
渋
物
に
閑
す
養
本
の
謂
を
制
約
す
る
不
可
語
奪
荏
が
、
一
幣
場
法
則
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
　
（
五
三
）

　
　
　
差
額
地
代
１
１
不
当
価
値
説
（
白
杉
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
．
第
一
．
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
（
五
四
）

　
上
に
作
用
し
反
映
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
Ｃ
し
た
が
っ
て
一
般
的
市
場
法
則
は
、
常
に
、
自
已
の
こ
の
よ
う
な
必
然
的
偏
俺
を
通
じ
て
の
み
、
土

　
地
生
産
物
を
支
配
し
、
そ
の
杜
会
的
価
値
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
歴
史
的
に
も
規
定
し
て
き
た
の
で
あ
ヶ
ぴ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
し
か
し
平
均
個
別
的
生
産
価
格
で
は
な
く
て
限
界
個
別
的
生
産
価
格
が
市
場
調
節
的
価
格
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
市

　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

場
法
則
の
農
業
部
門
に
特
有
の
偏
椅
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
偏
椅
は
農
業
以
外
の
生
産
部
門
に
お
い
て
も
見
ら
れ
う
る
。

農
業
以
外
の
生
産
部
門
に
お
い
て
も
、
限
界
経
営
者
が
、
市
場
価
格
が
そ
の
生
産
価
格
以
下
に
規
定
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
販
売
を
さ

し
ひ
か
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
市
場
に
た
い
す
る
供
給
量
が
不
足
す
る
と
い
う
よ
う
な
事
情
が
あ
る
な
ら
ぱ
、
市
場
価
格
は
結
局
は
限

界
経
営
者
を
満
足
さ
せ
る
点
ま
で
高
騰
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
限
界
経
営
者
よ
り
も
有
利
な
生
産
条

件
を
も
つ
す
べ
て
の
経
営
老
は
、
一
種
の
特
別
剰
余
価
値
な
い
し
超
過
利
潤
を
享
受
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
超
過
利
潤
は
、

「
農
業
（
鉱
山
業
を
含
め
て
）
以
外
の
す
べ
て
の
生
産
部
門
に
お
い
て
発
生
す
る
最
も
一
般
的
意
味
の
超
過
利
潤
」
す
な
わ
ち
「
同

一
部
門
で
生
産
さ
れ
る
商
品
の
一
般
的
生
産
伽
格
を
調
節
す
る
生
産
条
件
よ
り
も
有
利
な
諸
条
件
を
も
っ
資
本
な
ら
ば
、
す
ぺ
て
獲

得
で
き
る
も
の
」
と
同
じ
く
、
「
同
一
資
本
が
確
保
し
っ
づ
げ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
い
わ
ぼ
一
時
的
ま
た
は
瞬
間
的
性
格
の
も
の
」

で
あ
る
。
け
だ
し
、
そ
こ
で
は
、
限
界
条
件
の
観
点
か
ら
し
て
み
て
も
、
　
「
市
場
調
節
的
生
産
条
件
の
水
準
は
、
諸
資
本
間
の
は
げ

し
い
競
争
の
た
め
に
、
絶
え
ず
揚
棄
さ
れ
杵
遍
化
さ
れ
る
法
則
的
傾
向
を
も
っ
」
か
ら
で
あ
る
♂
し
か
し
、
こ
う
い
う
こ
と
が
い
え

る
の
は
、
ど
こ
ま
で
も
長
期
的
な
慨
向
と
し
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
長
期
灼
な
伽
向
と
し
て
は
、
農
業
以
外
の
生
産
部
門
に
お
い

て
は
、
た
し
か
に
「
同
一
の
生
産
部
而
に
お
け
る
す
べ
て
の
資
本
が
同
一
の
仕
方
で
投
下
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
る
陳
唯
は
、
何
も
存

在
し
な
い
。
む
し
ろ
反
対
に
、
諸
資
本
の
問
の
は
げ
し
い
競
争
は
、
絶
え
ず
…
－
…
生
産
条
件
の
諸
差
別
を
揚
棄
し
、
均
等
化
し
よ
う

と
す
る
ｃ
す
な
わ
ち
、
杜
会
的
に
必
要
な
平
均
的
労
働
時
間
に
よ
っ
て
陥
品
の
仙
値
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
自
然
法
則
の
支
配
を
う



げ
て
、
各
資
本
家
は
、
そ
の
個
別
的
費
用
価
格
の
低
減
化
に
向
っ
て
、
競
う
て
同
一
の
有
利
な
事
情
の
も
と
で
生
産
す
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

強
制
さ
れ
る
。
」
し
か
し
生
産
条
件
の
均
等
化
は
、
農
業
以
外
の
生
産
部
門
に
お
い
て
も
、
即
座
に
お
・
」
な
わ
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
短
期
的
に
は
生
産
条
件
の
差
等
が
残
り
う
る
。
そ
し
て
需
要
が
供
給
に
等
し
い
か
、
あ
る
い
は
供
給
よ
り
も
大
ぎ
い
か

ぎ
り
、
最
も
劣
悪
な
生
産
条
件
の
下
に
生
産
さ
れ
る
商
品
の
生
産
価
格
が
市
場
調
節
的
価
格
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
し
て
み
れ
ば
、
市
場
法
則
の
偏
椅
そ
の
こ
と
が
農
業
生
産
を
特
徴
づ
げ
る
の
で
は
な
く
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
偏
椅
の
固
定
こ
そ
が

農
業
生
産
を
特
徴
づ
げ
る
と
い
わ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
差
額
地
代
の
成
立
を
規
定
す
る
資
本
制
農
業
生
産
の
本
質
的
特
殊
性
と
い
わ

れ
て
い
る
も
の
も
、
こ
の
偏
椅
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
、
こ
の
偏
碕
の
固
定
性
の
条
件
な
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
農
業
部
門
に
お
げ
る
市
場
法
則
の
固
定
的
な
偏
椅
も
、
農
業
以
外
の
生
産
部
門
に
お
げ
る
そ
れ
の
一
時
的
な
偏
椅
と
お
な
じ
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

資
本
制
生
産
そ
の
も
の
の
本
質
に
も
と
づ
い
て
生
起
す
る
。
私
的
な
生
産
者
に
よ
る
杜
会
的
な
生
産
と
い
う
こ
と
が
根
本
の
原
因
な

の
で
あ
る
。
生
産
条
件
を
異
に
す
る
す
べ
て
の
生
産
者
の
生
産
物
が
杜
会
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
か
ぎ
り
、
杜
会
は
、
最
も
劣
悪
な

生
産
条
件
を
も
っ
生
産
考
も
そ
の
生
産
物
の
価
値
な
い
し
生
産
価
格
を
確
保
し
う
る
よ
う
な
支
払
を
、
す
ぺ
て
の
生
産
者
の
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
生
産
物
に
た
い
し
て
な
さ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
私
的
な
生
産
者
に
よ
る
杜
会
的
な
生
産
を
遂
行
す
る
資
本
士
上
義
杜
会

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
ー

か
ら
見
れ
ぱ
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
げ
っ
し
て
「
不
当
な
」
こ
と
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
こ
と
が
１
不
当
な
」
こ
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

考
え
ら
れ
う
る
の
は
、
資
本
主
義
杜
会
を
超
え
た
立
場
か
ら
見
て
の
こ
と
で
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
Ｃ

）１（）２（）３

（
。

山
旧
『
地
代
楡
』
六
五
…
七
頁
。

司
＼
ヒ
…
＼
．
工
、

１
一
■
　
一
　
　
　
ノ
「
上

た
と
え
ぼ
平
…
沽
閉
『
差
額
地
代
の
源
泉

　
差
額
地
代
１
１
不
当
価
仇
説
（
白
杉
）

に
つ
い
ノ
、
１
－
－
・
山
ｍ
勝
次
郎
「
地
代
淋
論
午
批
判
」
研
究
』

五
五

第
七
サ
、
　
九
四
八
年

　
（
五
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）

五
六
　
　
（
五
六
）

　
十
二
月
。

４
　
飯
円
教
授
は
い
っ
て
い
る
、
一
「
杜
会
的
価
値
の
中
に
は
現
実
に
牛
産
さ
れ
て
い
る
両
価
値
問
の
『
差
額
』
、
　
個
別
的
価
値
総
額
を
超
過
す
る
杜

　
会
的
価
侃
部
分
は
、
個
別
的
価
値
じ
し
ん
の
中
に
は
現
実
に
生
産
さ
れ
て
い
な
い
。
杜
会
的
価
値
の
視
点
か
ら
み
れ
ぼ
『
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
』

　
部
分
は
災
実
に
生
産
さ
れ
て
お
り
、
　
『
虚
偽
』
で
は
な
い
が
、
何
別
的
価
値
の
観
点
か
ら
み
れ
ぼ
、
理
実
に
生
産
さ
れ
て
お
ら
ず
、
　
『
虚
偽
』
で

　
あ
る
。
従
っ
て
商
舳
の
個
別
的
価
随
が
拠
視
さ
れ
え
な
い
存
在
で
あ
る
か
ぎ
り
、
超
過
分
た
る
『
権
偽
の
杜
会
的
伽
依
』
の
『
虚
偽
性
』
は
否
認

　
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
『
虚
偽
性
』
は
『
虚
偽
の
杜
会
的
舳
値
』
の
実
現
過
程
に
お
い
て
明
瞭
と
な
る
。
」
　
（
「
杜
会
的
価
値
の
理
諭
と
差
額

　
地
代
』
大
阪
市
・
大
『
維
済
学
年
報
』
第
一
集
二
二
〇
頁
。
）

５
　
山
田
、
上
掲
七
九
頁
。

６
　
同
七
七
ｉ
八
頁
。

７
　
同
八
三
、
八
四
頁
。

８
　
同
八
二
頁
。

９
　
同
八
四
－
五
頁
。

¢
ｏ
　
同
八
三
頁
。

帥
同
所
。

胸
　
同
五
三
－
四
頁
。

崎
　
同
六
一
頁
参
照
。

¢
勾
　
同
二
四
－
五
頁
、
、

陶
　
同
五
０
１
二
頁
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、

的
畦
¢
篶
竈
尖
に
た
い
し
て
次
ぎ
の
ご
と
く
い
つ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
と
し
て
は
正
し
い
と
い
わ
在
り
れ
ぼ
ユ
ば
ら
な
い
、
、
「
山

□
三
…
…
『
一
土
地
小
走
物
に
こ
て
は
、
服
劣
箏
竺
、
の
乍
、
｝
り
が
市
場
高
節
す
ろ
た
め
、
一
一
、
の
総
一
以
三
市
栄
川
宍
総
榊
バ
、
パ
糸
一

　
的
牛
に
い
俗
の
総
榊
二
比
べ
て
、
　
ま
乍
（
の
卑
什
仙
で
リ
ニ
…
場
い
俗
が
岨
、
の
平
均
化
、
｝
い
仔
に
土
ベ
ノ
．
、
、
常
に
、
、
”
一
勾
騰
資
率
…
を
も
つ

符
で
帆
定
さ
れ
ろ
が
、
一
二
の
帷
し
た
だ
二
二
鴨
沌
は
、
一
篇
鴫
涜
の
竺
み
れ
ぼ
、
正
常
で
た
い
、
不
刈
な
も
の
で
、
の

る
』
と
解
し
な
け
れ
ぼ
た
ら
ぬ
と
い
う
が
、
な
ろ
ほ
ど
た
し
か
に
一
藷
市
場
葡
に
対
し
て
一
正
常
』
で
は
な
い
。
差
額
地
代
柔
定
す
る
法



則
が
一
般
的
法
則
に
対
す
る
偏
伶
で
あ
る
か
ら
、
　
『
正
常
』
で
な
い
と
は
い
え
る
。
し
か
し
、
何
故
、
こ
の
法
則
が
『
不
当
な
も
の
』
と
な
ら
な

け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
か
わ
か
ら
な
い
。
共
に
、
劣
概
灼
た
許
条
件
の
も
た
ら
す
緕
果
で
あ
る
．
一
、
作
槻
的
法
則
、
〔
体
と
し
て
は
『
不
凶
た
』
法
則
は
な
い
。

計
西
的
意
識
灼
杜
会
で
…
…
〔
こ
れ
〕
に
椚
肖
す
る
人
”
労
働
を
支
払
わ
な
い
の
に
、
資
太
主
羨
糺
全
で
は
方
一
払
わ
た
け
れ
ぼ
た
ら
ぬ
丁
、
し
い
う
“
。
心

味
で
『
不
当
な
』
ら
、
一
切
の
剰
余
仰
航
の
法
則
は
、
仰
一
倣
で
人
閉
労
例
を
伐
木
家
に
与
え
ろ
『
不
刈
た
も
の
』
と
糸
づ
け
て
い
い
符
だ
。
」
（
「
差

緬
地
代
諭
に
お
け
る
閉
腫
と
そ
の
解
決
』
大
内
兵
術
・
向
坂
火
郎
編
災
『
唯
物
火
観
』
３
、
一
九
四
三
年
九
月
、
三
七
ｎ
。
）
，
１
－
し
か
し
私
は
、

別
に
詳
流
し
て
い
る
ご
と
く
∴
『
独
占
珊
諭
の
研
先
』
第
三
巾
第
二
節
〉
、
二
の
批
判
を
さ
さ
え
イ
、
い
る
向
坂
教
ノ
授
の
艀
釈
そ
の
、
わ
の
に
賛
成
す

る
・
も
の
で
は
な
い
、

「
付
記
」

一
、
本
遺
碗
は
、
白
杉
教
板
の
牛
苅
蚊
後
の
公
亥
倫
丈
と
な
っ
た
「
差
額
地
代
に
か
ん
ふ
，
・
ろ
剰
余
牛
に
物
説
－
．
１
．
嚇
円
説
批
判
．
、
、
、
■
一
（
「
立
令
館

　
　
経
済
字
』
塘
九
巻
第
、
万
号
一
九
六
〇
年
二
一
月
）
の
末
尾
で
続
稿
と
し
て
予
告
さ
れ
て
い
ユ
中
に
二
川
川
説
批
判
」
で
あ
る
。

一
、
革
、
榊
の
弊
理
浄
六
は
、
出
〕
乃
蔵
教
核
の
桁
導
の
下
に
、
杉
原
四
郎
．
・
松
尾
博
・
Ｌ
，
Ｈ
円
岐
ガ
・
〔
）
レ
剛
の
沽
氏
の
手
で
行
な
わ
れ
た
つ
，
六
．
芯

　
　
の
編
災
委
以
会
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
方
カ
に
、
け
く
お
糺
｝
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

一
、
本
遺
、
榊
の
は
じ
め
の
〕
次
、
お
仁
び
。
、
　
ソ
内
の
杣
、
、
〔
は
整
〃
考
の
方
々
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
、

差
額
地
代
１
１
不
当
価
値
説
（
白
杉
）

五
七
　
　
（
五
七
）


